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残された手紙




　人生なにが起こるかわからないものだと、つくづく思う。

「さて、どこから手をつけようか」

　雨あま宮みや雛ひな未みは腰に手をあてうーんと唸りながら、築五十年、地方住まいにありがちな、無駄に広い５ＬＤＫの平屋の中を練り歩いていた。

　忙しさにかまけて、自宅の片づけと掃除を先送りにしていたツケを払う時がとうとう訪れたのだ。

　家のあちらこちらにうっすらと埃が積もり、数か月前に比べるとあきらかに汚れが目立っている。このまま本格的に春がやってきて、誰もが苦手なあの黒々とした害虫と家の中で『こんにちは』する前に、なんとしてでも掃除をしなければ。

　ようやく重い腰を上げる気になった雛未は、まずは片づけやすそうな玄関に狙いを定めた。

　気合いを入れるべく、ニットの袖をまくり、キャラメルブラウンのセミロングヘアをポニーテールに結わえる。

　使い古した雑巾を納戸から取り出し、水を注ぎ入れたバケツにそうっと浸した瞬間、背筋まで凍るような冷たさが押し寄せてくる。

「冷たっ！」

　冬が去り、暖かい日差しが降り注ぎ始める三月下旬。寒さのピークは過ぎたとはいえ、この地域一帯はまだまだ寒い。

　市内を見下ろす雄大な山々を窓越しに仰ぎ見ると、山頂付近には雪が色濃く残っていた。

　雛未が住むこの家は麓にあるが、早朝には氷が張り、霜が降りるくらいだ。この街に春が訪れるのはまだまだ先に違いない。

「うーわ。予想通り」

　靴箱の引き戸を開けた雛未はその惨状に頭を悩ませた。

　出るわ出るわ。とうの昔に捨てたと思っていた靴底がすり減ったスニーカー、黒く変色したサンダル。どうして取っておいたのか甚はなはだ疑問なそれらを、雛未はポイポイとゴミ袋の中に放り込んでいった。

　そうやって靴箱の中身を半分ほど空にしたところで、懐かしいものを発見した。母がオシャレをする時に必ず履いていた、スエードのパンプスだ。

　この靴を履いた母は見違えるほど綺き麗れいに思えた。まるでシンデレラのガラスの靴みたいだと幼心に憧れを抱いた。

「これはとっておこうかな。いきなり全部捨てちゃうのもなんか寂しいしね」

　誰ともなくそうつぶやいた雛未は、パンプスを靴箱の最上段の一番いい位置に収納した。

　かつては祖父母と雛未親子が一家四人で暮らしていたこの家も、今は雛未ひとりきり。寂しくないと言ったら嘘になる。

　祖父は五年前の夏、祖母は二年前の秋に亡くなった。

　そして、母を見送ったのはほんの二か月前。

　遺族として行う法的な手続きもようやく一段落したばかり。家中に染みついて取れないんじゃないかと心配した線香と焼香の匂いも、やっと薄れた。

　雛未は黙々と靴箱の掃除を続けた。

　単調な作業に没頭していれば、この数か月の出来事を少しだけ忘れられる。

　母が癌だと診断されたのは、昨年の五月、今から十か月前の話だ。

『本当に癌なの？』

『うん、そうみたい』

　胃腸の調子が悪いと言って受けた精密検査の結果は、想像しうる中で最悪だった。

　残念ながら癌は周辺の臓器に転移していて、すでに手の施しようのない状態。

　結局、本人の意思を尊重し、残された時間を心穏やかに過ごすことに専念した。

『人生の終わりがわかっているって、本当に不思議な気分よね。今を大切にしなきゃ』

　母は残りの人生を悔いなく生きた。未練を残さないために、友人と会い、遺影を撮り、雛未と旅行にも出かけた。雛未も精いっぱいの母親孝行をしたつもりだ。

　最期の八か月間はあっという間に過ぎ去った。余命半年と言われた母だったが、医者の見立てより二か月も長く生きてくれた。

　母は病院のベッドの上で、眠るように息を引き取った。穏やかに目をつむるその顔が、苦痛に満ちていなくて本当によかったと思う。

　だからこそ、悲しみを背負いすぎてはいけない。雛未はこれから母のいない人生を生きていかなければならないのだから。

「よし、玄関はこんなもんかな？」

　一時間ほどかけて必要な物と捨てる物を選より分けたら、ゴミ袋がふたつも満杯になった。

　最後の仕上げとして靴を靴箱に戻すと、ずいぶんと小綺麗な印象に変わる。

（この調子でドンドンやるぞ！）

　ひとつ片づけたら、がぜんやる気がみなぎってくる。

　次の掃除場所を探しに、家の中を再び歩き始める。

　この家はもともと祖父が建てたもので、年季が入っているだけあって、不要な物をしこたまため込んでいた。

　雛未は次の標的を、長らく開かずの扉となっていた客間の押入れに絞り込んだ。

　予想通り襖を開けたその中から、ありし日を追想させる思い出の品々が発掘された。大きな収納ケースには、おままごとの人形、キャラクターのぬいぐるみ、祖父が大事にしていた九谷焼の器などが雑多に放り込まれていて、それらに交じるように、藍色のクッキー缶がふたつ入っている。

　中身を確認すべく一方の缶の蓋を開けてみたら、雛未が子どもの頃に作った押し花が缶いっぱいに収まっていた。

「うわあっ……」

　懐かしさが込み上げた雛未は、一番上に置いてあった四つ葉のクローバーの押し花を手に取った。きっと母と一緒に近所の原っぱで摘んだものだろう。

　母は花が好きで、玄関にはお手製の押し花アートが飾られ、居間にはドライフラワーが吊るされている。

　雛未も昔から母の真似をして一緒に押し花を作っていた。

　ラミネート加工された四つ葉のクローバーの押し花は、茶色く変色していたが、まだ原形を保っている。

（あ、サボっている場合じゃなかった）

　懐かしさに浸っているだけでは終わるものも終わらない。

　我に返った雛未は押し花を缶の中にしまい、もうひとつのクッキー缶に手を伸ばした。てっきり同じような思い出の品が出てくるのかと思いきや。

「あれ？」

　蓋を開けた雛未は、思わず首をかしげた。

　缶の中には麻紐で括られた封筒が三束ほど入っていた。

　品のいい若葉色の洋型封筒ばかりが何通も。宛名として記されているのはどれも母の名前だ。癖のない流暢な字にはほのかに好感が持てる。

　わざわざ缶に入れて取っておくなんて、よほど大事な手紙だったのか。

（気になる）

　個人宛の手紙をこっそり読むなんて悪趣味な気もしたが、筆不精の母がどんなやり取りをしていたのか知りたいという好奇心には勝てなかった。

　麻紐を解き、適当に選んだ封筒から便箋を抜き出す。

　なにが書いてあるのか、考えるだけでワクワクした。

　ところが、読み進めていくにつれて、雛未は困惑し始める。

「これって……」

　動揺のあまり思わず口もとを手で覆い隠す。

　便箋には切々と母への愛が綴つづられていた。恋愛小説の一節を思わせる詩的な表現と多彩な文面で、母の美点がひたすら書き連ねられている。

　雛未は憑りつかれたように次々と封筒を開けては、手紙を読みあさった。

　ほとんどは日常に起こった取るに足らない出来事が書かれていたが、どれも必ず最後には変わらぬ愛を誓う文面で締めくくられている。

　手紙をすべて読み終えた雛未はおそるおそる封筒を裏返した。差出人の名前をひと文字ずつ目で追い、確認する。

「若わか狭さ國くに治はる……」

　最後に送られてきた手紙には、雛未が生まれる半年前の消印が刻まれている。

「もしかして、この人が私の父親？」

　雛未は茫然としながらつぶやいた。

　予想外の出来事に遭遇した雛未は片づけを一時中断し、ダイニングテーブルの上に頬杖をつき、大きなため息を漏らした。

　客間の押入れの中から発見した手紙の束はもとの場所に戻せず、かといって捨てられず、とりあえず仏壇にお供えしておいた。

（お母さんってば、とんでもないものを残していくんだから）

　雛未の母はシングルマザーだ。

　雛未は自分の肉親を母方の祖父母しか知らない。生まれた時から父親がいないのがあたり前で、母とも父親の話をした記憶がない。

　死の間際ですら、母は父親について触れなかった。

　雛未が生まれて二十九年間、消息不明の父親。もはや生きているのか死んでいるのか、定かではない。

　それが、今になって父親かもしれない人の手掛かりが見つかるなんて。

　雛未は仏壇に置いた手紙の束にチラリと視線を送った。

　何通も手紙のやり取りを繰り返していた事実から、ふたりがただの友人ではなく、恋人同士だったのはあきらかだ。

　途中でやり取りが途切れたのは、ふたりが別れたから？　それとも、母が雛未を妊娠したから？

「わからない」

　降参と言わんばかりにテーブルに突っ伏す。

　手紙を読もうと思ったのはほんの出来心。故人の秘密を暴く気持ちなどいっさいなかったのに。

　雛未は興味本位で手紙を紐解いたことを後悔し始めていた。

　雛未が頭を抱えてしまったのには理由がある。

（つい最近、聞いた気がするんだよなあ）

　この手紙を読むまで父親の名前すら知らなかったのに、『若狭國治』という名前に聞き覚えがあるのだ。しかし、どこで聞いたのかどうしても思い出せない。

　奥歯になにかが挟まったような、喉に魚の小骨が刺さったような、なんともいえない不快感だ。

（いつまでも休んでいる場合じゃないか）

　雛未は椅子から立ち上がり、客間の片づけを再開した。

　けれど、夕飯を食べ、風呂に入り終わっても、一度抱いた違和感はどうやっても消えない。

（思い出せないとなんかモヤモヤする！）

　雛未は大声で叫び出したい衝動に駆られた。しかし、いくら悩んでもまったく思い出せない。

　髪を乾かし終わった雛未は気分を変えるために居間のテレビをつけた。目当てのドラマが放送される五分前のことだ。

　そのドラマには、主演として演技力に定評のある若手俳優が起用されており、毎回迫真の演技がＳＮＳの話題に上がっている。リアルタイムで視聴し感想を共有するのが、雛未のひそかな楽しみなのだ。

　あらかじめチャンネルを合わせておき、ミネラルウォーターを飲みながらテレビの前でスタンバイする。

　なにげなく時事ニュースを眺めていた雛未は、あるテロップがテレビに映し出された瞬間、危うくペットボトルを床に落としそうになった。

『若狭國治副総理、意識戻らず』

　今日何度も頭の中に思い浮かべていた名前に目がとまり、画面に釘づけになる。

「わかさくにはる!?」

　雛未の驚きなど知らないアナウンサーは、淡々と原稿を読み上げていく。

『衆議院の本会議中に意識不明になり、ベリが丘おか病院に搬送された若狭國治副総理ですが、現在も意識不明の状態が続いています』

　ひと呼吸置いて、画面が国会議事堂内の映像に切り替わる。アナウンスと一緒に、若狭氏と思しき人物が椅子から転げ落ちる有様がまざまざと映し出され、雛未はテレビににじり寄った。

　時事ニュースが終わり、明日の天気予報コーナーに画面が切り替わっても、雛未はまだテレビに張りついていた。

　自分が見たものが信じられない。

　たしかに、現職の副総理なら政治に疎い雛未でも名前くらいは聞いた覚えがあるはずだ。

　でも、まさか正体不明だった父親の消息がこんな形でわかるなんて！

「ベリが丘病院……」

『ベリが丘』は、雛未の暮らしているこの田舎から飛行機を使って二時間ほどかかる都会にある。

　日本きっての高級住宅街として広く知られ、テレビや雑誌でも頻繁に特集が組まれたりして、ベリが丘に住む人々は日本中から羨望を集めている。

（これは偶然？　それとも必然なの？）

　まるで、父親に会いに行けという神からの啓示みたいだ。

　雛未はテレビの電源を落とし、仏壇にそろそろと近づいていった。そして、クッキー缶の底に隠されていたもう一通の手紙を手に取る。

　たんぽぽ色の封筒の表には【雛未へ】と記されている。見慣れた母の文字だ。手紙にはこう書かれていた。

【あなたが父親について知りたくなった時のために、彼の手紙を残します。私はあなたをひとりで産んだことを後悔していません。父親がいなくて寂しい思いをさせてごめんね。どうか許してください】

　たんぽぽ色の封筒は若狭氏の手紙と比較すると、ずいぶんと新しい。ここ数か月の間に書かれたに違いない。

　母はどんな思いでこの手紙をしたためたのだろう。

（許すもなにも……）

　最初から雛未には母を責める気持ちなどこれっぽっちもない。この家で過ごしてきた日々はどれも大切な記憶だ。

（ずっと許しを求めていたの？）

　雛未を育てる傍ら、罪の意識にさいなまれていたのかと思うと、どうしてもやりきれない。

　最後に残した手紙の中にすら、父親の話は出てこなかった。

　父親を責める言葉がひとつも書かれていないのが不思議に感じられる。

（どういう人なの？）

　雛未は仏壇に供えた若狭氏の手紙に視線を向けた。

　いまだ目にしたことのない父親への想像は膨らむばかりだった。




（本当に来ちゃった）

　手紙を見つけてから三日後の昼、雛未はドキドキしながらベリが丘駅の西口ロータリーに立っていた。

　自分で取った行動なのに、自分が一番驚いている。

　ベリが丘にやって来る前、若狭氏の現在の容体についてできる限り調べてみたが、インターネットの中にはろくな情報がなかった。

　ニュースサイトでも日に日に扱いが小さくなり、居ても立ってもいられなくなった雛未はなにかに突き動かされるようにこの地を訪れた。

（えっと、ベリが丘病院まではどうやって行けばいいの？）

　雛未はウロウロとベリが丘駅の中をさまよい歩いた。

　ベリが丘に来たのは完全に思いつきだ。下調べも計画もいっさいない。

　急に出立を決めたせいで、目ん玉が飛び出るくらい高い飛行機代を払わされ、予算もカツカツだ。手痛い出費をしてここにやって来た以上、なんの成果もなく帰るなんて許されない。

　雛未はやっとの思いで観光案内所を見つけ、カウンターに座る職員にベリが丘病院までの行き方を尋ねた。

　路線バスが運行されているそうで、ベリが丘をぐるりと一周した後に病院まで行くらしい。

　歩いても十分ほどの距離と聞いたが、雛未は迷わずバスを選択した。悲しいかな、雛未は極度の方向音痴。各地を経由していくぶん時間はかかるが、バスの方が確実だ。不慣れな土地で道に迷ったら目もあてられない。

　無事にバスに乗車できた雛未は、最後部の座席に座り車窓に目をやった。

　定刻通りに出発したバスはベリが丘のシンボルである天を貫くツインタワーの前を横切り、海岸沿いにある白波を模した流線形の五つ星ホテル『ブルームーンホテル』を通り過ぎていく。

（別の世界みたい）

　雛未が暮らすのどかな田舎とはかけ離れた風景に、そわそわと落ち着かなくなる。

　バスはベリが丘のメインストリートのひとつである櫻さくら坂ざかを上っていく。

　そして、とうとう若狭氏が入院しているベリが丘病院へと到着した。




「申し訳ありません。患者さんの個人情報に関しては関係者以外の方にお話しできません」

「あはは。そう、ですよね」

　総合診療案内のカウンターに立つ女性は絵に描いたような愛想笑いで、マニュアル通り雛未を容赦なく追い返す。

　雛未はなす術なくその場から立ち去り、外来患者が行き交う正面入口から建屋の外へと飛び出した。

（まあ、普通に考えたら教えてもらえるわけないよね）

　雛未は自分の無鉄砲さを素直に反省した。

　職員はあくまで職務に忠実だった。『若狭國治副総理はどちらの病棟に入院していますか？』と、なにも考えずに尋ねた雛未が悪い。おそらく、よからぬことを企む要注意人物だと警戒されたのだろう。

　正面入口の外には、テレビカメラを構えた報道関係者があちこちに立っている。

　若狭氏が本会議中に倒れてからすでに五日が経過したので、これでも幾分か減ったに違いない。

　雛未の父親――かもしれない若狭國治は、次期内閣総理大臣の呼び声も高い人物だ。

　内閣官房長官をはじめとする主要ポストを歴任し、強敵がひしめく政治の世界で確固たる存在感を示してきたその辣腕ぶりには、国民の期待も大きかった。

　現在支持率が低迷している内閣が、衆議院を解散するのは時間の問題とされている。ひとたび総裁選が行われれば、次の内閣総理大臣に選出されるのは若狭氏だというのが下馬評だった。

　病床に伏している今、国民の落胆の声はこのベリが丘にも届いているだろう。

（なにやってるのかな、私……）

　雛未はぎゅっと唇をかみしめた。

　母と若狭氏がかつて深い関係にあったとしても、それは三十年近く昔の話。あなたの娘ですと名乗り出たとして、余計な混乱を招くだけ。

　隠し子がいるとわかったら、とんでもないニュースになる。どんな小さなスキャンダルでも、政治家にはたちまち命取りだ。身内だけの非公式な発言や派手な女性関係が取り沙汰され、数々の人間が辞任や引退に追い込まれたのは雛未もよく知っている。

（観光して帰ろう）

　雛未は突発的な自分の行動を悔いた。

　母と最後の時を過ごしたいと思い、大学を卒業してから勤め続けていた会社を半年前に退職した後は、母の友人が経営するカフェでアルバイトをしている。

　ベリが丘に来るために無理を言ってシフト調整をお願いしたが、今回はふがいない結果で終わりそう。

　二泊三日の旅程を消化したら、おとなしく地元に帰ろうと思い直し、バス停へと向かう――つもりだったが。

「ここ、どこ？」

　雛未は人けのない建屋の裏側でひとりポツンとつぶやいた。

　正面入口を出てから二十分以上歩いているのに、雛未はまだベリが丘病院の敷地から出られそうもない。

　敷地内には総合診療案内のある総合棟を含めた三つの病棟のほかにも、リハビリセンター、救急医療センターなどの多くの施設が併設されている。そっくりな外観の建物が並んでいるせいか、どうも道を間違えたらしい。

（どうしよう）

　大の大人が迷子になるという状況にはひたすら恥じ入るしかない。しかし、自力でどうにかする段階はとうに過ぎている。

　どこかに人の姿はないか、辺りを探っていたら、生垣の向こうから話し声が聞こえてきた。

　雛未は両腕を上げ万歳した。えいやと勢いをつけ、生垣の境目に無理やり体をねじ込む。

　苦心して隙間をすり抜けた先には、芝生と歩道が整備された中庭のような広い空間があった。

　先ほどの話し声の持ち主はどこかと視線を巡らせる。すると、少し離れたところで、華奢な女性を中央に挟んだ三人の男女が横並びで歩いていた。

（助かった！）

　左端を歩く長身の男性は白衣姿。すなわち、病院関係者だ。あの人に道を尋ねれば間違いない。

　雛未はこれ幸いとばかりに三人のうしろを追いかけた。

　こちらに背を向けているせいか、三人とも雛未の存在にまったく気がつかずに話を続けている。

「祐ゆう飛ひがべリが丘病院にいてくれて本当によかった」

「お父様をよろしくね」

「ああ、國治おじさんになにかあったらすぐに連絡する」

　会話の内容を聞いてしまったのは完全に不可抗力だ。

　雛未は反射的に足を止め、サッと木の陰に身を隠した。

（國治おじさん？）

　白衣の男性が口にしたのは、たしかに若狭氏の名前だった。

　盗み聞きはまずいと知りながらも、しばしの間彼らの会話に耳を澄ませる。

「それにしても、業者用の搬入口を使わせてもらえて助かった。俺たちはマスコミに顔を覚えられているからな」

「気をつけて帰れよ」

「祐飛くんも、あんまり無理しないでね」

「ああ」

　親しげに会話をしていた三人だったが、やがて右端のスーツを着た男性が女性を気遣い、そっと肩を抱き寄せた。

　他人よりも近い距離感から察するに、あのふたりは夫婦なのだろう。

　スーツの男性が言っていたように、中庭の中央を走るガラス張りの渡り廊下の向こう側には、外来用とは異なる出入口があり、すぐそばの駐車スペースには車が停めてあった。

　ふたりは黒塗りのセダンの後部座席に揃そろって乗り込んだ。

　そのまま走り去っていくのをぼうっと見送っていたら、ひとり残された白衣の男性がおもむろに雛未の方を振り返る。

　まずいと思った時には、目が合った後だった。

「誰だ？　ここでなにをしている！」

　開口一番、この場にいるのを見とがめられ、雛未はビクンと体を揺らした。その拍子に、肩にかけていたトートバッグがスルリと地面へ落ちる。

「あっ！」

　バッグの中身を盛大にぶちまけ、雛未は慌てて身をかがめた。

「大丈夫か？」

「すみません、道に迷って……」

「いきなり怒鳴って悪かった」

　しどろもどろで言い訳をすると、意外にも男性は己の非を素直に認め、雛未の荷物を拾うのを手伝ってくれた。

「これも君のか？」

　彼は雛未が御守り代わりに持参していた四つ葉のクローバーの押し花を手に持ち、食い入るようにジッと眺めている。

「そうです。拾っていただいてありがとうございます。とても大切なものなんです」

「大切なもの、ねえ」

　口の端を軽く持ち上げただけの軽薄な微笑みに、なぜか心拍数が上がっていく。

　押し花なんか大事に持ち歩いていて、子どもっぽかった？

「か、返していただけますか？」

　雛未は押し花を返してと、おっかなびっくり彼に催促した。無事に手もとに戻ってきたら、また落とさないように、それこそ大事にバッグの中へとしまっておく。

　ひと通りバッグの中身を拾い集めたふたりは地面から立ち上がった。

「この渡り廊下の先を左に曲がって壁沿いに真っすぐ歩いたら、総合診療案内のある総合棟だ。行きたい場所があるなら、あとは受付で聞いてくれ」

　男性は白衣のポケットに手を突っ込んだまま、顎で方角を示す。

　不審者として警備員に突き出されないのは、雛未の言い分を認めてくれたから？

（この人……）

　雛未は改めて目の前の男性の顔を仰ぎ見る。

　白衣の男性は、祐飛と呼ばれていた。

　彫りの深い顔立ち、切れ長の目もとに、くっきりとした二重。先ほどの微笑みが嘘みたいに、雛未を見下ろす表情は硬い。

　背は雛未よりも二十センチは高い。ブルーのスクラブの上に白衣を羽織っているだけなのに、スタイルがいいせいか、立ち姿が絵になる。

　医師とは思えないほど整った容姿は、宝の持ち腐れとしか言いようがなかった。

　ふと、彼が首から下げているモバイルフォンに目が留まる。側面に【脳神経外科】と、物品の管理場所を示すシールが貼られていた。

「先生は脳神経外科のお医者さんでしょうか？」

「ああ」

　特段隠す必要もないのか、祐飛はそっけなく答えた。

　若狭氏が倒れた原因が脳出血なのは、すでに公表されている。

　脳神経外科医である彼ならば、容体を知っているのではないかと思いつく。

『國治おじさん』と親しげに名前を呼んでいた以上、若狭氏と個人的にも親しい間柄であるのはあきらかだった。

「あの、若狭國治副総理のご容体は？　こちらの病院に入院しているとうかがったのですが」

　そう尋ねると祐飛はあからさまに警戒を強め、ギロリと雛未を睨む。

「君はマスコミ関係者なのか？　聞くだけ無駄だと、何回も言っているはずだ。患者に関する話はいっさいしない」

　祐飛はうんざりしたように吐き捨てた。雛未をしつこいマスコミ関係者だと完全に誤解している。

「違います、私はただ」

「帰れ」

　祐飛は冷たく言い放ち、雛未に背を向け中庭から立ち去ろうとした。

「待ってください！」

　必死になって呼び止めたが、祐飛は頑として応えない。

　彼は若狭氏へとつながる唯一の手掛かりだ。やっとの思いで掴つかんだ、か細い糸を放してなるものかと、歯を食いしばる。

「娘かもしれないんです！」

　雛未はありったけの思いを込めて叫んだ。

　祐飛の足を止めるには、それなりの衝撃が必要だった。

　目論見はあたり、祐飛はようやく雛未に視線を向けた。

「は？」

「私は若狭氏の娘かもしれないんです。お願いです。話を聞いてください」

　雛未はあたって砕けろの精神で、祐飛にありのままを説明した。

　押入れを整理していたら、若狭氏からの手紙が見つかり、テレビニュースでベリが丘病院に搬送されたと知った。

　娘かもしれない根拠である母宛の手紙ももれなく見せた。

　手紙の消印が若狭氏の出身地であるベリが丘の郵便局で押されていたのも、雛未の話の信憑性を高めた。

　祐飛は終始神妙な顔で、雛未の話に耳を傾けた。

「君の名前は？」

「雨宮雛未です」

「年は？」

「二十九歳です」

　祐飛は雛未の頬に手を添え、顔のパーツを一つひとつ穴があくほど熱心に観察し始めた。

　頭の中で若狭氏のそれと照らし合わせているのかもしれない。

　祐飛の視線が目もとから鼻筋、唇へとゆっくり流れていく。こめかみの髪が払われ、耳たぶを触られるとゾクリと鳥肌が立った。

　顔を検分するためとはいえ、祐飛のような端正な容貌の男性に至近距離で見つめられるとドギマギする。

　でも、目を逸らしたら負けを認めた気がして、がんばって耐えた。

　五分ほどかけて隅々まで観察されたところで、ようやく解放される。

「どうして、そうまでして若狭氏に会いたいんだ？　金に困っているのか？」

　羞恥のあまり、かあっと体が熱くなる。

　口止め料を請求するつもりだと思われている？

「お金が欲しいわけじゃありません！」

　雛未は心外だとばかりに声を荒らげた。本当に金が欲しいなら、わざわざベリが丘まで来ずともゴシップ誌の記者に情報を提供すれば済む話だ。

「念のため聞いておくが、俺の気を引きたいわけじゃないよな？」

　自意識過剰とも受け取れる発言に、雛未は口をあんぐりと開けた。

「あたり前です！　あなたに興味なんてありません！」

　嘘偽りなく本心から声を張りあげて答えると、祐飛はふうっと息を吐き出す。

「俺には守秘義務がある。患者に関して話せないし、話すつもりもない」

　決まりきったセリフなのか、祐飛は淀みなく淡々と告げた。

　雛未はしゅんとうなだれる。

　若狭氏と知り合いなら、正直に自分の正体を打ち明ければ、なんとかしてもらえないかと薄ら期待していたのだ。

「ははっ。やっぱり無理ですよね」

　雛未の口からあきらめにも似たため息が漏れ出る。

　嘘だと頭から決めつけずに、最後まで話を聞いてくれただけでもありがたいと思うべきなのだ。

　雛未は自分で自分を慰めた。

「ところで、ベリが丘病院には、一般病棟とは別にＶＩＰ専用の特別室があるのを知っているか？」

「いいえ？」

「この病院には優れた医師と医療設備が備わっている。病に侵された著名人はだいたい、この特別室に入院する」

「若狭氏も特別室に入院しているんですか？」

　なんとはなしに話し始めた祐飛だが、雛未からの質問には無言を貫く。イエスともノーとも答えない。

　雛未はすぐさま事情を察した。

　これは祐飛なりの譲歩だ。守秘義務違反スレスレのラインで、雛未に情報を与えようとしてくれている。

「特別室に入れるのは患者本人とその家族、担当医師と専任の看護師だけだ。たとえベリが丘病院に勤務していても、特別室には簡単に出入りできない。通常の病棟とそもそも管理方法が異なるからだ」

　つまり、外来患者や面会者に紛れて院内に忍び込んでも、特別室までたどり着くのは不可能に近いという話だ。

　祐飛が示唆した通り若狭氏が特別室に入院していたとしても、どうあがいたって面会できる手立てはないのだ。

「そうですか。教えていただいて、ありがとうございました」

　今度こそあきらめがついた雛未は、有益な情報をもたらしてくれた祐飛に礼を言い、深々と頭を下げる。

　これ以上、赤の他人の祐飛に迷惑をかけるわけにはいかない。

　雛未が教えられた道順通りに総合棟へ向かおうとした、その瞬間だった。

「どうしても特別室に入りたいのなら、ひとつだけ方法がある」

　雛未は伏せていた目をパッと開き、祐飛の次の言葉を固唾を飲んで待ち構えた。

「俺と結婚しろ」

　熱を宿した怜悧な瞳に射抜かれた雛未は、耳を疑った。










名ばかり婚の成立




「結婚？」

「そうだ」

　突拍子もない提案にあぜんとして聞き返すと、祐飛は大真面目な顔でうなずいた。

「特別室には専用のアテンド職員が常駐している。アテンド職員には病院に勤務する医師の身内を起用する決まりだ。身内の方が情報漏洩のリスクも低いからだ」

　雛未はなるほどと感心した。

　特別室に勤務するにあたって最も難しいのは情報の管理だ。医師の身内を起用すれば、紹介者の院内での立場を悪くしないためにいっそう気を配るはず。抑止力のひとつとしてうってつけだ。

「俺と結婚すれば、アテンド職員として雇われる条件を満たせる」

「本気、なんですか？」

　理屈はわかったが、正直バカげているとしか思えなかった。

　今日会ったばかりの他人と結婚しようなんて、正気なのかどうにも疑わしい。

「結婚を提案されてすぐに既婚者だと言い返さないあたり、未婚だよな？　ひとりでここに来るくらいだ。頼れる異性もいない。違うか？」

　雛未は顔を熱くし、さっと左手を背後に隠す。

　祐飛の言う通り、雛未は結婚もしていなければ、長らく彼氏と呼べる男性もいない。

「昔から結婚に興味がないんです」

　恥じる必要はないのになぜか居心地が悪くなり、言い訳じみたセリフを口にする。

「それならより都合がいい。俺が共犯者になってやる」

「でも……」

「特別室に入りたいんだろう？」

　祐飛は『父親に会いたいんだろう』とは言わなかった。すべて仮定の話だからだ。

　感情論を抜きにすれば、祐飛の提案は魅力的にも思える。現状、ほかに若狭氏に近づく方法がない。正攻法で近づくには、社会的立場があまりにも違いすぎる。

　この機会を逃せば、若狭氏との対面は二度と叶わない。

（でも、いきなり結婚だなんて！）

　祐飛については、ベリが丘病院に勤務する医師という情報しかない。年齢も性格もわからない男性と本当に結婚できるのか。

　雛未の心は揺れていた。

　返事をためらいぎゅっと目をつむったその時、沈黙を破るように祐飛のモバイルフォンが鳴った。

「ああ、わかった。すぐに戻る」

　すばやい動作で応答した祐飛は、相手との通話を手短に済ませ、雛未に改めて向き直る。

「話の途中だが急患だ。ベリが丘にはいつまでいる？」

「明後日の昼までです」

「明日の十七時にもう一度ここに来い。返事を聞く」

　祐飛は一方的にそう言い残し、雛未の返事を待たずに駆け足で建屋の中へと消えていった。

　ポツンとひとり取り残された雛未は、途方に暮れるばかりだった。
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　急患の対応を終え、救急医療センターから脳神経外科の医局に戻ってきた祐飛は、デスクの上に置かれた身上書を見て顔をしかめた。

「またか……」

　長時間にわたったオペによる疲れを労るべく椅子に座った祐飛は、届いた身上書を即座にデスクの端へ追いやった。

（いったい、何人目だ？）

　祐飛がベリが丘に戻ったのをどこから聞きつけたのか知らないが、いつからかこんな代物が頻繁に届き始めた。どれもベリが丘に屋敷を構える由緒正しい家柄からだ。

　祐飛のもとには毎日、手術を求める患者からカルテや検査データが郵送されてくる。電子メールも何通と送られてくるが、その中には私的な目的のものも交じっている。

　プライベートを侵されたくない祐飛にとっては、まるで嫌がらせのようだ。

　とりわけ、病院関係者や患者からの好意は、身上書以上に祐飛を手こずらせた。直接アプローチを受けた場合、さすがに問答無用で無視はできない。

　祐飛はため息をつき、眉間を指で押さえた。

　医師としての仕事を優先したいのに、わずらわしいことばかりでうんざりする。

　いっそ本当に結婚してしまえば、この攻撃もやむかと思ったのはそんな時。

　祐飛は盾になってくれる名ばかりの妻を、心の底から欲していた。

　しかし、誰でもいいわけではない。

　できれば祐飛に対して恋愛感情がない方がいい。脳神経外科医として邁進する今は恋愛なんてしている暇はないし、そもそも愛だの恋だのは億劫だ。妻を顧みないひどい夫だと責められるのも面倒だった。

　雛未は祐飛の望む条件にピタリとあてはまっていた。

　彼女は今、父親のことで頭がいっぱいだ。もちろん祐飛など眼中にない。

　結婚そのものに夢を持っていなそうなのも都合がよかった。

　さすがに結婚を申し出た時は驚いたみたいだが、父親との面会を望む雛未にほかの選択肢はないはず。

　彼女の性格や価値観を知らないので多少の不安はあったが、これが初対面というわけでもない。

　祐飛は中庭で拾ってやった古い押し花を思い出した。

（まさか、まだ四つ葉のクローバーが好きだとはな）

　今から十五年前の春。あの時と同じ場所でふたりは再会した。

　果たして、初めて出会った日を雛未は覚えているだろうか。あの様子からしてすっかり忘れていそうだ。

　目を点にして祐飛を見つめ返した雛未の表情には一見の価値があった。

　思わず頬が緩みそうになり、祐飛はさっと表情を引きしめる。

　この際、覚えていてもいなくても、どちらでもかまわない。

　賽さいは投げられた。

　雛未がどういう決断を下すのか。あとは彼女の強い意志次第。

　祐飛は返事を楽しみにしながら翌日を待った。
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「疲れた」

　やっとの思いでベリが丘病院から脱出した雛未はホテルに着くなり、ベッドへ倒れ込んだ。

　雛未がチェックインしたのは、ベリが丘の東側に位置するビジネスエリアにあるシティホテル。

　十二階のシングルルームの窓からは、行きがけのバスで見かけたブルームーンホテルの姿が見えた。その向こうには雄大な大海原が広がっている。夕暮れ時の今は、太陽に照らされ真っ赤に染まっていた。

「綺麗……」

　泣きたくなるほど、綺麗な夕焼けだ。

　ベリが丘はどこもかしこも美しく輝いていた。

　街を東西に貫くメインストリート。海沿いにあるサウスパーク。庭園の素敵なオーベルジュ。おしゃれなカフェ。人気のパティスリー。

　誰もが美しいと称賛するその街を、雛未はひとりぼっちで訪れている。

　実は雛未がこの街にやって来たのは二度目、いや三度目だ。

　母が亡くなる半年前にも一度、ベリが丘を訪れている。

　あの時は、まだ母も元気だった。

（ずいぶんと昔の話みたい）

　雛未は窓にコツンと額を押しあてながら、しばし思い出に浸った。

　家族旅行の計画を立てた時は、まだ梅雨が明けたばかりで、ベリが丘は青々とした深緑の季節だった。

　海鳥が鳴く海岸沿いの遊歩道を歩きながら、雛未は胸いっぱいに潮風を吸い込んだ。

『初めて来たけど、素敵なところね』

『あら、初めてじゃないわよ？　雛未が中学生の頃だったかしら。昔、お世話になった人が入院した時に、一緒にお見舞いに来たじゃない』

『えー？　そうだっけ？』

『忘れたの？　黙ってどこかに行くから、病院の敷地の中をあちこち捜し回って大変だったのよ！』

『言われてみればそんなこともあったね』

『ずいぶんと忘れっぽい頭ね！』

　母があきれ気味に言ったその直後、突如強風で帽子が飛ばされそうになった。ふたりして慌てて帽子を手で押さえる。

『ああ、この感じ！　本当に懐かしいわー！』

　母は雛未が生まれる前、ベリが丘で働いていたらしい。だからこそ、人生最後の旅行先としてこの地を選んだのだろう。

　あれほど朗らかに笑う母の姿を見るのは、余命宣告を受けて以来だった。

　母の思い出の地を巡りながら、雛未はこれから自分がなにをするべきかひたすら考えた。残された時間が少ない中で、母のためになにができるのか。

　未来への漠然とした不安と、変えられない過去への後悔が入り交じる二泊三日は、あっという間に過ぎ去った。

『連れてきてくれてありがとう、雛未。これで心残りはないわ』

　帰路に着く際、母は笑いながら雛未に感謝を告げた。

　心ここにあらずの雛未の様子に気づいていたのかもしれない。

（お母さんは、本当に心置きなく旅立てたの？）

　手紙を見つけた今ならわかる。あの時、雛未に言ったセリフには、ひとつだけ嘘が隠れていた。

　真に心残りがないのであれば、そもそも人生最後の刻にベリが丘を訪れようと思わないのではないか？

　若狭氏との別離を完全に受け入れていたのならば、手紙なんかさっさと捨てていたはずだ。どうして、後生大事にクッキー缶の中にしまっておいたのか？

　なぜ、雛未が見つけるのを見越して、許しを請う手紙まで残したのか？

　確かめたくても、すでに母は灰になり、冷たい墓石の下で永遠の眠りについている。




　翌朝、朝食を済ませた雛未はホテルを出て、ベリが丘の街を散策し始めた。

　祐飛との待ち合わせの時間にはまだ余裕がある。

　道に迷ったら困るが、ホテルにいると余計な考えばかりが頭に浮かんでくる。

　祐飛の提案を受けるか、断るか。昨夜はとうとう結論が出なかった。

　今はどうしても気分転換が必要だった。

　雛未はベリが丘の中でも、最も人で賑わうショッピングモールにやって来た。

　欧州の映画に出てくるレンガ調の街並みを模した建物内をあてもなく巡り、小腹が空いたので昼食を取ろうと思い立つ。

　焼きたてのパンの匂いに誘われ、通りを挟んで反対側にあったブーランジェリーで、バゲットサンドとコーヒーをテイクアウトする。

　モールに隣接するサウスパークのベンチに座り、早速バゲットサンドにかぶりつく。

　暖かい日差しの中で青い空を眺めていると、昨日の出来事が嘘みたいに穏やかな気持ちになれた。

　雛未はボリュームのあるバゲットサンドをものの数分でペロリと食べきった。おなかの中がおいしいもので満たされ、鬱々とした気分も少しはマシになる。

（あーあ。本当にどうしよう）

　まさか、人生初のプロポーズをあんな形でされるとは。

　たしかに結婚にとくに興味はなかったけれど、万が一縁があったとしても相手くらいは自分で選べると思っていた。

　昨日ホテルに戻ってからベリが丘病院のホームページを調べてみたが、祐飛の顔写真と名前がスタッフリストの中にきちんと掲載されていた。

　プロポーズの件にさえ目をつむれば、変な人ではなさそう。

（まあ、そこが一番重要なんだけどね）

　ベンチに体を預けながら奇妙な身の上について考えていたら、足もとにキャラクターがプリントされたボールが弾んで転がってきた。

「すみませーん！」

　ボールを拾い上げ辺りを見回せば、持ち主と思しき親子がこちらに向かって手を振っている。

　雛未はベンチから立ち上がり、親子のもとにボールを軽く投げてやった。

「お姉ちゃんありがとう！」

　ボールを受け取った五歳くらいのかわいい女の子が、お礼を言ってくれた。

　手を振り返すと、女の子の両親が会釈をした。

（思い出した）

　再びベンチに腰を下ろした雛未は、遠い昔の記憶に思いを馳せ始める。

　母と一度も父親について話した記憶がないというのは誤りだ。

　ちょうどあの女の子と同じぐらいの年齢の時だったと思う。

『どうして雛未にはお父さんがいないの？』

　子どもらしい素朴な疑問だった。

　幼稚園に通い始め交友関係が広がるにつれ、雛未は自分の家庭が周りと違うと気がついた。

　友達にはあたり前に〝父親〟がいて、雛未はうらやましくなったのだ。

『ごめんね、雛未』

　あの時、母は泣きながら雛未を抱きしめてくれた。

　母の涙を見たのは後にも先にもあの一度きり。

　母を泣かせた罪悪感から、雛未はその日以来、父親に関する話題を意識的に避けるようになった。

　あの涙の理由を、今一度考える時がやって来た。

（知りたい）

　雛未の父親は若狭氏なのか。

　なぜ母は雛未をひとりで産んだのか。

　秘密を暴かれるのは母の本意ではないかもしれない。

　ふたりは納得して別れを選んだのかもしれない。

　それでも雛未はすべて引っくるめた上で、真実を知りたいと望んでいる。

　そのためには――。

　雛未はベンチから立ち上がり、高台にあるベリが丘病院の方角を見すえた。




「遅かったな」

「す、すみません！　道に迷いまして」

　待ち合わせ場所の中庭に着いた時には、約束の十七時を十五分も過ぎていた。

　時間に余裕があったにもかかわらず、またしても雛未は敷地の中で迷子になった。

　気づいた時には待ち合わせの時間を過ぎていて、雛未は全速力で敷地内を駆け回り、やっとの思いでたどり着いたのだった。

「もう来ないかと思った」

　仕事終わりなのか祐飛は白衣を着ておらず、シャツの上から春らしい薄手のジャケットを羽織っている。

　雛未の住んでいた田舎とは違い、ベリが丘にはひと足早く春がやってきていた。

　季節は巡る。否応なしに。

　母が見ることが叶わなかった櫻坂の桜も、あと数週間もすれば一片も残らず散っていくだろう。

　苦い記憶も、幸せな思い出も、春風のように瞬く間に消えていく。

　だからこそ、すべてを忘れてしまう前に、真相を解き明かさなくてはいけない。

　雛未は息を整え、祐飛を仰ぎ見た。

「あの。返事をする前にひとつだけ聞かせてください」

「なんだ？」

「先生にとって、この結婚にはメリットがあるんですか？」

　見ず知らずの他人と結婚するのは祐飛も同じ。単なる同情心で大きな借りをつくるわけにはいかない。

　祐飛はあからさまに眉をひそめ、さも面倒くさそうに口を開いた。

「ベリが丘病院の脳神経外科の外来には、日本各地からよりいい治療を受けるために大勢の患者がやって来る。ただ、なかには真っ当な患者に交じって、冷やかし目的の連中もいる」

「冷やかし？」

「ああ。診察ではなく、俺個人を目的にしてやって来る」

　祐飛の苦々しい表情が、それが誇張でもなく事実をありのまま伝えていると示していた。

　雛未は祐飛のスペックを鑑みて、すぐに納得した。

　脳神経外科の医師でありながら、モデル顔負けのスタイルと整った面差しを兼ね備え、極めつけは独身だ。

　過激なファンや追っかけのひとりやふたりいてもおかしくない。

「身勝手な連中のせいで、ほかの患者の治療が遅れ、余計な労力が割かれる。結婚さえしてしまえば、非常識な連中もあきらめがつく。父親捜しが目的なら、俺に興味もなくてちょうどいいだろう？」

　心底辟易しているという祐飛の話を聞いて、雛未は少し安心した。

　一方的に雛未だけが結婚の恩恵を甘受するだけの歪いびつな関係にはなりたくない。

「先生のご提案、お受けしたいと思います」

　真実を知るためなら、結婚でもなんでもしてやる。

　奮起している雛未を見て、祐飛はふっと表情を緩めた。

「先生じゃない。不ふ破わ祐飛だ。俺のことは祐飛と呼べ」

　ふたりは近くのカフェに場所を移した。今後の大まかなスケジュールを確認し、段取りを組んでいく。

　雛未は一度地元に帰り準備を整えたら、一週間後にベリが丘に戻る予定になった。

　定職についていなかったおかげで、事は思いのほかスムーズに運びそうだ。

　話し合いが終わった頃には、すっかり夜も更けていた。

　祐飛は雛未を滞在先のシティホテルまでタクシーで送り届けてくれた。

　エントランスに降り立った雛未は、くるりとうしろを振り返る。

「送っていただいてありがとうございます」

「また一週間後に」

「はい」

　車内に残る祐飛に軽く会釈する。

「雛未」

　解れた髪を耳にかけ直していると、いきなり祐飛から名前を呼ばれ、雛未の心臓がドキンと跳ね上がる。

「逃げるなよ」

　もう一度念を押すように言われた直後、目の前で扉がパタンと閉まる。タクシーは街灯が瞬くメインストリートを軽快に走り去っていった。

「……逃げないわよ」

　誰に聞かせるでもなく、雛未はぼそりとつぶやく。

　逃げるつもりは毛頭なかったが、もし仮に逃げ出したらいったい、祐飛はどうするつもりなのだろう。

　追いかけてくるのか？　それとも代役を探すのか？

　愛想笑いひとつ浮かべない端正な横顔からは、なにも読み取れなかったが、不思議と鼓動はまだ速い。耳には祐飛の声の余韻がいつまでも残り続けた。




　旅程を終え地元に戻った雛未は、慌ただしく荷造りを始めた。

　家具や家電はそのまま置いておくとして、買いだめしていた食料品や劣化が心配される消耗品の類は別れの挨拶がてら近所にお裾分けした。

　アルバイト先で母の友人でもあるカフェの店長には、これまでの感謝とともに辞める意向を伝え、就職が決まったから少しの間家を空けると説明した。

　結婚については親しい友人にも親戚にも打ち明けなかった。出会って二日目の男性と結婚するなんて言ったら、きっと理由がどうあれ止められるに違いない。

　結婚の話を隠せば、手紙の件を他人に話す手間も省ける。仮に伝えたとしても、どうせ信じてもらえないけれど。

（どうして先生は私を信用してくれたんだろう）

　雛未が若狭氏の隠し子かもしれないという話は、普通に考えれば眉まゆ唾つば物ものだ。証拠として見せた手紙だって、その気になればいくらでも偽造できる。

　あろうことかあっさり雛未を信じ、若狭氏に会えるよう結婚を打診してくるなんて、よっぽどの間抜けかお人好しだ。

　しかし、祐飛はそのどちらにもあてはまりそうにない。

　旅立ちの朝、最後に、携えていくスーツケースの中身を確認し、蓋を閉じ鍵をかける。次に開けるのは、ベリが丘に到着してからになる。

「少しの間だけ、この家ともお別れだね」

　雛未はいっときの別れを惜しみ、そっとつぶやいた。

　この結婚は期間限定。真実をあきらかにし、名ばかりの妻としての役目を果たしたら、いずれはこの家に帰ってくるつもりだ。

　雛未が留守にしている間、三十年来の付き合いがある隣人が定期的に家のメンテナンスをすると約束してくれた。心置きなくこの家から離れられてありがたいが、それでも寂しさは募る。




　雛未は決意と覚悟を持って、生まれ育った家を出発した。

　飛行機の中ではずっと窓の外を眺めていた。

　無事に空港へと到着し、前回同様ベリが丘行きの特急列車に乗る。

　街まで乗り換えなしで行ける便利な立地も、ハイクラスの人々から愛されるゆえんなのだろう。

　ベリが丘駅のロータリーに到着すると、雛未は祐飛の姿を捜してあちこち視線を巡らせた。

　祐飛には前もって、何時の飛行機に乗るか連絡しておいた。駅まで迎えに来てくれると聞いていたが、今のところどこにも彼の姿が見あたらない。

　その時、ロータリーに停車していた車のクラクションが鳴った。メーカーはよくわからないけれど、ピカピカ光るエンブレムのついた高そうな車だ。

　重たいスーツケースを引きずりながら近づくと、助手席の窓ガラスがゆっくりと下ろされる。

「先生……ですか？」

　雛未は訝いぶかしげに眉を寄せながら尋ねた。

　運転席にはサングラスをかけた男性が座っている。

　目もとが見えず、まるで誰だかわからない。

「祐飛でいいと言ったはずだが？」

「あ、はい。すみません」

　間違いなく本人のようで、雛未はホッと胸をなで下ろした。

　それにしても再会そうそう叱られるなんて、これでは先が思いやられる。

　祐飛は運転席から降りて、雛未のスーツケースを後部座席にのせてくれた。

　後部座席が埋まったので、雛未は満を持して助手席にお邪魔した。

「戸籍謄本は持ってきたか？」

「はい」

「じゃあ、このまま役所に行く」

「祐飛さんのご両親にご挨拶とかって？」

「しなくていい」

　気をきかせたつもりだったが、粗雑にあしらわれた気がする。

　車は駅前ロータリーを出発し、役所を目指して進んでいく。

（本当に挨拶しなくていいのかな）

　利害が一致した末の名ばかりの結婚ではあるが、戸籍上は祐飛の妻になるのだ。

　いくらなんでも、挨拶くらいはしておいた方がいいのでは？

　普通に考えれば、素性も定かではないぽっと出の雛未といきなり結婚すると言っても不審に思われるだけだ。

　心配が顔に出ていたのか、祐飛が遅れて説明する。

「両親はふたりとも、俺が結婚する気になったなら相手は誰でもかまわないらしい。挨拶はこちらでの生活が落ち着いてからでいいとさ」

「そう、ですか」

　改めて説明されたらそれはそれで、あまりにも結婚相手へのハードルが低すぎやしないかと、別の意味で心配になる。

　裏を返せば、両親が投げ出すほど祐飛に結婚願望がなかったと言える。

　世間体に流されず我を通す強さを持ち合わせながらも、わずらわしい女性よけは必要だったとお見受けする。祐飛のスペックに食いつかない雛未はうってつけの相手というわけだ。

（私の話に同情したとか？）

　母子家庭で育ったせいか、雛未は憐れみの感情に敏感だった。

　ところが、時々ヒリヒリと感じる祐飛の視線は、それとも違う気がする。

　つまり、祐飛は本当に女性よけとして雛未をそばに置こうとしているのだ。冷静になって考えれば無茶苦茶な理屈だ。

（もしかして、私ってばとんでもない人と結婚しようとしている？）

　しかし、後悔してももう遅い。

「婚姻届は、こちらで問題なく受理されました。このたびはおめでとうございます」

　役所に到着してから十分後。あらかじめ記入しておいた婚姻届を提出したら、手続きはすんなり終わった。あっけなさすぎる。

　窓口係の形式的な挨拶に会釈を返し、ふたりは速やかにその場を立ち去った。

　おめでとうと祝福されたところで、夫婦になった実感はまるで湧かない。

　婚姻届の提出を済ませたふたりが次に向かったのは、櫻坂にあるジュエリーショップ。結婚指輪を買うのが目的だ。

　結婚を対外的に知らせるには、指輪がなくては始まらないと祐飛が主張したからだ。

　結婚指輪が欲しいわけではないけれど、いちいち既婚をアピールするのも大変なので、購入には賛成だった。

「わあっ……」

　雛未はショーケースの中のジュエリーに図らずも心を奪われる。

　照明をあてられキラキラと輝く宝石を前に、何度も感嘆のため息をつく。ところが、値札が目に留まった途端に顔が強張る。

（たっか！）

　結婚指輪の相場はよく知らないが、数字が六個も七個も並ぶのは普通なのか？

　それともこれがベリが丘価格なのか？

　ベリが丘に住む人々の様々なニーズに応えるためか、このジュエリーショップには、ダイヤモンドがふんだんに散りばめられたハイジュエリーから、ごくシンプルなプラチナリングまで幅広く取り揃えられていた。

（値段は青天井ってこと？）

　たかが指輪と侮ったのが、そもそもの間違いだった。

「どうした？」

「ほ、本当にどれでもいいんですか？」

「さっさと選べ」

　背後に立つ祐飛が早く決めろとばかりに、プレッシャーをかけてくる。

　指輪選びを一任され、困った雛未は店員に助けを求めた。いくつか試着を行い、最終的に一番人気だと聞いたダイヤモンドがひと粒だけリングの外側に埋めこまれた指輪を選んだ。

　見た目はシンプルだが、これでも真ん中くらいの価格帯だ。

　店員からは記念になると文字の刻印を勧められたが、丁重にお断りした。

　ふたりの間には共有できる思い出などないし、結婚記念日にあたる今日にも、なんの思い入れもない。

　サイズだけ見繕ってもらい、そのまま指にはめて持ち帰った。




　指輪を買った後は、櫻坂にある会員制オーベルジュまで連れていかれた。

『フランボワーズ』というかわいらしい名前のオーベルジュは、この地がベリが丘と名づけられた頃からあるそうだ。

「予約した不破です」

「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

　ふたりが案内されたのは庭園がよく見える、テラス側の席だ。

　木が鬱うっ蒼そうと生い茂る庭園からは、街中とは思えないほど濃い湿った土の匂いがして、なんだか里心がくすぐられた。

　アンティークのランプシェードがつくり出す温かみのある陰影は、アール・ヌーヴォー調の内装と相まって不思議な安らぎをもたらす。

　クロスが敷かれたテーブルにも、キャンドルが灯され、ゆらゆらと炎が揺れている。

　夕食を取るとしか聞いていなかった雛未は、ロマンチックな雰囲気にたじろいだ。

「あの、いいんですか？　こんな素敵なところに連れてきてもらって」

「一応、結婚記念日だろ」

　不意打ちのような祐飛の言葉に目を見張る。一応、結婚を祝う気持ちがあるらしい。

（変なの）

　この結婚は形式的なものだし、祝う必要はないはずだ。

　それでも、わざわざ手間をかけて祝いの席を用意してもらえてうれしかった。

「おいしい」

　コース料理が運ばれてくると、雛未は祐飛の心遣いに感謝して舌鼓を打った。

　宝石箱みたいなカラフルな前菜。野菜本来の旨みを引き出したスープ。炭火でじっくりと焼き上げた肉料理。

　どれも、シェフのこだわりと丁寧な仕事を感じさせた。

　昨日は質素な家庭料理を食べていたのに、今日は素敵なオーベルジュでフレンチのフルコース。

　ギャップが大きすぎて、変な気分になっていく。

（ずいぶんと遠くへ来ちゃったなあ）

　目の前に座る祐飛は慣れた手つきで、カットした野菜を口に運んでいる。

　ナイフとフォークを操る手には、先ほど買ったばかりの結婚指輪がはめられていた。

　当然、雛未の左手の薬指にも同じものがある。ただでさえ、テーブルマナーが必要な食事の席に慣れていないのに、皿やグラスを取るたびにカチカチ音が鳴って心臓に悪い。

　皿と指輪を傷つけやしないかと雛未がヒヤヒヤしている一方で、祐飛は素知らぬ顔で食事を続けている。

　新婚夫婦、最初の晩餐は長い沈黙が続いた。

　メインディッシュの皿が下げられていき、デザートプレートの到着を待つ間もとくに会話はない。

「祐飛くん？」

　突然、祐飛の名前が呼ばれ、等間隔に並べられたテーブルの二列先の通路から、ふわりとシトラスの香りをまとわせた女性がやって来る。

「やっぱり。祐飛くんだわ」

「純すみ華か」

　女性と目が合った祐飛は、彼女の名前をそっとつぶやく。

　純華と呼ばれた女性は、春らしいレモングリーンのミモレ丈のシフォンワンピースを着ていた。

　クリッとしたハムスターのようなつぶらな目と、桜色の唇が愛らしく、些細な仕草一つひとつに品がある。

「聖ひじりくん、大変よ。祐飛くんがいるわ」

　純華がうしろを振り返りながら声をかけると、雛未と祐飛のテーブルに、もうひとり男性が歩いてくる。

「珍しいな、お前がここで食事をしているなんて！」

「聖もいるのか」

　祐飛から邪険に扱われ、聖と呼ばれたその人は、チラリと雛未を見るなり極上の笑みをたたえた。

　清々しい爽やかな甘い微笑みは、誰しもが魅了されるだろう。祐飛とはタイプが違う美丈夫だ。

「なあ、祐飛。こちらの女性は？」

「自分たちの紹介が先だろ」

　祐飛の指摘に納得したのか、ふたりは身を寄せ合い、自己紹介を始めた。

「初めまして、若狭純華です」

「俺は若狭聖。祐飛の悪友さ。俺たち三人はベリが丘で育った幼なじみなんだ」

　雛未は驚きで目を見開いた。今、『若狭』と言わなかったか？

　雛未はふたりの顔を改めて眺めた。

　どこかで見覚えがあると思ったら、雛未はこないだ彼らと祐飛が中庭で話している場面に遭遇していた。

　つまりこのふたりは、若狭氏の身内なのだ。

「えっと……」

　なんと答えればいいのかわからず、視線をあちこちさまよわせる。

「彼女は俺の妻だ」

　すると、祐飛が助け舟を出してくれた。

「不破雛未です。はじめまして」

　椅子から立ち上がり軽く会釈をしたところ、ふたりとも返事も忘れ茫然としている。

　幼なじみだという彼らにも、祐飛の結婚話は寝耳に水だったに違いない。

「まさか、冗談だろう？」

「冗談でこんなこと言うかよ」

　平然と言い返す祐飛とは対照的に、聖は呆気に取られしばし無言になる。しかしやがてすべてをのみ込んだのか、ゆっくりうなずいた。

「わかった。詳しい話は今度聞く。これ以上お邪魔しても悪いしな。帰るよ、純華」

「え？」

　聖はまだ衝撃から立ち直れていない純華を連れ、雛未たちのテーブルを後にした。

　ふたりの姿が見えなくなると同時に祐飛に尋ねる。

「あの！　さっきの人たちは？」

「純華は若狭國治の娘だ。聖はその婿養子」

「あの人が……」

　祐飛の話では、純華は雛未よりひとつ年下の二十八歳。

　もし雛未が若狭氏の娘だとしたら、純華は腹違いの妹にあたる。

　けれども、生まれ育った環境が違うせいか、彼女が醸し出す雰囲気は雛未とは大きく異なる。純華が丹精込めて育てられた胡こ蝶ちょう蘭らんなら、雛未は野に咲く白しろ詰つめ草くさみたいなもの。

（妹がいたんだ）

　ひとりっ子の雛未にとって、血を分けた妹の存在は新鮮だった。

　しかし、どこをとっても似ていない。腹違いの姉妹だと、どの口が言えようか。

「私と全然似てませんね」

　あまりの違いに比べる気にもならない。雛未は努めて明るくそう言った。

「いや、よく似てる」

　祐飛はどこか自嘲的な雛未の発言を即座に否定した。

（似てる？　どこが？）

　雛未はようやく運ばれてきたデザートのソルベをスプーンですくいながら、祐飛の言葉の意味を考えた。

　ほんの数分、顔を合わせただけの雛未より、積み重ねた年月が長い祐飛にしかわからない共通点があるのか？

（なんかモヤッとする）

　指輪も買ってもらったし、料理だっておいしかった。それなのに、どうしてか気分が晴れなかった。

　釈然としないままデザートを食べ終わり、食後の紅茶も完飲したところで、おもむろに祐飛が椅子から立ち上がる。

「そろそろ二階に行くか」

「へ？」

「オーベルジュには宿泊施設が併設されている。今夜はここに泊まる」

「なんでですか？」

　唐突な予定変更の意味がわからず、雛未は聞き返した。泊まるなんてひと言も聞いていない。

「聖に結婚を知られた。あいつは各方面に顔がきくんだ。今夜俺たちがどこでなにをするか筒抜けだ。少しは夫婦らしい行動を取っておかないと疑われる。二階の部屋が空いていてちょうどよかった」

「あ、そういうこと」

　ある程度の覚悟はしていたけれど、夫婦を装うのは結構大変だ。

　これからの生活のことを考えると、頭が痛くなってくる。

　レストランを出て、客室のある二階へと続く階段を上っている途中。雛未は、はたと気がついた。

「祐飛さんも一緒に泊まるんですよね？」

「……ああ」

　あたり前のごとく答えられて、にわかに動揺する。階段を上る足取りが、急に心もとなくなる。

（お、同じ部屋で寝るの？）

　打算だらけの契約結婚ではあるものの、まがりなりにも雛未は今日から祐飛の妻になった。

　夫婦になった初日のお約束といえば、〝あれ〟しかない。

　結婚後しばらくは祐飛が暮らすマンションに厄介になる予定だが、部屋は別々だと聞いていたので油断していた。

（どうしよう！）

　平静を装ってみたが、心の中はパニック寸前だ。

　オタオタしているうちに、今夜ふたりが泊まる客室の前に到着する。

　祐飛がルームキーで扉を開ける。ギイッと蝶ちょう番つがいが擦れる音とともに目の前に現れたそれは、レストランと同じアール・ヌーヴォー調のアンティークで統一された客室だった。

　そろそろと扉の先に進むと、まずふかふかのマットレスのベッドが二台、視界に入ってくる。

　雛未はホッと胸をなで下ろした。

（そうよね！　祐飛さんにその気があるとは限らないし）

　外来にファンが殺到するくらいだ。これまで祐飛は数々の美女を侍はべらしてきたに違いない。雛未のような田舎娘を相手にするはずがない。

　無愛想ではあるが、祐飛が悪い人だとは思わない。わざわざ駅まで迎えに来てくれたし、高い指輪も買ってもらった。夕食もあらかじめ予約しておいてくれた。

　でも、それとこれとは別問題だ。

　ふたりの間に愛はない。この結婚は互いの利害が一致しただけの単なる契約結婚。

　彼を束縛する権利はないし、束縛される義務もないはず。

　そう開き直るやいなや、客室に入る前とは打って変わり気が楽になっていく。

「うわ～！　いい眺め！」

　余裕が出てきた雛未ははしゃぎながら、木製サッシの大きな格子窓に駆け寄っていった。

　窓からはライトアップされた櫻坂とツインタワーがよく見えた。薄闇に光るオレンジ色の光が、浮世離れした街の雰囲気を演出する。

　夜景を眺めていると、今日からこの街の住人になったという実感が、じわじわ湧いてくる。

（綺麗だなあ）

　とりとめのないことを考えていたら、突然背後になにかの気配を感じた。

「雛未」

　部屋の中央にいた祐飛から静かに呼びかけられ、ドキンと胸が高鳴る。

　普通に名前を呼ばれただけなのに、妙に艶なまめかしく聞こえるのは気のせい？

「な、なんですか？」

　うしろを振り返れないまま、雛未はドギマギして尋ねた。背中に意識を集中させまいと思えば思うほど、余計に気になる。

　祐飛が一歩、また一歩と、近づいてくる。その歩みはやがて、雛未の真うしろで止まった。

　肩甲骨まである髪がゆっくり左右にかき分けられ、祐飛の長い指がネックレスの留め金をとらえる。無防備になったうなじに吐息を感じた。

　ワンピースのファスナーに指がかかり、悲鳴をあげそうになって口を固く閉じる。服を脱がされるのを覚悟し、思わずぎゅっと目をつぶったその瞬間。

「直ったぞ」

「え？」

「実は今日一日ずっと気になっていた」

　祐飛は、トントンと雛未の首のうしろを突いた。

　そういえば今朝急いでいて、動かないファスナーを強引に引き上げたのを思い出した。つまり祐飛は、かみ込んでいたワンピースの生地をもと通りに直してくれただけ。

（私……！）

　なんて勘違いだろう。雛未は下心満載だった己を恥じた。邪よこしまなのは祐飛ではなく自分の方だ。

「あ、ありがとうございます！」

　雛未はしどろもどろで礼を言うと、シャワーを浴びにパウダールームに駆け込んだ。

（不純なのはどっちよ！）

　うしろ手で扉を閉めた雛未はその場に崩れ落ち、早とちりをひたすら反省した。










新妻のお仕事




「不破雛未です。本日よりこちらに勤務させていただきます。よろしくお願いします」

　入職の挨拶をし頭を下げると、総合棟の一階、事務室からまばらに拍手が起こる。

　ベリが丘病院への初出勤は、雛未がこの地に引っ越してから五日後のことだった。

　祐飛は結婚後すぐ雛未を雇い入れるよう病院側に交渉してくれた。その結果、なんと履歴書を提出して数日のうちに、面接もせず特別室の受付兼アテンドに採用された。

　挨拶を終えた雛未に、ひとりの女性が歩み寄る。

「熊くま谷がや茉まつ莉りです。なんでも聞いてくださいね！」

「よろしくお願いします」

　茉莉はそばかすと明るい人柄が魅力的な女性だ。焦げ茶色の髪をサイドでシニョンにしたヘアスタイル。たぬきに似た癒やし系の垂れ目でニコリと笑いかけられる。

　互いに挨拶を済ませたら早速、茉莉の先導で病院内を歩き始める。

「うわあ、広ーい！」

「本当にこの病院ってやたらと広いですよねー」

　雛未は総合棟の中央にある、太陽の光が降り注ぐ吹き抜けを見上げ、感嘆の声を漏らした。

　ベリが丘病院は総合診療案内や事務室のある総合棟、外科と内科のある東棟、皮膚科や眼科などがある西棟の三つにわかれている。

　先日足を踏み入れたのはほんの一部でしかない。雛未が職員として真っ先に覚えるべきなのは、院内にある診療科の場所と名前だ。

　雛未は茉莉にもらった、院内の案内図を手もとに広げる。

　各フロアは専門分野ごとに細かくエリア分けがされており、ベリが丘病院で働く医師たちは日本中から各分野のスペシャリストが集められている。

（覚えられるかな）

　自他ともに認める方向音痴の雛未は、迷子にならないかいっそう不安を覚えた。慣れるまでは案内図をお守り代わりに持ち歩こうと初日にして心に決める。

　ひと通り病院の案内が終わったら事務所に戻り、茉莉から細々とした雑務を教えてもらう。

　特別室のアテンドはすべてにおいて別待遇で、業務内容も普通の職員と大きく違うという。

　病院職員が着ている制服は、総合診療案内は深緑だが特別室は濃紺で、生地も色味も異なる。

　医療事務未経験の雛未は、まず専門用語の意味と基本的な医療保険制度から覚える必要がある。

　その上で、面会予約システムの使い方、アテンド情報の記入方法など、特別室のアテンド業務に必須の知識を身につけなければならない。

（ううっ、大変！）

　初日から習得すべきことが盛りだくさんで、早くも雛未の頭はパンクしそうだ。

　特別室にわざわざ専用のアテンド職員が雇われる背景には、ベリが丘という街の特殊性がある。

　一般病棟の面会は予約不要なのに対し、特別室の面会が完全予約制であるのは、面会者同士が不用意に顔を合わせないよう配慮されているからだ。

　ベリが丘には古くから、大企業の重役や著名人が多く暮らしている。入院自体を知られたくない者も多い。

　特別室は個人を特定されないために、ネームプレートも貼られない。当然、患者本人が許可なく病室から出るのも禁じられている。

　制限のある入院生活の中で、細かい雑用や要望を承るのがアテンド業務の役割のひとつだ。

「雛未さん、お疲れさまです！　お昼行きましょう！」

　昼休憩の時間になり、茉莉は雛未を総合棟の二階にあるカフェテラスへと誘った。

　南国のリゾートをモチーフにしたカフェテラスは、職員はもちろん、外来患者にとっても憩いの場所になっている。

　雛未はメニューにある【本日のオススメ】から、メキシカンデリプレートを選び、【職員用】と書かれたエリアにあるふたり掛けのテーブル席に茉莉と腰掛けた。

「それにしても雛未さんがきてくれて助かった～。特別室のアテンド職員って万年人手不足なんですよー」

「そうなんですか？」

　特別室のアテンド職員は、月曜から土曜のシフト制で、勤務時間は一時間の休憩を含めた十時から十七時だ。

　給料は時給制だが、入職したての今ですら母の友人のカフェで働いていた時の二倍もの時給が保証されている。勤務態度や資格取得に応じて、今後もアップするらしい。

　昨今賃金に関して不満を唱える人が多い中、破格の時給だ。こんなに待遇がよければ応募が殺到しそうだが、なぜ人手不足に陥っているのか。

　不思議に思っていたら、茉莉がその理由を教えてくれる。

「特別室に入院されている患者さんは気難しい方も多いし、お医者様の身内はそもそも労働に対する意欲がないんですよ。雇われてもすぐ辞めちゃうし」

「へー」

　雛未はそういうものかと、相づちを打った。

　医師の身内は裕福な家庭が多く、働かなくてもお金には困らないのだろう。

　ベリが丘病院には百名以上の医師が勤務しているが、働きたいと希望する身内の人間がかなりの少数派だと知った。

「茉莉さんは、どうしてここで働いているんですか？」

「へへっ、私はこれです！」

　茉莉はスマホを取り出し、雛未にディスプレイを見せる。そこには、軍服を模したコスチュームを着た王子様風の男性キャラクターが映し出されていた。

「この方は？」

「私の大好きなミレイ様です！」

　茉莉はここぞとばかりに、己の身の上を語りだした。

　彼女は勤続二年目で、雛未よりふたつ年下の二十七歳。姉は循環器内科に勤務する医師である。

　もともとは一般企業で会社員をしていたが、ブラックな環境下で心が摩耗し、退職届を上司に投げつけて退職。

　そんな時に、友人から勧められたアニメで〝ミレイ様〟と出会ったらしい。それ以来、このキャラクターに自分の稼いだ給料の大半を注ぎ込んでいるそうだ。

（働く理由は人それぞれなんだな）

　雛未は茉莉の熱量に完全に圧倒されていた。

　次から次へと出てくる楽しそうな推し活エピソードに感心しながら、デリプレートについてきたコンソメスープをすする。

（ん？）

　カップを手に持った雛未は、カフェテラスを包むただならぬ雰囲気をようやく察知した。

（すごーく見られている？）

　事務室にいる時にもうっすら感じたが、常に誰かしらの物騒な視線にさらされている気がする。

　現にふた席離れたテーブル席では、女性がふたりこっそりこちらの話に聞き耳を立てているのがわかった。

　ニコリと愛想笑いを返すが、サッと目を逸らされる。

　これはただ事ではない。

「雛未さん？　どうしました？」

「あの。私、なにか変でしょうか？　ジロジロ見られているような」

　もしかして、制服の着方が間違っているのか。それとも、雛未の思い過ごしか？

　不安を覚えて尋ねたら、茉莉はハハーンとしたり顔になる。

「みんな未来の院長夫人がどんな人なのか、興味津々なんですよ！　なんたって雛未さんは〝あの〟不破先生の奥様ですからね！　しばらくはパンダ並みにジロジロ見られると思いますけど、そのうち収まりますよ」

（院長夫人？）

　茉莉はキョトンとしている雛未には気がつかず、嬉々として続けた。

「なんたって四代続く医者の家系！　ベリが丘病院の御曹司様が電撃結婚！　不破先生ってば、全然そんなそぶりなかったのに、ひっそり愛を育んでいたんですねー」

　雛未は先ほど飲み込んだばかりのコンソメスープでむせそうになった。

　驚きすぎて一瞬思考が停止する。

（おん、ぞうし!?）

　思わず素っ頓狂な声をあげそうになり、雛未はグッとこらえた。ここで慌てふためいたら不審に思われる。

　祐飛がベリが丘病院の御曹司だなんて初耳だ。これまで祐飛は一度として、不破家の家業に触れなかった。

　純華や聖と同じベリが丘出身だと知った時点で、詳しく聞いておけばよかった。

「雛未さんに言うのもあれですけど、もう一時期は本当にすごかったんですよー。不破先生が外来担当の日は、未来の院長夫人の座を狙う女の人が大行列で！　まあ、院内にも不破先生狙いの人はたくさんいましたけどねー！」

　祐飛がうんざりしていたのはこれかと、ようやく思い至る。

　診察室が即席のお見合い会場と化した様子が、たやすく想像できる。

（なるほどね）

　つまり雛未がこうしてチラチラ見られている理由は、半分は単純な好奇心で、半分は嫉妬か。

　御曹司の結婚はベリが丘病院の職員にとって、よほどセンセーショナルな話題だったらしい。

　ふたりの結婚話が順調に広まっている証でもある。婚姻届を提出したかいがあった。

「ねえ、茉莉さん。不破先生って病院ではどんな感じですか？」

　雛未はついでとばかりに、その後も茉莉に病院での祐飛についていろいろと聞かせてもらった。

　雛未が知らなかった祐飛のこれまでの経歴が次々とあきらかになる。

　祐飛は三十二歳、水瓶座のＡ型。私立大学の医学部を卒業した後、脳神経外科のスーパードクターと名高い名医のもとで何年も研けん鑽さんを積んだ。

　脳神経血管内治療の専門医の資格を取得し、一年前にベリが丘に戻ってからは脳神経外科の若きエースとして活躍している。

　医師としての評判は良好で、ほかの病院では治療が難しいとさじを投げられた患者を手術した実績もある。

　祐飛がやって来てから脳神経外科の手術件数は徐々に増え、評判は上がっているそうだ。

　浮いた噂もなく医療の道に邁進する彼は、誰もが理想とする次期院長先生像だった。

（祐飛さんって、なんだかすごい人だったんだなあ）

　ひとつも知らなかったなんて言えるわけもないが、彼女のおかげで〝夫〟の貴重な情報を手に入れられた。心の中で感謝してもしきれない。

　昼食を食べ終わった後、午後から特別室でアテンド業務に従事する茉莉とはカフェテラスの前で別れた。

　ひとり廊下を歩きながら、雛未は改めて自分の幸運をかみしめた。

（結婚相手が祐飛さんじゃなかったら、こんなにスムーズに雇ってもらえなかったのかも）

　雛未を紹介してくれた祐飛の名に恥じないよう、午後もマニュアル片手にパソコンと向き合う。

　カフェで働く前は、製鉄会社の工場で事務員として働いていたので、デスクワークは苦にならない。

　病院に勤務するのは初めてだが、パソコンの扱い方はそれなりに慣れている。

　社会人経験のある雛未は、即戦力としておおいに歓迎された。

　本来なら研修に二週間ほどかけるそうだが、人手不足もあり、研修期間を早めに終了する予定になった。

　実際に特別室にある受付カウンターへ座るのは、十日後になりそうだ。

　十日が早いかと感じるか短いと感じるかは、その人次第。

　雛未にとってはずいぶんと先の長い話に思えた。




　研修期間は折り返しを過ぎ、今日は仕事が休みだ。

（うー。目がすべる）

　せっかくの休みなのに、雛未はダイニングテーブルの上に茉莉から借りたテキストを広げ、医療事務の勉強に励んでいた。

　一生懸命覚えようとするが、用語が難しくちんぷんかんぷんだ。

　昔から勉強の類は苦手で、体を動かしている方がよほど気楽だった。

　うーんと唸りながら、なんとかテキストを読み進めていく。

（茉莉さんがいい人で本当によかった）

　年齢も近いため、雛未は茉莉とすっかり打ち解けた。茉莉の人懐こく物事をはっきりと言う性格は、隠し事ばかりの雛未にはまぶしい限りだ。

　ベリが丘にやって来る前は、住人はみな毎日パーティーを開いて遊び暮らしていると思っていた。

　実際に住んでみたらベリが丘にだって労働者はいるし、意外に皆、普通の生活を送っている。

　ただし、ほかの街の常識とかけ離れた部分もある。

　雛未の住まいは、ベリが丘病院から目と鼻の先にある五階建ての低層マンションだ。

　ふたりで暮らすには広すぎるファミリー向けの４ＬＤＫの間取り。

　このマンションには付帯サービスとして、二十四時対応のコンシェルジュデスクが完備されている。直通の電話でお願いすれば、設備の故障からクリーニングの受け取りまで、大抵は対応してもらえる。

　ほかにもペットシッターや出張ネイルサロンなど、ベリが丘には便利なサービスが充実している。

　ベリが丘にある大半の家庭で、こういったサービスがワンクリックで利用できるなんて驚きだ。

「夕飯でも作ろうかな」

　この日のノルマを終えた雛未はテキストをバッグにしまい、食材宅配サービスを通して今朝届けられた材料を使って、食事作りを始めた。

　夕食はずっとひとり。今日も祐飛は仕事だ。

　律儀に祐飛が使う食器をダイニングテーブルに用意してみるものの、雛未が食べている間に帰ってきたためしはない。

　アカウントを共有しているスケジュールアプリによれば、今日は日勤だが、退勤時間通りに帰ってくるかどうかは不明である。

　ベリが丘病院には六名の脳神経外科医が勤務しており、二十四時間三百六十五日体制で入院患者、救急患者に対応しなければならない。

　いくら御曹司といえ祐飛にも激務に身を投じる義務がある。

（お医者さんって大変だ）

　勤務形態は極めて不規則で、予定していた手術が長引くケースもザラだ。患者の容体が安定しない場合は、病院に泊まり込み、勤務時間が終わっても呼び戻される。医者という職業がいかにハードなのか、この数日で思い知らされた。

（まあ、私もひとりの方が楽なんだけどね）

　小さい子どもじゃあるまいし、祐飛がいなくてもなんら問題はない。むしろ同じ空間にいる方が緊張する。

　夫婦として暮らすにあたり、祐飛は雛未の部屋を用意してくれた。部屋の中にはひとり掛けのソファに加え、雛未専用のベッドもあり、寝心地はいわずもがな最高だ。

　夜勤のある祐飛の生活は昼夜逆転も多く、雛未が出勤の準備をしている間も寝ていたりする。生活空間が分けられていた方がお互い気を使わずに済んで楽だった。

　洗濯と掃除はランドリーサービスとハウスキーパーに委託しており、家事分担でもめることもない。共働き夫婦にとっては至れり尽くせりだ。

　ただ、食事だけは雛未が用意している。作っている間は無心になれてちょうどいいし、気分転換にはうってつけだ。

　雛未はふうっと息を吐き出すと、慣れた手つきでひき肉を丸め、小判形に成形した。

　焦がさないようにフライパンで蒸し焼きにし、最後は調味料を煮詰めてソースを作れば、和風おろしハンバーグの完成。

　つけあわせにサラダを添えたら完璧だ。

　ハンバーグをプレートに盛りつけ、テーブルに置いたその時、玄関からガチャンと鍵が開く音がした。

「祐飛さん？」

　祐飛がリビングに姿を現し、雛未は思わず固まった。

「どうした？」

「あ、いや。こんなに早く帰ってくると思ってなくて」

「今日の手術は予定通りに終わった。ほかに問題がなければ帰ってくる」

　彼の言う通りだ。ここは祐飛の家であり、間借りしているのは雛未の方。

「おかえりなさい、祐飛さん」

「ただいま」

　あたり前のように返事をされて面食らう。

　そういえば母が亡くなってから、おかえりと言ったのは初めてかもしれない。

　ありふれたやり取りに懐かしさを覚え、胸の奥がくすぐったくなる。

　雛未は祐飛の分もハンバーグを盛りつけた。プレートをテーブルに置いた時、ルームウエアに着替えた祐飛が流れるように着席する。

　ともに夕食を囲むのは、一緒に暮らし始めて十日目にして初だった。

　いただきますの合図で互いに箸を動かしていく。

「あの、お口に合いますか？」

　雛未はおっかなびっくり感想を求めた。

　祐飛の分の朝食と夕食はいつもトレーにのせて、ダイニングテーブルに置くのが常である。

　仕事から帰ると皿が片づけられているので、食べているのは知っていたが、目の前で手料理を口に運んでもらうのは別の意味で緊張する。

　雛未が作ったのはごく一般的なハンバーグだ。ベリが丘には厳選した食材のみ仕入れる高級スーパーしかないので、品質は保証されていても、献立はいたって平凡そのもの。

「うまい。カップ麺よりずっといい」

　ストレートに褒められ、雛未はすっかり気分がよくなった。

　ただ、比較対象がカップ麺なのがいただけない。

（御曹司でも夜食はカップ麺が定番なのか）

　健康のためにも、もっと栄養バランスに気を使った食事を取ってもらいたい気もするけれど、名ばかりの妻である自分がどこまで踏み込んでいいものか。

「ごちそうさまでした」

　祐飛よりひと足先に食事を終えた雛未は、使った食器を水で洗い流し、食洗機の中に入れた。

　雛未を追うように、食器を下げに祐飛がキッチンにやって来る。

「あ、食器はそこに置いておいてください。すごいですね、このキッチン。食洗機まで――」

「雛未」

　改まった空気を感じ取り、雛未はいったん手を止め祐飛に向き直った。

「なんですか？」

「いつも任せて悪いな」

　まさかのセリフに、雛未はしばし呆気に取られた。祐飛が労ってくれるなんて、これっぽっちも期待していなかったからだ。

　女性よけが目的の愛のない結婚をするくらいだから、彼はもっと冷たい人だと思っていた。

「祐飛さんはお忙しいんですから、私がやって当然です。それにこれくらい誰でも……」

　誰でもできると言いかけて、はたと気がつく。

　引っ越し初日を思い返すと、キッチンには最低限の調理器具すらなかった。フライパンすらない状況にさすがに困った雛未が、足りない道具を買い揃えたほど。

　祐飛にはもともと料理をする習慣がないのかもしれない。

「ひとり暮らしの時は食事をどうされていたんですか？」

「コンビニが多かったな。夜遅いと店は空いていないし」

　ベリが丘には独身男性が気楽に食事を取れそうな、二十四時間営業のファストフード店やファミリーレストランが少ない。

　祐飛みたいに多忙で不規則な生活を送っているなら、なおさら食生活が荒れそうだ。

　カップ麺の話が頭をよぎった雛未はつい提案する。

「よかったらお弁当でも作りましょうか？」

「いいのか？」

「自分の分を作るついでですから」

　祐飛にはこのマンションの家賃はもちろん、生活費を負担してもらっている。

　なにより祐飛の体調が心配だった。医者といえば体が資本。長時間に及ぶオペをこなすには体力が必要だ。とりわけ脳というデリケートな部位を扱う脳神経外科では、手先の器用さに加え高い集中力が求められる。不摂生で倒れたら一大事だ。

「ありがとう。助かる」

　祐飛は口もとをわずかに上げ、真っすぐ雛未を見つめると優しく目を細める。

　思いがけずお礼を言われたせいか、たちまち心が躍り始める。なにを作ろうか今からあれこれ考えを巡らせてしまう。

　仮初の夫婦生活も、それほど悪いものではないみたい。




「じゃあ、雛未さん。今日からよろしくお願いしますね」

「はい」

　雛未は緊張した面持ちで特別室の受付カウンターの前に着席した。

　特別室は西棟の八階、高台にあるベリが丘病院の中でもひと際、高層階に設けられていた。

　受付の目の前には専用のエレベーターがあり、面会者は病院に入る前に必ずこのカウンターに立ち寄る必要がある。

「入院中の患者さんは、この画面に出てきます。誰がどこに入院しているかは院内でも内緒なので、くれぐれも注意してください」

　ノートパソコンに映し出されているのは、特別室のフロア図だ。

　受付を抜けると十字に通路があり、通路が交差する部分には、特別室専用のナースステーションがある。

　フロアの四隅がそれぞれ病室となっており、左上から時計回りに一号室から四号室まで番号が振られている。そして、部屋番号の隣には患者と担当医それぞれの名前が記されていた。

（あ……）

　三号室の箇所に【若狭國治】の四文字が記載されているのを見るやいなや、雛未に緊張が走る。

（本当に特別室に入院していたんだ）

　祐飛を疑っていたわけではないが、この目で確かめるまで半信半疑だった。

　担当医は【不破祐飛】となっている。

　雛未はこの時初めて、祐飛が若狭氏の担当医だと知った。

　カウンターに座った初日はまず午前中のうちに、茉莉から受付カウンターでの仕事とアテンドの仕事の手ほどきをしてもらう。

　面会時間が始まる午後一時になり、順番に面会者がやって来る。

　教えてもらった通りに業務をこなしていたら、午後三時頃、見覚えのある女性が受付カウンターに姿を現した。

「こんにちは」

「あなたは、祐飛くんの奥様？」

　先んじて挨拶をすると、純華は目を瞬かせ驚いた。

「十日前からこちらで働いているんです。この受付カウンターには今日から」

「そうなんですか？　全然知らなかった」

　知らないのは当然だろう。祐飛が雛未の仕事について純華に知らせるほど、マメな性格とは思えない。

「面会を希望される方の患者ＩＤと予約番号をうかがってもよろしいですか？」

　純華が告げた情報をキーボードで打ち込んだら、【若狭國治】の名前がノートパソコンの画面に映し出された。

　雛未は動揺を悟られないように、型通りの案内を始めた。

「面会者用のＩＤカードをお渡ししますので、お帰りの際にご返却ください」

　病室の手前にはオートロック付きの扉が設けられている。入室するには専用のＩＤカードが必要だ。

　退室時はアテンドが遠隔操作し、ロックを解除する必要がある。ほかの病室の面会者と鉢合わせしないよう計算されているのだ。

　もちろん、特別室に至るまでの直通エレベーターと出入口も同様の管理がなされている。

　祐飛の言っていた通り、セキュリティは厳重でアリの子一匹も通さないという病院側の気構えを感じる。

　純華の姿がオートロックの扉の先に消えていき、次の予約者までの時間を持てあましていたら、手もとの電話が鳴り響いた。

　特別室にはナースコールとは別に、アテンド直通の電話がある。

　茉莉からの合図を受け、雛未は電話を取った。

『すみません。簡易ベッドの畳み方がわからなくて。手伝ってもらえませんか？』

「はい。今行きます」

　電話の相手は純華だった。受話器を置いて深呼吸する。

「三号室に行ってきます」

「ひとりで大丈夫？」

「はい。ダメそうなら呼びます」

　受付のカウンターから立ち上がった雛未の心臓は今にも飛び出しそうなほど、強く脈打っていた。

　まさかカウンターに座り始めたその日に、若狭氏の病室に入れる機会に恵まれるなんて。

　若狭氏の安否を知るために祐飛と結婚し、ベリが丘病院に潜入したが、業務から逸脱した行為は当然許されない。

（約束は守らなくちゃ）

　雛未はベリが丘病院で勤務するにあたり、祐飛とふたつ約束をしていた。

　手紙の件を話す時は、必ず祐飛が同席すること。

　いつ話をするかは、祐飛が決めること。

　勝手な行動はしないと約束したが、業務上必要な行為なら話は別だ。あちらから呼んでくれるなら好都合。

　雛未は若狭氏が入院している三号室の扉をノックした。

「どうぞ」

「失礼します」

　その場で一礼してから病室に足を踏み入れる。

　特別室の内装は病室よりもホテルの一室に近く、高級感のある無垢材のインテリアで統一されていた。専用の風呂とトイレが備えつけられており、申請すれば簡易ベッドで家族も寝泊まりが可能だ。

　ちなみに食事はすべて栄養士が監修し、個人の体調と病状に合わせてオーダーメイドで作られる。

　一泊いくらなのか、もはや想像できない。

「お手数をおかけしてすみません」

「いいえ！　この簡易ベッド、畳み方が少し難しいですよね」

　雛未は簡易ベッドの脇に立ち、ベッドヘッドの裏にあるスイッチを押しながらふたつに折り畳んだ。午前中に触らせてもらったが、少しコツがいる。

　ストッパーをはずしてから、キャスターを転がし移動させていく。

　備えつけのスペースに収納する際、チラッとベッドに目をやる。

　ごま塩のような、白髪交じりの短髪。おでこに深く刻まれたしわが、彼が培ってきた年月を世に知らしめていた。

　ニュースで見た姿よりもずいぶん痩せ衰えた体には点滴がつながれ、口にはチューブが入れられている。

　そうやって、よそ見をしているのがよくなかった。

「うわっ！」

　段差につまずいた雛未が小さく叫ぶと同時に、簡易ベッドからガタン！と大きな音が立つ。

「すみません！」

　かなりの騒音にもかかわらず、ベッドで寝ている若狭氏はピクリとも動かない。

　純華は謝る雛未に静かに微笑んだ。

「大丈夫ですよ、雛未さん。運ばれてからずっと寝たきりで、まだ一度も目を覚ましていないんです。手術は成功したはずなんですけどね」

　純華の話を聞いて、ドクンドクンと心臓が早鐘を打つ。純華から知らされた新たな事実は、雛未を怖気づかせた。

「そうなんですね。……またなにかあれば遠慮なく呼んでください」

　雛未は震える唇でかろうじて口にした。

　逃げるように病室から出た雛未は、廊下を歩きながら物思いに耽ふける。

（続報がなかったはずね）

　本会議中に倒れてから一か月が経つのに、若狭氏はいまだに眠り続けている。

　聞きたいことも言いたいことも山ほどあったはずなのに、あの状態の本人を目の前にしたら、ほとんど消え失せた。

「雛未？」

　呼ばれて我に返り前を向くと、廊下の反対側から祐飛が歩いてくるのが見える。

　若狭氏の主治医は彼だ。診察に訪れたのかもしれない。

　動揺を悟られたくなくて、懸命に笑顔を顔に貼りつける。

「純華さんに頼まれて、簡易ベッドをしまってきました。今からカウンターに戻るところです」

　約束は守っていると言外に主張し、会釈をして脇をすり抜けようとするも、祐飛に腕を掴まれ引き留められた。

「見たのか？」

　真顔の祐飛から問いかけられ、雛未はとっさに口をつぐんだ。

　祐飛は『なにを』とは言わなかったし、雛未もあえて答えない。

　若狭氏が生死の境をさまよっている姿を目のあたりにして、うろたえているなんて知られたくない。

「平気か？」

「なんの話でしょう」

　雛未はあくまでとぼけてみせた。

　直後、ぐいっと引き寄せられ、胸板に顔を無理やり押しつけられて、雛未は驚きで目を見開く。

「強がるな」

　祐飛はなにもかもお見通しみたいだ。

　彼の白衣からは消毒液の独特のツンとした匂いがした。

「事前に教えてやれなくて悪かった」

「祐飛さんが謝らなくても」

　祐飛が若狭氏の様子を雛未に伝えられないのは無理もない。彼に落ち度はないし、責める気にもなれない。

　それでも、祐飛は雛未を離そうとしなかった。

　雛未も、もう平気だと彼を突き放せばいいのに、どうしても身動きが取れない。

（男の人に慰めてもらうなんて、何年ぶりかな）

　スクラブ越しに感じる体温と耳に届く息遣いに、なにかが満たされていく気がした。

　どれくらい、そうやって祐飛に体を預けていただろうか。

「祐飛くん？」

　背後から唐突に声をかけられて、雛未は弾かれたように祐飛から距離を取った。

「今、行く」

　祐飛は純華の呼びかけに応じると、雛未の頭を最後にひとなでしてから病室へ入っていった。

（抱き合っているところを見られた）

　あまりの恥ずかしさで、かあっと全身が燃えるように熱くなる。

『強がるな』

　耳に残る祐飛の声と頭をなでられた感触を、無意識のうちに反すうしてしまう。

　不思議なことに、胸に渦巻いていた不安はいつの間にか消え去っていった。




◇　◇　◇




「見たのか？」

　回診のために八階を訪れた祐飛は、國治の病室から出てきた雛未を見かけて問いかけた。

　雛未の顔は真っ青で、祐飛の質問には一向に答えようとしない。

「平気か？」

「なんの話でしょう」

　気丈に振る舞おうとしているが、とても平気そうには見えなかった。

　血色は悪いし、呼吸も浅い。

　ショックだったのはあきらかなのに、空とぼける雛未に次第に腹が立ってくる。

「強がるな」

　祐飛は気がつけば雛未を強引に引き寄せ、胸を貸していた。

　最初こそ驚いて体が強張っていたが、徐々に力が抜けていく。雛未は嫌がらずおとなしく祐飛に体を預け始めた。

　それだけ、病床に伏す國治の姿は酷だったのだろう。

　純華が病室から呼びかけてこなかったら、ずっとそうして慰めていたに違いない。




（思ったより早く帰れたな）

　昼間目にした雛未の様子が気にかかった祐飛は、時間をやりくりしていつもより早めに帰宅した。きっと気落ちしているはずだ。

　家に着きリビングの扉を開けた途端、キッチンからはなをすする音が聞こえてくる。

　祐飛はすかさずキッチンに飛び込み、作業台の前に立っていた雛未の肩を引いた。

　祐飛の帰宅に驚く彼女の目は真っ赤になっていた。

　潤んだ瞳を見て、思わず胸がざわつく。

「泣いていたのか？」

「こ、これは違うんです！　玉ねぎが目に染みただけです！」

　廊下でのやり取りを思い出したのか、雛未は大慌てで否定した。

　たしかに作業台の上のまな板には、微み塵じん切りの途中と思しき玉ねぎが置いてあった。

（ややこしい）

「まだ時間がかかるので先にお風呂に入ってきてください」

「ああ」

　雛未に言われた通り、シャワールームに行った祐飛は、自分のおかしな行動に気がつき始めていた。

（ありえない）

　もし雛未が本当に泣いていたら、また昼間のように慰めるつもりでいた。

　女性など面倒だと思っていたのに、正反対のちぐはぐな感情を抱いた自分に戸惑い、祐飛はシャワーを浴びてひたすら頭を冷やした。

　夕食は油ユー淋リン鶏チー風のから揚げだった。雛未が微塵切りにした玉ねぎは、から揚げにかけるソースに使われている。

「んっ！　今日はいつもより上手に揚げられましたよ」

　から揚げを頬張る雛未に、憂いは感じられない。

　あの場を離れた時はまだ暗い表情をしていたが、今は元気そうでよかったと胸をなで下ろす。

「祐飛さん、少しだけいいですか？」

　食事を終えた後、雛未は自室に戻ろうとする祐飛におずおずと声をかけた。

「どうした？」

　雛未の手にはメモ帳とペンが握られている。

「簡単なプロフィールをうかがいたくて。実はこの間、同僚から祐飛さんの病院での様子を聞いたんです。その時、仮にも妻を名乗るなら、いろいろと知る必要があるなと思って」

　雛未に懇願された祐飛は自室に戻るのをやめ、リビングのソファに腰掛け直した。

「なにが聞きたいんだ？」

「えっと。まずは誕生日から？」

「二月二日」

「家族構成は？」

「父と母。きょうだいはいない」

　あらかじめ質問を用意していたのだろう。聞かれたことにひとつずつ答え、雛未が聞き取った内容を熱心に書き留めていく。

　出身地、医師としての経歴、学生時代の部活動など、質問は多岐にわたった。好きな食べ物や幼少期のエピソードまで、知っている必要がなさそうな細かいエピソードまで聞かれた。

「ありがとうございました」

　ひと通り質問が終わったところで、雛未がソファから立ち上がる。

　人のことは根掘り葉掘り聞いておきながら、このまま部屋に戻るつもりか？

　祐飛の悪戯心が刺激される。

「今度は俺の番だろ？」

「え？」

「まずは誕生日からだな」

　祐飛は仕返しとばかりに、そっくりそのまま同じ質問をしてやった。不意を突かれた雛未はしばしの間、面食らっていたが、やがて観念したのか、ソファに再び腰を下ろした。

「えっと、誕生日は十月二十日です」

「家族構成は？」

「母とふたり暮らしでした。母が亡くなってからはひとりです。父はいないと思っていました。この間まで」

　雛未はぎゅっと拳を握りしめ、どこか寂しそうに笑った。

　祐飛は雛未に対する自分自身の失言に舌打ちしたくなった。

（そうか……）

　家族全員の死を見送った雛未の心の傷は、まだ癒えていないのだ。

　風が吹いたら消えてしまいそうな儚げな様子に、どうしようもなく胸が締めつけられる。

「今は俺がいるだろう？」

「え？」

　気がつけば祐飛はそう口をすべらせていた。

　固く握られた拳に手を重ねて真っすぐ見つめると、見るみるうちに彼女の顔がかあっと赤くなっていく。

「あ、ありがとうございます」

　雛未ははにかみながら、祐飛に礼を言った。ベリが丘に来て以来、初めて見る表情だった。

　雛未とは成り行きで結婚したが、今はこの笑顔が曇らないよう守ってやりたいと柄にもなく思った。










華麗なる一族




「ん」

　その日、雛未は耳障りなアラーム音で目を覚ました。

　寝ぼけ眼まなこでサイドテーブルに置いたスマホを探りあて、不快な警告音をようやく止める。

　リビングに行くと祐飛は出勤した後だった。

（全然、気がつかなかった）

　ふたりが結婚してから早くも二か月が経とうとしていた。

　新婚生活は、当初雛未が思い描いていたものとはかけ離れている。

　祐飛は相変わらず忙しく、帰ってこない日もあるが、たまに早く帰宅できた日は一緒に食卓を囲ったり、外食に出かけたりする場合もあった。

　無愛想な祐飛が時折見せる優しさに、うれしい気持ちにもなる。

（まるで本当の夫婦みたい）

　自分がおかしな考えに陥っているとはたと気がつき、顔が熱くなる。

（家族だって言ってもらえてうれしかった）

　それが同情心によるものでも、家族を失くした雛未とってはなによりうれしい言葉だった。いつの間にか、心の拠より所になっている。

　共同生活を送る中で祐飛を好ましく思う一方で、ふと考えてしまう。

（私たちの関係ってなんだろう）

　利害が一致しただけの結婚なのに、こんな感情が芽生えていいのか。

「支度しよ」

　雛未は不都合な思考を振り払うために、首を横に振った。

　今日も今日とて仕事だ。

　身支度に勤しんでいるうちに、否応なしに祐飛以外のことで頭がいっぱいになっていった。




「雛未さん、すっかり慣れましたね」

「本当ですか？」

「いやあ、もう！　ベテランって感じですよ！」

　茉莉は雛未を褒めちぎり、音を立てぬよう仕草だけの拍手を送った。

「茉莉さんのおかげです」

「えー？　そんなこと、ありますよねえ？」

　冗談めかして手柄を主張する茉莉に、自然と笑みがあふれていく。

　特別室のカウンターに座り始めて一か月以上が経ち、雛未はようやく一人前として扱われ始めた。

　シフトにも組み込んでもらい、週に四日から五日は特別室のカウンターで勤務している。

　アテンド職員はほかにもいるが、同じような勤務日数の茉莉とは必然的にシフトが重なる。

　カウンターに座る時はいつも緊張するけれど、茉莉が一緒の日は楽しい気分が勝る。

「あ、次の面会者が来たみたい」

　明日退院する患者用の請求書を作成していたら、来客を知らせるインターフォンが鳴った。

　まもなく専用エレベーターに乗って、純華がやって来た。

「こんにちは」

　純華は三日と空けずに病室を訪れている。

　ここしばらくは母親の若狭夫人や聖と一緒だったが、今日はひとりだ。

　手続きを終え、病室へ向かう純華の背中を複雑な胸中で見送る。

　寝たきりの父親を前にして、純華はいつもなにを思っているのだろう。

　素性を明かせない雛未は、彼女と同じ立場に立てず、慰めの言葉ひとつかけてやれない。

　それが切なく、悲しい。

「カードを返しに来ました」

　一時間ほど経ち、面会を終えた純華がカウンターまでＩＤカードを返却しにやって来る。

「次回の予約はお取りになりますか？」

　いつも通り次回の面会予約を取って帰宅するのかと思いきや、純華は予約の手続きが終わってもその場から離れようとしない。

「あの、雛未さん」

「まだなにか？」

　カウンターの前で立ち尽くし、いつまでも本題を切り出さない純華を、雛未は辛抱強く待ち続ける。

　やがて、彼女はおもむろに口を開いた。

「よろしければ私の家に遊びに来ていただけませんか！」

　あまりに必死だったのか、声のボリューム調整をすっかり忘れたみたいだ。

　フロア中に響いた大音量に、隣に座っていた茉莉まで巻き添えを食らい驚いている。

「遊びに？」

「私！　雛未さんと、仲よくなりたくて」

　最初の勢いと反比例して、純華の声はだんだんと小さくなっていった。

　相当、勇気を振り絞ったに違いない。

　顔を真っ赤に染め上げている純華はいじらしかった。生まれたばかりの仔猫を見た時のように庇護欲がかき立てられるのが、自分でもわかる。

　だが突然の誘いに、雛未はしばし固まった。

　腹違いの妹かもしれない純華から仲よくなりたいと頬を染めながらお願いされるなんて、完全に想像の範囲外の出来事だ。

　かといって、無下に断るのもいかがなものか。

　腹違いの妹うんぬんはともかく、祐飛の大切な幼なじみからの誘いを突っぱねるのは悪い気がした。

「いいですよ」

「本当ですか？　うれしい！」

　快諾したら、純華は本当にうれしそうに顔を綻ばせた。

　パッと花が咲いたようなやわらかい表情に、こちらまで笑顔になる。

　純華は連絡先を記したメモを渡し、来た時とは異なり軽い足取りで帰っていった。

（妹がいたらこんな感じなのかな）

　もらったメモを制服の胸ポケットに入れながら、雛未はしみじみと思った。

　いけないとわかっていながら、ありえない想像が膨らんでいく。

　雛未と純華が姉妹として手を取り合う世界線は、今のところ見つかっていない。

　これからも見つからないと思う。

　雛未は純華に自分の素性を明かすつもりはさらさらなかった。

　若狭氏には家庭がある。美しく賢い妻、清廉で素直なひとり娘と信頼のおける婿養子。絵に描いたような素敵な家族だ。

　彼らの幸せを壊してはいけない。

　若狭氏が目覚めたら、彼に手紙の件を話して真実を解き明かす。

　それが終わったら――。

（あれ？）

　雛未は極めて重要なことに気がついた。

　本来なら最初に決めておくべき、離婚の条件を決めていない。

　あの時は時間もなく、若狭氏のことに気を取られていたせいで、すっかり頭から抜け落ちていた。

　用が済んだら地元に帰るつもりでいた。ところが、すでに二か月以上もこの地に滞在している。

（私はいつまで祐飛さんの名ばかり妻をやればいいの？）




「本当に大丈夫か？」

　純華の家に遊びに行くと約束した日の朝。

　祐飛はどこか不安げに、朝食のフレンチトーストを口に運ぶ雛未を眺めていた。

「大丈夫です。腹違いの姉妹かもしれないなんて、口が裂けても言いませんから」

　祐飛に心配してもらわなくても、自分の身の上を話すつもりはない。これでも立場はわきまえている。

　祐飛は大きなため息をついた。

「また迷子になるなって言ってるんだ」

　祐飛の優秀な頭脳は、雛未がベリが丘病院の敷地内で迷子になったのを覚えていたようだ。

（いい加減忘れてほしいのに）

「平気です！　車で送り迎えしてくださるそうなので」

「そうか」

　そう説明すれば、祐飛はようやく納得してくれた。

　朝食を食べ終え、身支度を整えたら、あとは迎えの車が来るのを待つばかり。

（純華さんの家ってどんなところなんだろう？）

　胸を躍らせながらソファでくつろいでいると、自室からビジネスバッグを持った祐飛が出てくる。

　祐飛は病院で見慣れたスクラブと白衣ではなく、かっちりとしたダークグレーのスーツを着こなしていた。手足がすらっと長くて、本物のモデルみたいだ。

　雛未は一瞬で目を奪われた。

「俺もそろそろ出かける」

　この日は日曜日ではあるが、祐飛は所用で病院に行くという。

　なんでも院長先生――祐飛の父が講師として招かれている講演会の準備を手伝うそうだ。

「あ、ちょっと待ってください」

　雛未は玄関から出ていこうとする祐飛を引きとめ、キッチンに駆け込む。冷蔵庫からいつも通り弁当を取り出し、祐飛に手渡した。

「どうぞ」

「なんだ？」

「お弁当です」

「どうして？」

「今日病院に出かけるって聞いていたので」

　日曜と祝日は総合棟のカフェテラスが休みだ。

　なにかしながらでも食べやすいように、おかずはひと口サイズに切ってピックに刺し、白米は片手でも持てるおにぎりにしてみた。

「仕事が休みの日は作らなくていい」

　祐飛に淡々と告げられて、張りきって準備していた自分が、急に恥ずかしくなってくる。

　もしかしたら、誰かと食事をする約束があったのかもしれない。

　祐飛の健康を守るのは自分の役目だと、知らない間に気負いすぎていた？

「い、いらないならいいです、私の今日のお夕飯にしますから」

「いや、もらっていく」

　祐飛は弁当をビジネスバッグの中にしまうと、そのまま出かけていった。

（押しつけがましかったかも）

　せめて、弁当がいるかいらないか聞いてから作ればよかったと後から反省していると、純華から【もうすぐ着きます】というメッセージが届く。

　五分後、迎えの車が到着したとコンシェルジュデスクから電話がかかってきたので、一階までエレベーターで降りていく。

「雛未さーん！」

　エントランスまで行くと、純華はわざわざ車から降りて雛未を待っていた。

　この日の純華はフレンチスリーブのニットに花柄のスカートで、首にはスカーフを巻いている。

　対する雛未はオレンジ色のワンピースを着ていた。胸もとを覆うレースが美しく、着心地もいい。

　どんな服を着ればいいのか祐飛に相談したら、彼自らプレゼントしてくれたのだ。試着もしていないし着こなせるか心配だったが、なんとか様になっている。

　おかげで、ベリが丘育ちの純華の隣に立っても見劣りせずに済んだ。

「迎えに来てくださって、ありがとうございます」

「こちらこそ！　私、今日をずっと楽しみにしていたんです！」

　さあどうぞと乗るように勧められたのは、いつぞや車体を見かけた運転手付きの黒塗りセダンだ。

　後部座席に乗り込むと、車がエントランスから出発していく。

　若狭邸は、ベリが丘の中でも最も格式高いノースエリアにあるらしい。

　小高い壁に囲われた内側に住めるのは、日本の中でもほんのひと握りの富裕層だけ。その警備は厳しく、櫻坂を上りきった先にあるノースエリアのゲートには、昼夜問わず守衛が立っており、住民と関係者以外の出入りを監視している。

　雛未たちを乗せた車はまもなくノースエリアのゲートへと到着した。

　運転手が許可証を提示したら、強面の守衛が門扉を開ける。

　車はゆっくりとゲートを通過し、ガシャンと甲高い音がしてゲートが背後で閉じていった。

　世界が隔たれていき、雛未はごくりと生唾をのんだ。

　車はひた走っていく。ノースエリアに初めて入った雛未は、窓の外の景色に目が釘付けになった。

　どこを眺めても、見渡す限り豪邸。それも、もともと雛未が暮らしていた一軒家よりもはるかに大きい家ばかりだった。

「もうすぐです」

　若狭家はノースエリアの中腹に位置している。

　半世紀以上前に建てられた洋館は、新しい家とは異なる情緒がある。

　ほかの家と比べてこぢんまりと感じるのは、ここに至るまでに感覚が麻痺したせいかもしれない。

　雛未は純華の自室である西側の一角に案内された。

「わあ、すごい！」

　丸テーブルの上にティースタンドが置かれており、美しく盛りつけられたフードが澄まし顔で並べられていた。

　テーブルの脇に控えるワゴンには、茶器と茶葉の入ったキャニスター缶が用意されている。

「この日のために、ブルームーンホテルからアフタヌーンティーセットを取り寄せておいたんです」

　テーブルの上にはティースタンドのほかに、別皿に盛られたかわいいクッキーが置かれていた。

「このアイシングクッキーもお取り寄せですか？」

「こ、これは、私の趣味で。雛未さんに食べていただけたらって」

　純華は恥ずかしそうに、うつむき加減でつぶやいた。

　手作りと聞いて目を見張る。

「手先が器用なんですね。売り物みたい」

　雛未はかわいくデコレーションされたアイシングクッキーをまじまじと眺めた。

　ハートのクッキーにピンク色のアイシング。その上にはクッションに寝転がるかわいらしい猫と犬が描かれている。

　純華の作ったクッキーはプロ顔負けの出来映え。お店で買った商品を並べたと言われても信じられる。

「お茶淹れますね」

　雛未に褒められ純華はうれしそうに声を弾ませ、紅茶の支度を始めた。

　手伝おうと手を伸ばそうとしても、笑顔でワゴンを遠ざけられる。

　雛未は仕方なく、曲線美が見事な猫脚のチェアにおとなしく着席する。

　純華手ずから淹れた紅茶がカップに注がれていき、ふわんと湯気が立った。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　フルーツと小花の柄に金彩が施されたカップとソーサーがテーブルに置かれる。雛未は取手を持ち、カップの縁に口をつけた。

「おいしい」

　ひと口飲んだだけで品のいい爽やかな香りが鼻を抜けた。渋みが少なく癖もないので飲みやすい。茶葉のよし悪しはわからないが、きっと高価なものだろう。

　雛未の反応を見た純華は満足げに微笑んだ。

「ぜひフードも一緒に食べてください」

　そう勧められた雛未は、ティースタンドの一段一段に目を凝らした。

　海老とオレンジのムース、ほうれん草のチーズロールなど、食材同士の相性が計算し尽くされた斬新なセイボリー。香ばしい匂いのするスコーン。旬の果物をたっぷり取り入れたスイーツ。

　どれも食べるのがもったいないくらい綺麗で素晴らしい。

「おいしそうですね」

「ベリが丘には日本中から一流のパティシエが集まるんです。今度、一緒にサウスエリアのパティスリーに行きませんか？　おすすめのお店をご案内します」

「いいんですか？　うれしい！」

　パティシエの間では、ベリが丘に店を構えるのがひとつのステータスであると聞いている。

　競合ひしめくベリが丘では、日夜パティシエたちがしのぎを削っているらしい。

　ベリが丘に来てからすぐに仕事を始めたので、まだ街の中を散策できていない。ひとりで出歩くと迷子になりそうで、腰が引けていたせいもある。

　純華が案内してくれるなら大助かりだ。

　その後、ふたりは純華が取り寄せたアフタヌーンティーセットに舌鼓を打ちながら、楽しいおしゃべりに興じた。

　飼っている猫の話や、雛未の出身地の話など。話題は尽きなかった。

　純華は時にカナリアのような美しい声で笑い、時にうんうんと軽快な相づちを打ってくれた。

　初めてのお茶会とは思えないほど、会話が弾んでいく。

「あの、雛未さんのご趣味は？」

　話題が趣味の話に移り変わると、純華からキラキラした目で尋ねられる。

　お見合いの席で頻繁に交わされる質問だが、交流を深めたいという純華の希望に茶化さず答える。

「一応ハンドメイドが趣味ですかね？」

　雛未はスマホを操作し、純華に見せた。

　雛未が作ったピアスやヘアゴムなどのアクセサリーの写真だ。

「素敵！」

「趣味といっても、パーツを空枠に並べてレジンで固めるだけですけど」

「中に入っているのはお花ですか？」

「そうです。うちの母は押し花アートが趣味だったので、これはあまった押し花をもらって作ったんです」

　雛未は画面をさらに横にスライドさせた。

「あとはこういうハーバリウムなんかも作りますね。観葉植物代わりに飾ってもいいし、枯れないので贈り物にも向いてるんです」

「わあ！」

　ハーバリウムとは、ドライフラワーなどを容器に入れ、専用のオイルに浸して作られる観賞用インテリアのひとつだ。

　純華が見ているのは、友人に出産祝いとして贈ったものだ。

「雛未さんの方が私よりもよっぽど器用です」

「そんなことないですよ。私よりも上手な人はたくさんいますから」

　手放しで褒められたら、なんだか照れくさい。どちらも子どもの頃の押し花づくりから、発展した趣味だ。

　純華はハーバリウムの写真を食い入るように眺めている。

「すごく綺麗」

「気に入ったなら、純華さんにも作りましょうか？　少し遅めの結婚祝いに」

　祐飛から、純華と聖は一年前に結婚したばかりの新婚だと聞いている。

「いいんですか？　私、まだ雛未さんたちの結婚のお祝いも差し上げていないのに」

「全然！　気にしないでください！」

　ふたりの結婚は本当に降って湧いた突然の出来事だ。

　若狭氏はいまだに入院中だし、純華も雛未たちに気を回している余裕はなかっただろう。

「あの。雛未さんは、どうやって祐飛くんと知り合ったんですか？」

「祐飛さんが学会で地方に来た時に、たまたま食事の席が一緒になったんです。それから、メッセージのやり取りを続けていったんです」

　いつか誰かに聞かれると予想して、祐飛と事前に打ち合わせを済ませておいて本当によかった。

　事実に反するエピソードが、まるで本当の出来事みたいにスラスラと出てくる。

「じゃあ、ずっと遠距離恋愛だったんですか？」

「はい。そうです」

　雛未は素知らぬ顔でうなずいた。もちろん、真っ赤な嘘に決まっている。

　人を疑う気持ちなど微塵も持ち合わせていない様子の純華に嘘をつくのは大変心苦しいが、仕方ない。

「不安になりませんでした？」

「祐飛さんを信頼しているので」

「すごいわ、雛未さん。きっと私だったらすぐに音をあげるわ」

　純華はほうっとため息をついた。

「あはは」

　尊敬の眼差まなざしを一身に受けた雛未の心が、さらにズキンと痛む。

　雛未を信用しきっている純華に対して罪悪感を覚える。

　ティースタンドがほとんど空になったところで、純華はカップをテーブルに置き、おもむろに口を開いた。

「実は雛未さんにお聞きしたい話があるんです」

　覚悟を決め、真っすぐ雛未を見つめるその瞳に迷いはなかった。

「私で答えられることならなんでも聞いてください」

　嘘をついた罪滅ぼしと言わんばかりに、雛未は前のめりになって了承した。

「どうやって祐飛くんを夢中にさせたんですか？」

　一瞬、空気が止まる。

　純華は至極真面目な顔で尋ねている。ふざけているようには思えない。

「お聞きしたい話って、それですか？」

「だって！　職場で堂々と雛未さんを抱き寄せるなんて！　いつもの祐飛くんからは考えられないです！」

「あ、あれは、たまたま。お恥ずかしいです」

　雛未が落ち込んでいた時に、たまたま祐飛が遭遇した結果、あのような事態になっただけ。あくまで人助けの範疇で慰めてくれただけで、そこに愛はない。ましてや夢中にさせているなんて、勘違いも甚だしい。

　偶然だと主張する雛未に、純華は真顔でぐいぐいと詰め寄ってきた。

「祐飛くんって学生の時からモテていたんですけど、女性とのお付き合いにあまり乗り気じゃないというか。だから結婚したって聞いて、とっても驚きました」

「あ、そうでしたね。三人とも幼なじみでしたっけ？」

「はい。もともと、私は聖くんのお母様にピアノのレッスンをつけていただいていました。毎週レッスンに通ううちに、ふたりと仲よくなって。よく一緒に遊んでもらいました」

　幼少期の三人を想像するだけで微笑ましい。

　純華が姫なら、聖は姫に寄り添う王子、祐飛は姫を守る寡黙な騎士だ。

「だから雛未さんに教えてもらいたいんです。どんなふうにして祐飛くんと恋人になったんですか？　どうやったらその気のない男性を誘惑できるんですか？　教えてください！」

　教えてと言われても、交際ゼロ日の打算だらけの結婚に、どんな手練手管を使ったか聞かれても答えようがない。

　だが、藁にもすがる勢いで教えを乞う純華の必死な姿に、これまでの会話と違うものを感じた。

　雛未をからかうためだけに、そんな質問をするなんて思えなかった。

「あの、純華さん？」

　訝しげに純華の様子をうかがう。

　聖と結婚しているのに、男性を誘惑したいと言いだすなんておかしい。純華が奔放な人にはとても見えない。

　すると突然、純華の目からポロリと涙があふれた。

「私、聖くんに避けられているんです」

「避けられてるって？」

「一度も聖くんと夜の営みがないんです。キスも結婚式で一度したきりで」

　純華はハンカチで目もとを拭いながら、説明してくれた。

「若狭家は代々、政治家を輩出してきた家系なんです。ひとり娘の私は婿養子をもらう義務があると言い聞かされて育ちました。二十歳を過ぎた頃から頻繁にお見合いをさせられて、でもなかなか相手の方が決まらなくて。お父様のご政友のご子息と婚約話が持ち上がったのですが、その方には離婚歴があってよくない噂もあると聖くんから聞いて。悩んでいたら、彼が助けてくれたんです」

　ベリが丘きっての名士で知られる旧財閥、四し季き杜もり家の次男。誰もが振り返るルックスで、政治家としての素質も抜群。

　聖の婿入りは若狭家にとってメリットしかなく、歓迎されたそうだ。

「聖くんが好きだったから、結婚できてうれしかったのに、なにもしてもらえなくて。私に魅力がないから」

　にわかには信じられない話だった。

　こんな可憐な美女と結婚しておきながら、一度も手を出さないなんてありえるのか？

「こんなの誰にもっ！」

　よほど思いつめていたのだろう。純華はとうとう、わっと泣きだした。

　最後の方はしゃくり上げていてほとんど聞こえなかった。

　謙虚な純華は自分が悪いと思い込み、ひとりで解決しようとがんばっていたに違いない。

　雛未は席を立ち純華のもとに駆け寄り、背中をさすってやった。

「大丈夫。純華さんはとても素敵ですよ。だから自分を責めないで？」

　ありきたりな慰めを口にして、寄り添うことしかできない無力な自分が悔しい。

「不安なんです。聖くんは私との結婚を望んでいなかったんじゃないかって。私と結婚したせいで、本当はなりたくもない政治家になって。彼を不幸にしているのかも」

「ありえません」

　雛未は純華の疑念を即座に否定した。

「純華さんと結婚して不幸になるはずがないです。私が保証します！」

　雛未が保証したところでなんの意味もないが、純華の涙はピタリと止まった。目をパチクリさせたかと思うと、けなげに微笑んでみせた。

「ありがとうございます」

　それは今にも消えそうな、儚げな笑顔だった。




　お茶会がお開きになったのは、日が暮れかけた夕方だった。

　純華は迎えの車がやって来るエントランス前まで、雛未を見送りに出てくれた。

「雛未さんとお話しできてよかったです」

　泣くだけ泣いた純華は、心なしか晴ればれした表情になっている。

「具体的な解決方法は教えられませんが、なにかあったら遠慮なく相談してください」

「はい。ありがとうございます」

　腹違いの姉妹かもしれない件は、いったん頭の隅に追いやる。今は純華の友人として、できる限り応援したい。

「あ、迎えの車が来たみたいですね」

　純華の合図で視線を門に向ける。見覚えのあるエンブレムをつけた車が目に入り、「え？」と声を漏らす。

　車がエントランスの前に停車するやいなや、運転席から出てきたのは――。

「待たせたか？」

「祐飛さん」

「祐飛くんから少し前に電話があったんです。雛未さんを迎えに来るって」

　純華はキャッキャとはしゃぎ、満面の笑みになった。

「雛未さん、また遊びに来てくださいね！」

　車に乗り込みシートベルトをしたら、窓を開け助手席から純華に手を振り返す。

　車は若狭邸を出発し、夕暮れに染まるノースエリアを駆け降りていく。

「あの、お義父様のお手伝いは大丈夫なんですか？」

「ああ。問題ない」

　淡々と語る祐飛の横顔がこの時ばかりは輝いて見える。わざわざ迎えに来てくれるなんて思ってなかった。

「純華とふたりで話してみてどうだった？」

「楽しかったですよ。お土産に手作りのアイシングクッキーもいただきました」

「そうか。よかったな」

　会話が途切れ、車内に沈黙が流れていく。

　雛未は、窓の外にある夕暮れでオレンジ色に染まったノースエリアの風景をぼんやりと眺めた。

（まるで正反対だ）

　好きでもない男と結婚したが、寝食をともにする生活に安らぎを感じる雛未。

　好きな男と結婚しても、深い関係になるのを避けられ、気まずい思いをする純華。

　雛未は離婚の条件について、あえて祐飛に問いたださなかった。

　祐飛がこの結婚をどう感じているのか、知るのが――怖かった。










それは花火のように




　長かった梅雨もようやく終わりが見えてきた、七月上旬。

　ベリが丘には最後の長雨とも呼べる、しとしととした霧雨が降り注いでいた。

　雛未がベリが丘にやって来た春から季節がひとつ巡り、随所に夏の気配が感じられるようになった。

　あれほど隆盛を極めていた桜はすべて散り、代わりに紫陽花あじさいが人々の目を楽しませている。

　この頃になると特別室の患者の顔ぶれも様変わりしたが、若狭氏はいまだに三号室に入院している。

　三か月前と変わらず、今も眠り続けていた。

「本当に梅雨明けするんですかね？」

　雛未は受付カウンターで隣にいる茉莉に話しかけられ、視線を向けた。

「予報通りならね」

　テレビでは、早ければ今週末にも梅雨が明けると報道されている。気象庁の発表では今年の夏は例年以上の酷暑となる見込みだ。

　海が近いベリが丘は海風が強いので、さほど気温が上がらず夏も比較的過ごしやすいと聞いた。

「仕事終わりのビールがそろそろおいしい季節だよね」

「わかりますー！」

　茉莉はうんうんと何度もうなずいた。すっかり打ち解けた茉莉に対して、今では砕けた口調で話すのが普通になっている。

　特別室がある八階には予約した面会者以外、誰も来ない。防音性が重視された作りになっており、カウンターの声が病室に届く恐れもない。

　人目を気にする必要がないため、会話に花が咲いていく。

「雛未さん、おつまみは唐揚げ派ですか？　フライドポテト派ですか？　枝豆って手もありますけど」

　茉莉に尋ねられた雛未はふふんとドヤ顔を向けた。

「フライドポテトにクリームチーズをディップして食べるのが、最強！」

「はわわ！　罪深い！」

　カロリーをものともしない予想の斜め上の回答に、茉莉は恐れおののいてみせる。

　ふたりは互いに顔を見合わせ、ふふっと笑った。

「あーもう。不破先生の奥さんが雛未さんみたいな人でよかったー」

「それってどういう意味？」

「ここだけの話ですよ？　不破先生の奥さんがうちの病院で働くって聞いた時、みんなビビってたんですよ。どんな高慢ちきで高飛車な人が来るのかって」

「高飛車って」

「遊び半分で職場を荒らされたら、こっちだって困りますからね」

　茉莉の言い分はわからないでもない。次期院長の妻だからと我が物顔で振る舞われては、周りはたまったものではない。

　真っ当に考えれば、祐飛の結婚相手は純華と同じノースエリア出身の令嬢か、容姿に自信のある華やかな美女を想像するに違いない。

　そのどちらにもあてはまらない庶民的な雛未に、皆さぞ度肝を抜かれただろう。

　困惑をおくびにも出さずよくしてくれた茉莉には、頭が上がらない。

「これからもよろしくね、茉莉さん」

「こちらこそ――」

　会話の途中だったが、病室直通のカウンターの電話が鳴り、茉莉は受話器を取った。

「はい、わかりました。ただいまお持ちしますので、少々お待ちください」

　メモ用紙にいくつか品物の名前を記載し、椅子から立ち上がる。

「一号室の患者さんから買い物を頼まれたので、ちょっと総合棟のコンビニまで行ってきまーす」

「はーい」

　茉莉がコンビニに出かけていき、雛未はカウンターにひとりきりになった。

　数分後、訪問客を知らせるブザーが鳴る。

「やあ」

　カウンターに座る雛未に気さくに声をかけてきたのは、若狭家の入婿であり、純華の夫の聖だった。

「面会される患者様のＩＤと予約番号をおうかがいしております」

　雛未はいつも通りの決まり文句を口にした。

　しかし内心では、若狭夫婦の内情を聞いたこともあり、純華の姿がどこにも見あたらないのが気にかかる。

「今日はおひとりなんですね」

「たまにはね。先生のお顔を拝見しないと落ち着かなくて」

　聖は冗談めかして、義父である若狭氏を『先生』と呼んだ。

　聖は純華と結婚してから若狭氏のもとで私設秘書を務めている。若狭氏の選挙区であるベリが丘の有力者や各種団体との折衝は、すべて聖が担っていると彼女が話してくれた。ベリが丘に顔がきく四季杜家出身の聖らしい役割だ。

「この間は純華が世話になったね。とても楽しかったとはしゃいでいたよ」

「あ、いえ。私も誘ってもらえてうれしかったです」

「義父の入院でいろいろと悩みも多いしね。いい息抜きになったと思う。本当にありがとう」

　純華を気遣い雛未にお礼を述べる聖は、理想的な情の篤あつい夫を体現していた。

（この人がかわいい新妻を泣かせるまで放置しているの？）

　純華から話を聞いていなければ、爽やかな見た目から受ける好意的な印象は書き換わらなかっただろう。

　男前というセリフが似合う祐飛とは系統が異なり、聖は洗練された印象のある優男だ。爽やかなネイビーのスーツ姿は夏の暑さをいっさい感じさせず、美麗な面差しには、王子様然としたやわらかな笑みをたたえている。

　三百六十度どこを切り取っても隙がない。

　もしこの人が選挙に出馬しようものなら、女性からの圧倒的な支持は約束されたも同然だ。

「よかったらまた遊んでやってくれる？　純華はそんなに友人が多い方ではないんだ」

「はい」

　面会の手続きを終えた雛未は聖にＩＤカードを渡した。

「お帰りの際はカードをカウンターまでご返却ください」

「ありがとう」

　カードを受け取った聖は今度はカウンターに肘を置き、まじまじと雛未を見下ろす。

「君はこの辺りの出身じゃないよね。イントネーションに西の訛りがある」

「よくお気づきですね」

　顔だけでなく、頭も切れる男だ。

　若狭氏の私設秘書として、はたまた義理の息子として、出身地も様々な人たちと接触してきた賜物に違いない。

「どこで祐飛と知り合ったのかな？　結婚するまで祐飛から君の話を一度も聞いた記憶がない」

「私と祐飛さんの馴れ初めを純華さんから聞きませんでした？」

「聞いたよ。でもやはり納得できない。祐飛が旅先でナンパをするとは思えないんだよ。祐飛は真面目で身持ちが固い」

　聖の顔から瞬時に笑みが消えていく。

「君は何者だ？　どこから来た？　なにが目的で祐飛に近づいた？」

　先ほどとは打って変わり、冷え冷えとした目つきになる。

　返答次第ではどんな手段を使ってでも雛未を排除する構えだ。

　聖は雛未たちの結婚になにかしらの思惑があると思っている。――正解だ。

　しかし、この場で『はいそうです』と誰が言えるものか。

「私と祐飛さんの結婚が、そんなにおかしいですか？　誰だって、いつ、どこで、どんな人と恋に落ちるかわからないでしょう？」

　雛未はあくまでも恋愛結婚だと主張した。

　腹の探り合いなら日頃から海千山千の政治家たちを相手にしている聖の方が圧倒的に有利だ。ただ、今回は先に引き下がってくれる気になったのか、その表情から冷淡さが薄れていく。

「まあ、いいよ。この話はまた別の機会にしよう」

　聖はそう言うと、ジャケットの内ポケットから箔押しの封筒を取り出し、カウンターに置いた。

「仕事ばかりで退屈だろう。あげるよ」

　封筒を開けろと目で合図され、中身を確認する。

　封筒の中には、ベリが丘にあるあの五つ星ホテル、ブルームーンホテルのリザベーションカードが入っていた。

「本当は純華と行くつもりで予約していたんだ。義父の代理で後援会の集まりに出席しないといけなくてね。君たち夫婦に譲る。結婚祝いだと思って受け取ってくれ」

「受け取って大丈夫なんですか？」

　公職選挙法には詳しくないが、選挙に打って出ようという人間が他人に物をあげたら贈賄に問われるはずだ。

　聖はクスリと笑った。

「今のところ、俺が選挙に出馬する予定はないよ。本人が辞職の意思を示すか、考えたくはないが亡くなった場合に補欠選挙が行われる。先生がご健在ならいざ知らず、今の状態で総裁選を行っても意味がない。解散総選挙はまだ先の話さ。だから、いち私設秘書が購入した品々を友人に贈っても、なんの問題もない」

　無知を鼻で笑われたような気もしたが、懇切丁寧に説明してもらい安心した。

「では遠慮なく。ありがとうございます」

　雛未は聖にお礼を言って、リザベーションカードをもと通り封筒にしまう。

「祐飛は優しい男だ。俺とは違ってね。君がねだればきっと断らない」

　聖はそう言い残し、颯爽と若狭氏が眠る三号室へと向かった。

　つくづく食えない男だ。




　その日の夜、雛未は日付を跨ぐ直前に帰ってきた祐飛に、聖からリザベーションカードをもらった経緯を説明した。

「わざわざ雛未に渡すなんて、本当に意地が悪いな、あいつ」

　祐飛は聖の行動に半ばあきれていた。ふたりはリザベーションカードの扱いを決めるために、揃ってソファに腰を下ろした。

「どうします？　ちょうど花火大会の日みたいですけど……」

　カードに記載されていた日付は、二週間後にベリが丘で開催される海上花火大会と同じものだった。

　客室から花火が見られるプラチナチケットなのは、もらった後に気がついた。

「興味があるのか？」

「わ、私は別に。祐飛さんもせっかくのお休みなら、出かけずゆっくりしたいでしょうし、どちらでもかまいません」

　雛未は言い訳がましく早口でまくし立てた。

　本当は五つ星ホテルから眺める花火に興味津々だとは、とても口に出せなかった。

　ましてや、祐飛と一緒に過ごしたいなんて言えるはずもない。

　こういう時に素直になれないのが雛未の悪癖だ。

「夜なら平気だ」

　祐飛はスマホのスケジュール管理アプリとリザベーションカードを見比べ、早々に答えた。

「行かなかった理由を後から聞かれるのも面倒だしな。変に勘ぐられないように、とりあえず行ってみるか？」

「そう、ですね」

（もしかして、バレてた？）

　祐飛は雛未の胸の内を見透かした上で、わざと断れない類の理由を用意してくれたのではなかろうか。それとも深読みのしすぎ？

　都合よく受け取りそうになる自分の考えを必死で打ち消す。

「そ、それにしても聖さんってすごいですね！　プラチナチケットを手に入れられるなんて。さ、さすが四季杜家の御曹司だなあ！」

　そうやっておどけることで気まずさをごまかしつつ、手もとの封筒に目を落とす。すると祐飛が急に近づいてきて、雛未の顎を指で持ち上げた。

「俺だって雛未が見たいと言えばそれぐらい用意した」

「あ、あの。祐飛さん？」

　祐飛の指がゆっくり唇をなぞっていく。鼓動が一気に速まるのがわかった。熱い眼差しに見惚れて目が離せない。

　祐飛の顔が軽く傾けられ、徐々に雛未に近づいてくる。

　体中に血が駆け巡り、体温が一気に上昇していく。

　しかし、唇まであと数センチというところで、祐飛は我に返ったように表情を強張らせた。なにかをごまかすように、ふいと目を逸らされる。

「シャワーを浴びてくる」

　祐飛はソファから立ち上がるなり、浴室へ行ってしまった。

　水音が聞こえ始めると、雛未は詰めていた息をドッと吐き出した。

（どうしよう。顔が熱い）

　なぜあんなふうに雛未を見つめたのだろう。聖を褒めたせいなのか？

　先ほどから心臓の音がうるさすぎて、なにもわからない。

　いずれにせよ、聖の言う通り、祐飛はたまの休日に花火見物に付き合ってくれる優しい男だった。




「明日は面会ができないってどういうことだ！　予約はしたはずだ！」

「ですから、先ほど申し上げた通り、明日のご予約は承っておりません」

　のんびりした午前の空気はどこへ行ってしまったのやら。

　午後になり面会が始まると、カウンターには避けようのない大嵐がやって来た。

「ふざけるな！」

　雛未に向かって怒鳴り散らしている男性は、四つの病室のうち、二号室に入院している七十代のご婦人の息子だ。

　神経質そうな眼鏡にでっぷり太った大きな体。こめかみは苛立たしげにひくついている。

　週に一度、母親を見舞いに来るのだが、カウンターに座る雛未たちにはいつも侮蔑の眼差しを向け、横柄な態度を取る。

　正直、苦手な相手だ。

　こういう時に限ってカウンターには雛未ひとりきり。茉莉は総合棟の事務室から呼び出され、席をはずしていた。

「ご予約が確定した時点で、ご指定のメールアドレスに確認メールが送信されているはずです。届いていらっしゃいませんか？」

「確認メール？　そんなものは知らん！」

　システム側の不具合でないとすれば、予約が取れたとこの男性が勝手に勘違いしている可能性が高い。

　そんなこととは露知らず、男性は雛未が悪いと言わんばかりにイライラと足で床を踏み鳴らした。

「いいから！　今から面会予約を取れよ！」

「特別室への入室はすべて管理されています。面会のご予約は三日前までと決められております」

　明日は二件の入院手続きがあり、もともと面会時間がかなり制限されている。

　面会予約は、ほかの病室の患者と鉢合わせしないよう綿密に計画されるため、命に関わる特別な事態がなければ、予約なしの入室はできない規則だ。

「申し訳ございません。ご理解いただけますと幸いです」

　雛未が毅然とした態度で対応すると、男性はさらに怒りを爆発させた。

「私がこの病院に年間いくら寄付しているか知らないのか!?」

「は、はあ」

　寄付金の額を声高に主張されても困るばかりだ。

（どうしよう）

　ベリが丘病院で働き始めてから、ここまで大きな事態に発展したのは初めてだ。

「私は院長の古くからの友人だぞ！　お前のような役立たずの職員なんかいつでもクビにできるんだからな！」

　鬼の形相で怒鳴りつけられ、雛未はこの状況をどう打開すべきか考えあぐねていた。

　勤務経験の長い茉莉がこの場にいれば、もっと適切に対処できそうなのに。

「別の日にご予約されますか？　三日後以降ならまだ空きが――」

　話の流れを変えるべく恐る恐る尋ねたら、気に食わなかったのか男性はさらにヒートアップした。

「なんだ！　その生意気な態度は！」

　怒鳴り声は廊下どころか、その先にあるナースステーションにまで届きそうな勢いだった。

「このっ！」

「いたっ！」

　突然カウンターへ身を乗り出してきた男性に髪を掴まれ、雛未が悲鳴をあげたその時。

「ここは病院です。大声で怒鳴らないでください」

　静かな怒りを声に滲ませた祐飛がその場に現れた。

　雛未と男性を引き離そうと、カウンターの前に立ち塞がる。

「当病院の職員がなにか不手際を？」

　男性は先ほどとは一転して、口をつぐんでなにも答えない。

　祐飛は怒鳴られていた理由を話すよう、雛未に目くばせを送った。

「明日の面会予約が取れていらっしゃらなかったようです。面会予約は三日前までに行う規則だと、ご説明したのですが……」

　かいつまんで説明すると、祐飛はもう一度男性に向き直る。

「特別室のシステムにご不満でしたら、一般病棟に移るか、別の病院をご紹介いたします」

「あ、いや。そこまでは望んでいない」

　一見して医者だとわかる祐飛に威圧され、男性はすっかり態度を改めた。

　後ずさりする男性の姿がエレベーターの中に消えていき、やっと緊張が解ける。

　なにはともあれ、祐飛のおかげで助かった。

「怖かったよな」

　祐飛は腕を伸ばし雛未の頬に触れた。

　萎縮した心を慰めるようにそっとなでられて、なんだかドギマギする。数分前まで周囲を凍りつかせるほどの強い口調で、あの横暴な態度の男性を追い返したとは思えない。

「あ、あの」

「ああいう人間にひとりで対処するな。次からは困ったら事務長を呼べ」

　祐飛は、先ほど男性に掴まれて乱れてしまった雛未の髪を指で梳いた。

「出禁にしてやればよかった」

　忌々しげに吐かれた毒のあるセリフが本気かどうか汲み取れないが、雛未を心配してくれたのは確かだった。

「あれ？　どうしたんですか？」

　茉莉がそう言いながら歩いてくるのが視界に入り、祐飛は名残惜しそうに雛未の髪からゆっくり手を離していった。

「今日は無理するな。このまま早退して休ませてもらえ」

「そんな！　私は大丈夫です」

　これしきのことで早退するなんてとんでもない。

　懸命に首を横に振ると、祐飛はふうっと息を吐き出した。

「仕方ないな。なにかあったらいつでも俺に連絡しろ」

「わかりました」

　雛未の返事に満足したのか、祐飛は満足げに口もとをほころばせる。そしてカウンターに背を向け、病室へと続く廊下を歩いていった。

（あんなふうに笑うこともあるんだ）

　炭酸水みたいにポツポツと喜びが浮かんでは弾けていく。

「なにかありました？」

「ううん。なんでもない」

　茉莉から尋ねられた雛未は、なにごともなかったように首を横に振った。




　例年よりも一週間ほど遅めに梅雨明けが発表された、七月某日。

　花火大会当日を迎えたこの日は朝から快晴で、雲ひとつない絶好の天気になった。

　仕事が休みだった雛未は茉莉と待ち合わせて、とある場所へ向かった。

「さあ、遠慮なく選んでください！」

　案内された和室にはずらりと浴衣が並べられている。

　ここは茉莉の実家が営む『熊くま谷がや呉服店』。

　仕事中にたまたま花火大会の話題になり、祐飛を驚かせたいなら絶対浴衣を着るべきだと茉莉に力説された。浴衣を着るにしても、そもそも持っていないと話したら、実家の呉服店で貸してもらえることになったのだ。

「雛未さんならどの柄も着こなせそうですね」

　茉莉は和室に並べられていた浴衣以外にも、店の奥からあれこれと出してきては、どれが似合いそうか雛未にあてがう。

「うん。やっぱりこの柄にしようかな」

　どれを着せてもらうか悩んだ末に、雛未が選んだのは白地に緑の菊文様が描かれた浴衣だ。

「それなら帯はこっちの赤色にします？　きっと似合いますよ」

　浴衣と帯が決まったところで、着付けが始められていく。

　帯が締められると背筋がしゃんと伸びた。髪を緩い三つ編みにされたら、うなじから少し上ぐらいでアップにしてヘアピンで整えてもらう。

「はい、完成。雛未さん、浴衣がお似合いですね～」

「ありがとう、茉莉さん」

　着付けが終わり、ポンと背中を叩かれた雛未はお礼を言った。

　姿見の前には、美しく装った大和撫子がひとり立っている。見事な出来栄えだった。

　着付けの片づけをする茉莉の隣で時計を確認すべくスマホを覗のぞいていたその時、ちょうど祐飛から着信があった。

（仕事が終わったのかな？）

　休日にもかかわらず仕事の祐飛とは、ブルームーンホテルのロビーで待ち合わせする予定だ。

「もしもし」

『悪い、雛未』

　電話を取ると開口一番で謝罪され、雛未はしばし固まる。

　どうやら祐飛と勤務を交代する予定だった医師が事故渋滞に巻き込まれ、帰れないらしい。

「え、ああ。わかりました。お仕事がんばってくださいね」

　精いっぱいの声援を送り電話を切った後、自分でも露骨にテンションが下がっていくのがわかった。

「どうしました？」

「ううん。なんでもない。浴衣、貸してくれてありがとう」

「和装をご用命の際はぜひ熊谷呉服店までよろしくお願いします！　私にもマージンが入るんで」

　ちゃっかり宣伝までするなんて、本当に抜け目がなくて商い上手だ。

　商魂逞たくましい茉莉にクスリと笑い、雛未は荷物を入れたバッグを肩にかけた。

「あれ、もう行くんですか？　ホテルまで車で送っていきましょうか？」

「ううん、平気。タクシーを拾うから大丈夫」

　余計な気を使わせるのも悪いと思った雛未は、祐飛のドタキャンについては告げず、口からでまかせを言ってごまかした。

　熊谷呉服店を後にし、タクシーに乗り、ひとりでホテルへ向かう。

　花火大会のメイン会場の付近は交通規制が行われていたが、櫻坂の頂上に位置する熊谷呉服店は会場からやや距離があるため、問題なくタクシーを拾えた。

（馬鹿みたい）

　祐飛が医者である以上、いかなる時でも職務が優先だと理解していたはずだった。

　ひとりで張りきって浴衣なんか着て、本当に滑稽だ。

　窓の外ではメインストリートのあちこちに電飾が灯され、楽しげな屋台がいくつも並び始めていた。ベリが丘の街全体が花火大会に向けて浮き立っている。

　あれほど楽しみにしていたのに、花火大会を彩る風景が途端に空虚なものに思えてくる。




　タクシーがホテルに到着し、エントランスへ降り立つと、雛未は初めてブルームーンホテルの中に足を踏み入れた。

　明るく開放的なロビーの中をひとり寂しく歩いていき、フロントで機械的にチェックインを済ませる。

「うわあっ」

　用意された十八階のオーシャンビュースイートに到着した雛未は、思わずその光景に見惚れた。

　空と海が一望できる大きな窓からは、静かにたゆたう海と海上を行き交うゴージャスなクルーズ船が見えた。空の向こうには飛行機の機影が星のように瞬いている。

　日が暮れていき、黒一色となったキャンバスに色とりどりの花火が打ち上がったら、さぞかし綺麗だろう。

　ベリが丘のみならず、日本中の著名人から愛されるオーシャンビューを譲ってくれた聖には、感謝しなければならない。

「ふふっ。えい！」

　雛未は帯が崩れるのも気にせず、ひとりで寝るにはもったいないほど大きいクイーンサイズのベッドに仰向けで寝転がった。

「そうだ、ルームサービスも頼んじゃおうっと」

　せっかく憧れのホテルに来たのだから、普段はできないことにも挑戦しようと思いつく。

　備えつけの電話でボトルワインとチーズセットを頼んだら、すぐに部屋まで運ばれてきた。

　マナーがなっていないのは承知でワインをなみなみグラスに注ぎ入れ、さっそく口にする。ひと口飲んだだけで、渋みのある芳醇の香りがふわっと鼻を抜けていった。

「さっすが五つ星ホテル！」

　ルームサービスのワインまで最高級の品が揃えられている。

　よく考えてみたら、ベリが丘にやって来てから初めてのお酒だ。アルコールには強い方で、ベリが丘に来る前はたまに飲んでいた。

　いつ病院から呼び出されるかわからない祐飛は、普段からお酒を飲まない。だから雛未も彼に合わせる形でなんとなく遠慮していた。

　高級ワインのおいしさに浸っていたら、突然窓からドーンと腹の底に響く大きな音がした。

　花火の打ち上げが始まったのだ。

「わあっ」

　夜空に大輪の花がぱっと咲いては消えていく様は壮観だった。

　雛未は花火を楽しむために、部屋の明かりを消した。

　窓際のソファに腰掛け、花火を眺め始める。

「綺麗……」

　夏の夜空に咲き誇る一瞬の芸術は、儚いからこそ美しい。

　命の灯のようでもあり、雛未たちの結婚生活のようでもある。

（やだ、感傷的になってる？）

　ベリが丘に来てから、これまでの生活となにもかも変わったせいか、心の整理が追いつかなくなる時がある。

　祐飛とふたりで来るはずが、五つ星ホテルにひとりで泊まるこんな夜はなおさらだ。

　空元気も最後までは持ちそうにない。

「どうせ、素直にお礼も言えないかわいくない女だもんなあ」

　雛未はワイングラス片手に盛大に落ち込んだ。

　クレームからかばってもらった時、祐飛にお礼を言えなかったのがずっと心に引っかかっている。

　言おう言おうと機会を見計らううちに、どんどん日が経ってしまい今日に至った。

『雛未は俺がいなくても平気なんだろ？』

　付き合っていた男性に別れ際、そう言われたのをふと思い出す。今から二年ほど前の話だ。

『俺と付き合ってる意味あった？』

　素直に人に甘えられないこの性格が災いしたのか、彼とは交際して二年ほどでお別れした。

　長く付き合っていたし、一時期は結婚も視野に入れていた。友人からもどうして別れたのか、なぜ結婚しなかったのか、しつこく聞かれたくらいだ。

　雛未こそ、逆に彼女らに問いかけたい。

　――結婚しないと幸せになれないの？

　結婚しなければ幸せになれないのならば、未婚だった母は不幸だったのか？

　そして、未婚の母から生まれた雛未も？

　雛未の中には幸せな結婚のイメージがないが、それでも家族と力を合わせ豊かな人生を歩んできたつもりだ。結婚はひとつの手段にすぎないし、なにを幸せとするか、価値観は人それぞれだ。誰かに押しつけられるものでもない。

　しかし、結婚を頭から否定する一方で、雛未は祐飛との生活にどこか安らぎを感じていた。

　祖父母が亡くなり母とふたり暮らしになってから、いつかはひとりになると日に日に感じ始めていた。

　でもまさか、こんなに早くその時が訪れるなんて夢にも思わなかった。

　ひとりになった後はなんでも自分でこなし、母の葬儀でさえも、他人の手を借りずにやり遂げた。

　誰かに助けてもらおうなんて――助けてもらえるなんて微塵も思っていなかった。

　だが世の中には、どんなにがんばってもひとりで解決できないことがたくさんある。

　ベリが丘病院に潜入できたのは、間違いなく祐飛のおかげだ。

　その上、彼は雛未の秘密を半分も背負ってくれた。

（祐飛さんが優しいなんて、わざわざ言われなくても知ってるし！）

　数週間前のドヤ顔の聖を思い出し、つい反論する。

　雛未は何度祐飛に救われたかわからない。

　得体の知れない雛未を受け入れ、家族になってくれた。

　無愛想で、そっけないくせに、雛未をよく見て気にかけてくれる。

　彼がいなければ雛未はきっと今頃、故郷の家の中でひとりぼっちで泣いていた。

　なんでもひとりでできると意地を張っていただけで、本当は心置きなく誰かに甘えたかったのかもしれない。

　だからこそ怖かった。

　祐飛に依存してはいけないとわかっているのに、彼がそばにいると雛未は――。

　ぎゅっと拳を握りしめたその時、入口の扉が控えめにノックされた。

　先ほど追加で頼んだフルーツの盛り合わせがもう届いたのだと思い込み、雛未はなんの警戒心もなく扉を開ける。

　そして、息をのんだ。

「遅れて悪かった」

　最初は夢でも見ているのかと思った。しかし、何回瞬まばたきしても祐飛の形をした幻は消えてくれない。

　廊下に立っていたのは、間違いなく病院にいるはずの祐飛だった。

「どうしてここに？」

「電話してから一時間ぐらいで交代の先生が到着して、お役御免になった。今日来れないとは言わなかったはずだが？」

　祐飛は説明しながら客室の中に入ってくる。

　いつまでも茫然と立ち尽くす雛未を不審に思ったのか、赤らんだ頬を軽くなで顔を覗き込んだ。

「どうした？　酔ってるのか？」

　どうやらテーブルの上のワイングラスとボトルが目に留まったらしい。

「少し飲みすぎました」

　雛未は酔いが回ったのを言い訳にして、ほとんど衝動的にぎゅっと彼に抱きついた。

「次は俺の目の届く範囲で飲め」

　祐飛は少し厳しい口調で雛未をたしなめ、きつく抱きしめ返してきた。

　とてもじゃないが、顔を上げられそうもない。

　この気持ちをどう表現していいのかわからなかった。

　来てくれてうれしいような気もしたし、見捨てられなくて安心したような気もする。

　キチンと説明してくれなかったのが腹立たしくもあり、ひとりきりにされて寂しくもあった。

（なんかもう。いろいろダメだな）

　雛未は自分の心の声に正直に従い、よりいっそう祐飛にくっつき、その胸板に顔をうずめる。

　祐飛の体は上気し、うっすら汗ばんでいた。

（私が待ってると思って、走ってきてくれたの？）

　仕事終わりで疲れているだろうに、走ってきてくれて喜びがあふれる反面、苦しかった。

　祐飛がそばにいたら、際限なく甘えてしまう。

　彼のせいで雛未の心は豆腐みたいにへにゃへにゃで、すっかり脆もろくなった。

「かばってくれて、ありがとうございました」

「いきなりどうした？」

「お礼が言いたかっただけです」

　理由を聞かずに、ただ抱きしめてほしい。

　打ち上げ花火が雛未と祐飛の姿を幾度も照らしていく。

　けれど今は花火よりも、祐飛の心臓の鼓動を聞いていたかった。

「浴衣、似合ってるな」

　飾り気のない褒め言葉なのに、背中から羽が生えて飛んでいけそう。

　ゆっくり顔を上げていくと祐飛と目が合う。祐飛の瞳の中には、頬を紅潮させた雛未が映り込んでいた。

（どうして）

　祐飛のかけてくれる言葉の一つひとつに、これほど心を動かされるのだろう。

　信頼以外の感情が芽生え始めているなんて、気づいてはいけなかった。

　この結婚は花火のように一瞬で終わるものなのに。

　これ以上進んではいけない。

　ためらいを覚えた雛未は、思わず下を向き、祐飛から離れようとした。

　しかし次の瞬間、祐飛は雛未の顎をぐいっと持ち上げ、息つく間もなく唇を重ねた。

　突然のキスに、雛未は大きく目を見開いた。やわな心臓は今にも破裂しそうなほど激しい鼓動を刻んでいる。

　一度唇が触れ合えば、もう誰にも止められない。

　雛未は祐飛から与えられる口づけに溺れ、夢中になって応えた。

（祐飛さんが好き――なぜ今さら、自分の気持ちに気づいてしまうの？）
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　交代相手の同僚が慌ててやって来たのは、雛未に電話をした一時間後のことだった。

　祐飛は急いで引き継ぎを終えるとすばやく着替えた。ベリが丘病院の前でタクシーを拾い、ただちにブルームーンホテルへ向かう。

　花火の打ち上げはすでに始まっており、ホテルへ向かう途中、何度も閃光と破裂音が空に響いた。

　花火大会による混雑は交通規制外の大通りにも波及し、ホテルに近づくにつれタクシーが進まなくなる。

「ここで降ります」

　タクシーを降り、今度は走ってホテルまで駆けつけた祐飛を出迎えたのは、浴衣を着た雛未だった。

　見慣れぬ妻の姿に、一瞬だけたじろぐ。

（わざわざ着付けに行ったのか）

　祐飛に内緒でこっそり着飾るのが、またいじらしい。

　白地に緑の菊文様の浴衣は、控えめながら芯が強く気高い雛未の性格を表しているかのようだ。

　花火に遅れた理由を説明しながら客室の中に入ると、テーブルの上にワインボトルとグラスが置いてあるのが目に留まる。

「どうした？　酔ってるのか？」

　祐飛はぼうっとした様子の雛未の頬をなでて尋ねた。

「少し飲みすぎました」

　そう言われて雛未に抱きつかれた祐飛の胸に、驚きとともに熱いものが湧き上がる。

　楽しみにしていたのは自分だけだったのかと、実は軽く不満を覚えていた。

　電話口でそっけなかったのは強がっていたせいだとわかり、意外と寂しがり屋な雛未を想い庇護欲が搔き立てられる。

　自分で思った以上に、彼女の小さな体を抱きしめ返す腕に力がこもった。

　そのまま浴衣を褒めると、上目遣いで顔を覗き込まれる。雛未の潤んだ瞳が祐飛のなけなしの理性を奪っていく。

　体を離そうとする雛未の意思を感じたその刹那、祐飛は強引に唇を重ねた。

　走ってきたせいなのか、体が熱くてしかたない。今すぐこのまま彼女とひとつになりたい。

「あっ」

　衝動に抗えずうろたえる雛未をクイーンサイズのベッドに横たえた。綺麗に整えられた髪と浴衣を乱しながら、得も言われぬ興奮を覚えた。

　その気もない女性をなし崩しで抱くのは悪いと思いながら、祐飛は自分を抑えられないでいた。

「雛未、俺は……」

　祐飛はここまできてようやく、雛未からまったく抵抗の意思を感じないことに気がついた。

「雛未？」

「う、ん」

　名前を呼んでも軽く唸るばかりで瞼が開いていない。

　これからという時に限って雛未は眠りに落ちていた。きっと久しぶりのアルコールですっかり酔いが回ったのだろう。

　彼女のあどけない寝顔を見ていると、熱く高ぶっていた気持ちが静まっていく。

（馬鹿だな、俺）

　先ほど言いかけたことを、すやすや眠る彼女にそっと告げる。

「好きだ、雛未。俺と本当の夫婦になってくれ」

　遅すぎる恋心に気づいた祐飛は妻の額にキスをする。そして、雛未を起こさぬよう注意深く抱きしめながら自分も眠りについた。










覚醒




「雛未さん、大丈夫ですか？　朝からぼうっとしてますけど。体調でも悪いんですか？」

　茉莉に肩を叩かれ、物思いに耽っていた雛未はハッと我に返った。

「ぼうっとしていてごめんね！　次から気をつける」

　雛未はうわの空をひたすら反省し、今一度気を引きしめた。

　花火の日から一週間が経ったけれど、どうやっても調子が狂ったまま治らない。

　原因はあきらかだった。

（どうしてキスしたの？）

　祐飛とキスしたぐらいで仕事に集中できなくなるなんて、どうかしている。

　祐飛はどうなのかといえば、相変わらず忙しく、あの日から何度か顔を合わせたもののいつも通りで、意識しているのは雛未だけ。

　あの日、もし雛未が意識を手放していなかったら？

　きっと祐飛と最後の最後まで。

（ダメ！）

　想像するだけで身もだえてしまう。ベッドに横たえられた時に感じた、祐飛の体の逞しさを思い出すたびにときめきが止まらなくなる。

　ただし、残念ながらその先の記憶はない。

　雛未は赤く染まった顔を隠すように、うつむき加減で仕事に没頭した。

　入院予定の患者の事務手続きを前倒しで終わらせて、請求書の作成に取りかかろうとしたその時、カウンターの前にあるエレベーターの扉が開いた。

（あっ）

　エレベーターから降りてきたのは祐飛だった。

　雛未と目が合うと、ふっと目が細められていく。

　たった数秒、それだけで心臓を鷲掴みにされる。

（やだ、もう）

　祐飛への恋心を自覚してからどこかおかしい。

　これまでとなにひとつ変わらない生活を送っているのに、生まれ直したみたいに、毎日が新鮮で感動に打ち震えている。

　恋心って相当厄介だ。

　耐えられなくなった雛未は祐飛からパッと目を逸らした。

　ただでさえ夫婦同じ職場で、たまに顔を合わせればなんとなく変な雰囲気になるのに、先ほどの茉莉との会話の後ではそれが何十倍にも膨れ上がる。

　目を合わせないように明後日の方向に視線を送っていると、祐飛がカウンターまで歩いてくる。

「雛未、紹介したい人がいる」

　診察に訪れる時はいつもひとりだったが、今日は珍しくいかにもベテランと思われる六十代前半くらいの医師と一緒だ。

　誰だろうと考えていたら、茉莉が即座に椅子から立ち上がる。

「院長先生！」

　茉莉がそう叫ぶと、男性はおかまいなくという感じで手を左右に振った。

「そんなにかしこまらなくていいよ。座って座って」

　茉莉は頭を下げ、言われた通りもう一度椅子に座り直す。

（祐飛さんのお父さん！）

　雛未は慌てて受付カウンターを離れ、廊下へ飛び出し、祐飛と院長の前へ進み出る。

「こんにちは、雛未さん」

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません」

　祐飛と結婚してから四か月ほどが経つのに、雛未はいまだに祐飛の両親と面識がなかった。

　引っ越し初日に祐飛から『しなくていい』と言われたのを間に受けて、すっかり挨拶が後回しになっていた。

「雛未さんは悪くないよ。そろそろ家に連れてきなさいと言っているのに、祐飛がもったいぶるのがいけない」

「もったいぶっているわけではありません。予定が合わなかっただけです」

「ごまかすんじゃあないよ」

「本当に忙しいんです」

　父親に不手際を叱責され、祐飛はかなり困っている。珍しい光景だ。

「まあ、いいさ。あれだけ結婚は面倒だと渋っていた祐飛が家庭を持つ気になったんだ。実に喜ばしい」

　院長は景気づけに祐飛の背中をバシンバシンと二回叩き、雛未に笑顔を向けた。

「祐飛と結婚してくれてありがとう、雛未さん」

「あ、いえ。私こそ」

　結婚によるリターンが多いのはどちらかといえば雛未の方だ。義父から労わるように優しく声をかけられ、雛未は恐縮した。

「あの祐飛が、なんとも言えないうれしそうな顔で手作り弁当を食べているくらいだからね。よっぽど家庭の居心地がいいんだろう」

「適当に言わないでください」

「照れるなよ。この間だって食事に付き合えと言ったのに、そそくさと先に帰っていったじゃないか」

「やめてください」

「ほらこれだ」

　院長は祐飛の困り顔をからかい、ひとりゲラゲラと笑った。

　軽快なやり取りの中に、ふたりの信頼関係が見え隠れする。

「愛想のない息子で悪いけれど、これからもよろしくね。次は妻と四人で会おう」

「はい」

「じゃあ、僕は先に病室に行っているから」

　大病院の院長とは思えない軽快なステップを踏みながら、オートロックの扉を通り抜けていく。

「祐飛さんのお父さんって、とてもおもしろい方ですね？」

　義父との初対面を終えた雛未は、慎重に言葉を選びながら祐飛に話しかける。

　彼の父親をひと言で表すならば『変人』という単語がピッタリだ。

「だから会わせたくなかったんだ」

　祐飛は疲れきったのか、はあっと息を吐き出し、眉間を指で押さえる。

　頭が上がらないという事実も含め、おもしろい人だ。

「親父の言った話は全部忘れろ」

　祐飛はやれやれと首のうしろをかきむしりながら、院長の後を追っていった。

（もしかして照れてる？）

　仕事が休みの日は作らなくてもいいと言われてから、実は迷惑なのかと疑心暗鬼に陥りながらも祐飛の健康を考えて弁当を作り続けていた。

　渡せば持っていくし、弁当箱は空になって戻ってくるので、残さず食べているのはわかっていたけれど、彼の気持ちを聞いてはいなかった。

　そんなところに今日、院長からのうれしいタレコミがあった。

「ふふっ」

　本当は喜んでくれていたんだと知り、雛未の口から自然と笑みがあふれた。

「よし、できた」

　雛未は自らが作ったハーバリウムの仕上がりに、満足げにうなずいた。

　この日、雛未は趣味であるハンドメイドに精を出していた。

　ハーバリウムの作り方は意外と簡単だ。

　よく乾かしたボトルの中に、カットしたドライフラワーをピンセットで配置し、専用のシリコンオイルを空気が入らないようにゆっくり注ぐだけ。

　蓋をしたら、リボンをかけて完成だ。

「なにを作っているんだ？」

「祐飛さん」

　いつの間にか帰宅していた祐飛にうしろから手もとを覗きこまれ、雛未はパッと体を縮こませた。

　初恋に戸惑う中学生じゃあるまいし、少し距離が近いだけで大げさだ。

「ハーバリウムです。ブルームーンホテルの部屋を譲ってもらったお礼に差し上げようかと思って」

「聖に？」

　せっせと贈り物をつくる雛未に、祐飛は訝しげに眉をひそめた。

「純華さんにですよ」

　雛未だって、聖に辛辣な言葉を投げかけられたのを忘れてはいない。この結婚に疑問を抱いている聖から、部屋を譲るという発想が出てくるはずがない。

　おそらく発案者は純華だろう。

　結婚祝いをあげていないと気に病んでいた彼女の計らいに違いない。

（喜んでくれるといいな）

　雛未が作ったのは、夏をイメージしたオレンジとイエローのハーバリウム。

　メインの花は夏らしい元気なひまわり。ほかにアクセントにバーベナやカスミソウ、エリカなどをバランスよく詰めた。

　あと、季節はずれではあるが、願掛けとして四つ葉のクローバーも一緒に入れた。

「四つ葉のクローバーが好きなのか？　初めて会った日も持っていたよな」

　祐飛はテーブルに置かれた花材のうち、四つ葉のクローバーを手に取る。

「え、あ。そうですね。昔からわりと」

「へえ」

　雛未にとって、四つ葉のクローバーは幸運の象徴だ。

　見ているだけで、なんとなく元気が出てくる。

　夫婦問題に悩む純華を少しでも励ましたいと思ったのだけれど。

（やりすぎだったかな？）

　自分だけが好きならともかく、友人にまで四つ葉のクローバーを贈ろうとするのはやりすぎ？

　雛未はなんとなく気まずくなり、あえて明るく取り繕った。

「実は四つ葉のクローバーには〝幸運〟という意味以外にも花言葉があるんです。知ってます？　や――」

「約束」

　雛未が話すより先に祐飛に言いあてられ、度肝を抜かれる。

　とてもじゃないが、祐飛が花言葉に詳しいロマンチストには見えない。

「よくご存じですね」

「まあな」

　祐飛は口の端をわずかに上げて笑う。

　中庭で押し花を拾われた時、子どもっぽいから笑われたと勘違いしたが、きっと祐飛にとってはこれが最大級の笑顔なのだ。夫婦として数か月暮らしてきた今なら、あれこれ悩むまでもない。

　些細な表情の変化を読み取れるようになり、誇らしい気持ちだ。

「すぐに片づけて、夕食の準備をしますね。先に着替えてきてください」

　そう言うと、テーブルの上に広げていた花材と道具を手早く片づけ始める。

　祐飛は雛未に言われた通り、着替えをするため自室に入って行った。

（なんで四つ葉のクローバーを見て笑ったんだろう？）

　愛しげに細められた目とやわらかい笑みが、どうしても頭から離れない。

　雛未は冷静さを取り戻すべく、スーハーと大きく深呼吸をした。

　ようやく動悸が治まったところで、祐飛が着替えているうちに夕食の支度に勤しんだ。




「いただきます」

　この日の夕食は、暑い夏でもスルスル食べられるサラダうどんだ。

　早く帰ってくるとわかっていれば、もっと凝ったメニューにしたのに。あまりにも普通すぎるメニューで手抜きじゃないかと疑われそうだ。

（もっと祐飛さんを喜ばせたい）

　料理もそうだし、こうして一緒に送る日々のことだって。

　夫婦として暮らし始めてから、夜の営みはいっさいない。果たして祐飛はキスの続きを望んでいるのか。

（祐飛さんは私をどう思っているの？）

　ホテルでは体の芯が燃えるような熱い口づけを交わした。

　雛未を見つめる眼差しには特別なものを感じたけれど、どんな意味が隠されているのだろう。

（祐飛さんにとって、この結婚はどういう意味を持っているの？）

　形だけの夫婦関係を望んだのは祐飛だ。夜の営みがないのは当然だと思っていたけれど、キスをされてわからなくなる。

　あの夜は、結局決定的な言葉を聞くこともなく睡魔に襲われ眠ってしまった。

　翌朝、目覚めた時にはベッドで寝ていた。いつの間に眠ったのかと寝ぼけた頭で考えていたら、隣に横たわっていた祐飛が瞼を開けた。

『気分はどうだ？　まだ眠いんじゃないか？』

　どうやら、キスをされているうちに意識を手放したらしい。浴衣も脱がされておらず、事後でなかったのは不幸中の幸いだった。

『シャワー浴びてきます！』

　羞恥心に襲われた雛未はシャワールームに駆け込んだ。

　もしあの時雛未が寝ていなければ、今ごろふたりの関係は変わっていたのかもしれない。

　祐飛が御曹司なのは結婚した後に知ったが、厄介な事情を抱える雛未と結婚しなくとも、名ばかりの結婚に応じる相手はほかにいくらでもいたに違いない。

　数ある女性の中から選ばれたのなら、悪い感情は持っていないはずだと思いたい。

　雛未は向かい側に座る祐飛をチラッと仰ぎ見た。

（どう思われたいかなんて、考えたことなかった）

　過去の少ない交際経験を振り返ってみるが、相手から好かれているのか嫌われているのか、これまで気にかけてこなかった。

　ましてや、嫌われたくないから自分の行動を変えるなんてもってのほかだ。

　思う通りに振る舞って嫌われるなら、それはそれで仕方ないと思っていた。

（だから冷めてるって元カレに文句言われたんだな）

　しかし、今や雛未は真逆の考えに染まりきった。

　祐飛に好かれたい。好きになってほしい。

「雛未」

「ひゃい！」

　突然、祐飛から肩を叩かれた雛未は飛び上がった。

　驚きすぎて椅子から三センチは浮いていただろう。

「お、驚かさないでください」

「何度も呼んだが？」

　雛未が悶々としている間に、祐飛は食事を済ませ、すでに皿をキッチンに下げ終わった後だった。雛未なんてまだ半分も食べ終わっていないのに。

「明日、予定はあるか？」

「仕事は休みですよ」

　わざわざ直接スケジュールを聞かなくても、スケジュールアプリにシフト表を記入している。今まで口頭で確認されたことは一度もなかったが、おかしな点でもあったのか。

　アプリの記入欄を見返そうとスマホを見るが、祐飛はなぜかしかっめ面になった。

「仕事以外の予定を聞いている」

「とくにありませんが」

　個人的な予定を聞かれたその意図を汲み取れず、雛未は首をかしげた。

　祐飛はふうっと息を吐き出す。

「一緒に出かけないか？」

　ぼそりと告げられたのは、思ってもない提案だった。

「え？」

「気が進まないなら別に」

「行きます！」

　雛未は食い気味に返事をした。

　祐飛が外出に誘ってくれるなんて、明日はベリが丘に大雨が降るかもしれない。




　翌日、祐飛が運転する車の助手席から見る空は、どこまでも青かった。

　八月に入り夏も本番。照りつける太陽は、瞬く間に街を灼熱のコンクリートジャングルと変えていく。

　この日、祐飛が雛未を連れてやって来たのは、サウスエリアにあるショッピングモールだった。

（なにか買いたいものでもあるのかな？）

　目的を教えてもらえないままうしろについていったら、祐飛は急に二階の女性向けブランドショップへ入っていった。

　店内をスタスタ歩いていき、一番奥にあるバッグが並べられた棚の前で立ち止まる。

「どれにする？」

「え？」

　雛未はポカンと口を開けた。

　どれにするもなにも、今のところバッグを新調する予定はない。しかも、ゼロが五個も六個も並ぶ、こんなお高い店で。

「どれにするって、どういう意味ですか？」

「欲しいものをひとつ選べ」

「選ぶもなにも。まさか、祐飛さんが買ってくれるんですか？」

「花火に遅れたのをまだ怒っているんだろう？」

「はい？」

　バッグの購入と花火に遅れた件がどうつながるのか、さっぱりわからない。

　訝しげに祐飛を仰ぎ見ると、彼はため息をつく。

「この頃、目を逸らされたり、避けられたりしていた」

「そ、れは」

　あなたへの恋心を自覚したからですとは、口が裂けても言えない。

　挙動不審になっていた理由を答えるのを避け、逆に祐飛に尋ねる。

「なんでバッグなんですか？」

「親父が母親を怒らせた時は、だいたいバッグを買わされていた」

　理由を聞いて、思わずガクンと体の力が抜ける。

　つまり、祐飛は花火に遅れてきた罪滅ぼしにバッグを買おうとしていたのだ。

「祐飛さんの仕事柄、どうしようもない時もあるってわかっていましたし、お店の方には本当に申し訳ないんですけど、バッグもいりません」

　こんなに高いものを買ってもらっても、なかなか使いどころがない。

　クローゼットで眠ったままにするくらいなら、ほかのベリが丘レディーに買われた方がバッグもうれしいと思う。

「そうか？」

　購入を却下された祐飛は、雛未の発言の真意を疑いしきりに悩んでいるようだ。

　雛未はこらえきれずに噴き出した。

　心配しなくても、ふたりきりでの外出が雛未にとってはご褒美だ。

　ブランドショップを後にしたふたりは、ショッピングモールの中を再び歩き始めた。

「すみません。わざわざ連れてきてもらったのに」

「機嫌が直ったならいい」

　雛未の機嫌を気にするなんて、祐飛にもかわいいところがある。

　愛情はないかもしれない。でも、誠実であろうとしてくれる。

　それだけで、今の雛未には身にあまるほどの幸せだった。

（祐飛さんと結婚できてよかった）

　たまの休日を、ふたりで過ごす。これで浮かれないはずがない。

　たった数分で目的がなくなってしまったけれど、ショッピングモールまで来て、このまま帰るのももったいなく感じる。

「あの、せっかくなので少しお店を回っていいですか？」

「ああ」

　祐飛が女性の買い物に喜んでついていくタイプとは思えなかったが、すんなり付き合ってくれた。

　早速一階にある雑貨店に入り、キッチン雑貨を物色する。かわいいワンプレート皿が目に入り、思わず手に取る。大きさも値段もちょうどよく、ベージュとグレーのどちらを買おうか頭を悩ませる。

「どっちがいいですか？」

　ものは試しとばかりに尋ねてみると、祐飛は目を細め雛未を見つめ返した。

「雛未が気に入った方を買おう」

　ふっと口もとを緩ませ、新妻を喜ばせる。なんて罪な人だろう。

「わ、わかりました」

　雛未は平静を装うべく、再びワンプレートに向き直った。

　そして、じっくり悩んだ末にベージュのワンプレートをふた皿購入する。よく考えたら結婚指輪を除けば初めてのお揃いの品だ。つい心が弾む。

　その後は、休憩がてら雑貨店の隣にあるカフェに入った。

　純華から勧められて以来、ずっと行ってみたいと思っていたフランスに本店があるオシャレなカフェだ。

　純華の話通り、店内はロココ調の華やかなモチーフとインテリアで統一されていて、絢けん爛らん豪華そのもの。

　ふたりは窓際にある四人掛けのテーブル席に案内された。

　着席すると雛未は革張りのメニュー表の中から、ピスタチオとラズベリーのマカロンがふたつ添えられたティーセットを頼んだ。

　ブラックエプロンの店員からポットのお茶とマカロンをサーブされ、興奮が一気に高まる。

　マカロンを口に運んだ瞬間、幸せが胸いっぱいに広がっていく。

　しかし、雛未がそうやってカフェを楽しむ一方で、向かい側に座りコーヒーを飲む祐飛はなにか考え込む様子を見せていた。

（あれ？）

　一抹の不安が頭をよぎり、たちまち落ち着かなくなる。

　するとコーヒーカップをテーブルに置いた祐飛が、急に立ち上がった。

「ちょっと出てくる。すぐ戻る」

「え？　祐飛さん？」

　祐飛はそう言い残し、一目散でどこかへ駆け出していった。

　やがて、彼の姿はカフェのガラス窓からも見えなくなっていく。

（祐飛さん、いきなりどうしたんだろう）

　雛未は足もとの籠の中に入れた買い物袋にチラッと目をやる。

　この皿を買った時は、雛未の意思を尊重してくれたのだと舞い上がってしまったが、単に選ぶのが面倒だったのかもしれない。

（もしかして、楽しいのは私だけ？）

　せっかくのデートなのに、後悔や反省が頭の中で渦を巻いていく。

　すぐ戻ると言われて、おとなしくカフェに残ってから十五分後。マカロンを食べ終わりお茶を飲んでいたちょうどその時、祐飛が戻ってくる。

　買い物をしてきたのか、左手になにかぶら下げている。

「ほら」

　ぶっきらぼうに渡されたのは、ファブリックレースとオレンジの包装紙に包まれたプリザーブドフラワーのブーケだった。

　わけがわからないままブーケを受け取り、詰め込まれた花に目を凝らす。

　包まれているのは――。

「デイジー？」

「デイジーが一番好きなんだろ？」

　得意げな祐飛の声が耳に入り、雛未は思わず目を瞬かせた。

（な、んで？）

　デイジーの和名は〝雛菊〟。雛未の名前はデイジーから取られたものだ。

　でも、なぜ祐飛が知っているのか？

「私、デイジーが一番好きだって祐飛さんに話しましたか？」

「昔にな」

「昔？」

「そろそろ思い出してもらわないと困る」

　祐飛は口の端を上げ、不敵に微笑んでみせた。

　なにかを企むような意味深な笑みに、トクンと胸が高鳴る。

（変なの）

　思い出すもなにも、祐飛と知り合ったのは三月の終わりだ。

　いくら雛未の物覚えが悪くても、ここ数か月の出来事なら覚えているはず。

　祐飛の口調では、まるでもっと昔に会ったことがあるみたいだ。

（まさか私たち、あれが初対面じゃないの？）

　記憶の糸を手繰り寄せ考え込んでいると、窓の外から差し込んできた西日に思わず目を細める。

「そろそろ帰るか」

　そうつぶやいた祐飛は当然のように、雛未の左手を取った。

　突然速まる鼓動のせいで、掘り起こしかけた記憶は砂の城のごとく一瞬にしてかき消されていった。

　雛未はそのまま椅子から立ち上がり、祐飛と左手をつないだ。右手にデイジーのブーケを抱えて、彼の後を歩いていく。

　たとえこの紳士的な行動が夫らしい振る舞いのひとつにすぎなくても、雛未は胸の高鳴りを抑えられなかった。




（綺麗だなあ）

　帰宅する車中、雛未は膝の上においたブーケに何度も目を奪われた。

　まさか、祐飛が花を贈ってくれるとは思わなかった。

　ブランドバッグをもらうよりも断然うれしくて、自然と頬が緩んでいく。

　ホワイト、ブルー、ピンク。

　ひとくちにデイジーといっても、ブーケに使われている品種は色も様々だ。

　祐飛を想うと、デイジーのブーケみたいにいろいろな感情があふれてくる。

（祐飛さんのそばにいたい）

　本当は、若狭氏が目覚め、目的を達成した後も祐飛の妻でいたい。

　あわよくば、自分を好きになってもらいたい。

　けれど今は、まだこの気持ちを知られてはいけない。

　祐飛が望んでいるのは、後腐れのない契約結婚なのだから。

（いつかちゃんと『好きです』と伝えられる日がくるといいな）




「購入リストの回収に行ってきます」

「はーい」

　雛未は茉莉に声をかけカウンターから出て、一号室から順に病室を回っていった。

　購入リストとは、その名の通り入院生活で必要な消耗品を買うためのリストである。週に一度アテンドが回収し、翌週になると希望された物品を各病室に届けて回る。代金は退院時、または月に一度精算される仕組みだ。

　雛未は一号室、二号室と、順調にリストを回収していった。

　四号室は現在空きになっているので、三号室が最後だ。

　雛未は三号室の扉をノックした。

　ほかの病室と違い、若狭氏の病室だけは返事がない。――当然だ。

「失礼します」

　雛未は返事を待たずに入室した。

　購入リストを挟んだバインダーは、わかりやすくチェストの上に置かれていた。一番上の紙だけを取りはずす。

　若狭氏本人は購入リストを記入できないので、いつも純華が代わりにチェックを入れてくれる。

　無事に任務を終えた雛未は、チェストの上に目をやる。

（純華さん、本当に飾ってくれたんだ）

　そこには雛未が純華に贈ったハーバリウムが飾られていた。

『お父様にも綺麗なお花を見せてあげたいんです。ダメですか？』

　純華からそう尋ねられた雛未は快く了承した。

　病院へ来るたびに生花を生けるのは大変だろう。少しでも力になれるならうれしい。

（さて、戻りますか）

　雛未が病室から出ようとしたまさにその瞬間、なにかが金属とぶつかる鈍い音が耳に飛び込んでくる。

（なに今の？）

　エアコンの音とも、自分の立てた足音とも違う。違和感を覚えた雛未はパッとうしろを振り返り、若狭氏のベッドをじっと見つめた。

（気のせい？）

　いや、違う。

　雛未は己の考えを即座に否定した。

　先ほどまでベッドの上にのせられていたはずの右腕が、ブランと脇に垂れ下がっている。

　雛未はベッドへ近づき、さらに目を凝らした。

　右手がぴくぴくと動いている。

（間違いない！）

　雛未は急いで枕もとのナースコールを鳴らした。




　雛未からのナースコールを受けた後、担当の看護師が急いで祐飛を特別室に呼んだ。

　受付に戻った雛未は平静を装って購入リストのチェックをしたが、若狭氏の容体が気になり仕事が手につかない。

（神様！）

　雛未は思わず祈る。生きた心地がしなかった。

　祐飛が病室から出てきたのは、診察が開始されてから十分後だった。

　廊下を歩く祐飛の姿が見えると、雛未はたまらず受付を出て彼のもとへ近寄った。

「あの、どうでした？」

「腕が動いたのは偶然だ」

　祐飛から自分が見た光景を否定され、雛未はがくぜんとした。

「でも！　たしかに見たんです、手がこうやって動いて――」

　雛未は必死で食い下がった。痩せ細った右手が誰かを求めるように、たしかに何度も動いたのだ。

「雛未」

　祐飛は神妙な顔つきで雛未の話を途中で遮った。

「家に帰ったら話がある」




　その夜、十時頃に帰宅した祐飛は、雛未にダイニングチェアへ座るように言った。

「話ってなんですか？」

「國治おじさんの容体についてだ」

　雛未は息をのんだ。

　祐飛が家で若狭氏の名前を口にするのは初めてだった。

「一般的に、脳出血・脳梗塞は三つのステージに分けられる。急性期、回復期、慢性期だ」

　祐飛は雛未にも理解できるように、易しい言葉を選んでくれた。

「國治おじさんはすでに急性期を脱していて、命を落とすような病変が起こる危険性は低い。生命維持に必要な脳の機能は損なわれていないし、本来ならいつ意識が戻ってもおかしくない。だが、なぜか昏睡状態が続いている」

「それは、どういう意味ですか？」

「國治おじさんは今すぐ意識が戻る可能性もあるし、一生目覚めないかもしれない」

　雛未は混乱し、ただただ祐飛を見つめるばかりだ。

「仮に目を覚ましても、感覚障害や半身麻痺が残る可能性が高い。雛未が望む受け答えができる状態まで回復するか、現段階ではわからない」

「私にそこまで話していいんですか？」

「さっき聖に、今日のナースコールの件について話してきた。雛未の事情も、この結婚のこともすべて。勝手に伝えて悪かった。容体についても話す許可はもらってある」

　雛未の正体を知った聖はさぞや驚いただろう。もし雛未が若狭氏の隠し子だったら大問題だ。

　娘婿の聖は、若狭氏とは一蓮托生。誰かに秘密を漏らせば、自分の立場まで危うくなる。だからこそ、聖から話が広まる心配はないと考えられる。

「若狭家は延命治療を望んでいて、長期療養型のリハビリ病院への転院話がすでに進められている。うちの病院ではこれ以上の治療は望めないからな」

「そんなっ」

　若狭氏が転院したら、雛未はどうしたらいいのだろう。

　真実を解き明かせず、ベリが丘にいる意義を失う。

「雛未はどうしたい？」

「どうするって？」

「目覚めるかどうかわからないあの人を、これからも見守り続けるか、ベリが丘を去るか」

「ベリが丘を去るって……」

　雛未はかつてない衝撃を受けた。

　祐飛は離婚してもいいと言っている？

（なにか、なにか言わなくちゃ！）

　離婚が不合理である理由を必死で考えたが、どうしても思いつかない。

　考えもしなかった話に思考が追いつかず言葉が出てこない雛未に、祐飛はしばしの猶予を与えた。

「急にいろいろ言われて混乱しているよな。今日はもうこの話はやめよう」

「はい」

　祐飛は椅子から立ち上がり、自室の中に消えていった。

　雛未はひどく打ちのめされて、しばらくその場から動けないでいた。

『雛未はどうしたい？』

　彼の問いが頭の中をグルグルと回り続ける。

　自分の想いを自覚した今、雛未はこれからも彼のそばにいたいと望んでいる。

　でも祐飛は違う。

（祐飛さんは次の相手を探せばいいだけだもの）

　たとえ雛未がベリが丘からいなくなっても、祐飛は困らない。

　もともとノースエリア出身の彼との結婚は分不相応だった。

　雛未ののっぴきならない事情と、祐飛の女難の相がうまくかけ合わされただけの偶然の産物。

　祐飛にとってこの結婚は、簡単に手放してしまえるものなのだ。

（最初からわかっていたじゃない）




　雛未は一睡もできずに朝を迎えた。

　出勤した雛未は、カウンターで茉莉と顔を合わせるなり深く頭を下げた。

「昨日は大騒ぎしてごめんね、茉莉さん」

「いえいえ。雛未さんが大声で怒鳴るなんて珍しいなとは思いましたけど」

　茉莉はなんでもないように、明るく振る舞ってくれた。

（看護師の皆さんにも謝りに行かなきゃ）

　ナースコールの後、病室にやって来た看護師たちは雛未の話に半信半疑の様子だった。指が動いていたのはほんのわずかな時間で、看護師たちが到着した時には反応が消失していたからだ。

　その結果、看護師たちは雛未の訴えに緊急性はないと判断した。

『次の診察の時間に不破先生に伝えておきますから』

『いいえ！　今すぐここに呼んでください！』

『ですから』

『患者さんになにかあったらどうするんですか！　早く！』

　雛未は看護師の態度に焦れ、今すぐ祐飛を呼んでほしいとナースステーションの前で言い張ったのだ。

　結局、根負けした看護師たちは祐飛を特別室まで呼びに行ってくれた。

（今思えばやりすぎだったな）

　後になって雛未は己の差し出がましい行動を反省した。

　なんの医療知識もないただの事務員の分際で、看護師の領分を侵した雛未をよく思っていないはず。

　雛未は昼休憩の合間を縫い、売店でジュースやお菓子などの軽い手土産を購入し、特別室のナースステーションに向かった。

　ラウンドが終わったお昼の時間帯で気が緩んでいたのか、看護師たちはワゴンの脇に立ち、作業をしながら楽しげに話していた。

「あーあ！　不破先生、なんで結婚しちゃったんだろう」

　祐飛の名前が急に出てきて驚いた雛未は廊下で二の足を踏んだ。柱の陰に隠れ、看護師たちの会話に耳をそばだてる。

「やっぱり、失恋の痛みには勝てなかったんじゃない？」

「え？　なにそれ？」

「整形外科の藤ふじ井い先生、不破先生と小中高同じエスカレーター式の学校に通っていたらしくて聞いたんだけど、不破先生ってずっと幼なじみに片想いしてたんだって」

　看護師たちの話を聞いて、差し入れが入った紙袋を持つ手に力がこもっていく。

（幼なじみ？）

　雛未が知っている祐飛の幼なじみの女性はひとりしかいない。

　ひと筋の希望にすがりたくなり、固く目をつむる。

「相手は政治家のひとり娘で、不破先生はこの病院を継がないといけないから、政治家にもお婿さんにもなれなかったって話らしいよ？」

「ねえ！　ちょっと！」

　ひとりの看護師が雛未の存在に気づき、慌てて仲間の肩を揺すった。

　祐飛の話に花が咲いていた三人の看護師の顔が、見る見るうちに青ざめる。

　ベリが丘病院で働いていて、雛未が祐飛の妻だと知らない人はいない。

「昨日はお騒がせしてすみませんでした。よろしかったらこのお菓子、召し上がってください」

「あ、ありがとうございます」

　雛未から紙袋を受け取った看護師たちは、一様に引きつった愛想笑いを浮かべた。

　雛未はくるりと方向を変え、受付へと戻るべく廊下を歩いた。

　ナースステーションに背を向けた途端、とってつけたような笑みが一瞬にしてかき消える。

（ずっと疑問に思ってた）

　どうして祐飛が、母の手紙の話をあっさり信じてくれたのか。

　結婚願望のなかった祐飛が、自ら結婚を提案してきたのか。

　出会って間もない雛未と生活をともにし、あの夜キスしたのか。

　腹違いの姉かもしれない雛未に純華の面影を重ねていたのなら、すべてのつじつまが合う。

（私は純華さんの代わり？）

　純華は聖と結婚してしまった。

　ふたりが仮面夫婦だとしても、頼りになる婿養子の地位を確立しつつある聖と純華が離婚する確率は低い。

　祐飛は最初から、雛未が純華と異母姉妹だと確信を持っていたとしたら。

　一生手に入らない純華を想い苦しむくらいなら、代用品で手を打とうとした？

（叶わぬ恋に疲れた？　それとも、報われなくて絶望した？）

　それとも、代用品を求めるほど、純華が好きだった？

　自分が純華の代わりだと知り、悲しみと絶望が幾重にもなって雛未に襲いかかってくる。

　しかし、祐飛を最低だと罵る資格はない。

　だって彼は、父親に会ってみたいという雛未の希望を叶えてくれたのだから。

（本当にバカだ）

　いつか好きになってもらえればと、なにも知らずにのんきに構えていた自分にほとほとあきれる。

（祐飛さんは純華さんが好きなのに）

　目尻から涙があふれそうになって、慌てて女子トイレへ駆け込む。

　鏡の前で何度も深呼吸を繰り返していくうちに、ようやく気持ちが落ち着いてきた。

　ハンカチで涙の痕を拭い、なにごともなかったように廊下へ戻ったら、そこかしこから慌ただしい空気が漂ってきた。

　ナースステーションと病室の間を看護師が忙しなく行き来している。

　受付カウンターでは茉莉がひとりで慌てふためいていた。

「雛未さん！　どこに行ってたんですか！」

「どうしたの？」

「大変です！　三号室の患者さんが意識を取り戻したそうなんです！」

　それは、誰も予想していなかった展開だった。










さまよう心




「純華さん！　どうぞこちらです！」

　雛未から連絡を受けた純華は、大急ぎで病院へ駆けつけた。

　いつもならカウンターの前で受付情報のやり取りが発生するが、今回は例外だ。雛未が先導する形を取り、ノーチェックで純華を病室まで連れていく。

「ありがとう、雛未さん！」

　純華が律儀に礼を言うが早いか、病室の引き戸が閉まる。

　純華に引き続き若狭夫人と聖が到着し、病室とカウンターを往復するたびに、辺りが張りつめた空気で満たされていくのがわかった。

　部外者の雛未は、この状況で病室に入るのをもちろん許されていない。

（どうか、若狭氏が無事でありますように）

　雛未にできるのは祈りを捧げることだけだった。




　若狭氏が長い眠りから目覚めたのは、蝉しぐれが降り注ぐ八月の終わりだった。

（祐飛さん、まだ帰ってこない）

　仕事を終えてマンションに帰った雛未は、祐飛の帰宅を待ちわびた。五か月ぶりに目覚めた若狭氏がどんな様子なのか、気になって仕方ない。

　しかし、待てど暮らせど祐飛は帰ってこない。

　いつの間にかうつらうつらと舟をこぎながら寝ていた雛未は、玄関の扉が閉まる音でハッと目を覚ました。

　寝ぼけ眼を手でこすりながら椅子から立ち上がり、足早に祐飛を出迎えに行く。

「おかえりなさい」

「起きてたのか？」

「あ、あの。若狭氏は」

「まだなんとも。詳しい検査はこれからだ」

　祐飛が帰宅したのは、空が白み始めた明け方だった。さすがに疲れているのか、帰宅直後に大きく息を吐き出す。若狭氏の覚醒は祐飛にとっても想定外の出来事だったのだ。

　祐飛は雛未の顔を見て、頬をそっとなでる。

「寝ないで待っていたのか？」

　鬱々とした気持ちに覆われたまま、気づけば居眠りをしていたせいで、手の跡でも残っていたのかもしれない。

「どうしても気になって」

「今日も仕事だよな？　出勤の時間まで寝ておけよ」

「でも」

「いいから」

　祐飛に腕を引かれて部屋まで行き、やや強引にベッドに寝かせられた。

　ところが布団をかけられ目をつむっても、意識が高ぶっていて眠れそうにない。

「眠れないのか？」

　祐飛が枕もとに腰掛け、雛未の頭を何度もなでる。一定のリズムで髪を梳く指先の動きが、えも言われぬ心地よさをもたらす。

　子どもを寝かしつけるようにあやされていると、次第に眠気が訪れる。

（こんな時まで）

　たとえ純華の代わりだとしても、体を気遣われてうれしかった。

　愚かな恋心には分別がない。

（怖い）

　若狭氏の目覚めをずっと望んでいたのに、いざその時がきたらなんだか恐ろしい。

　真実がいつだって雛未の望み通りとは限らない。

　現に祐飛が雛未との結婚を望んだ理由は、受け入れがたかった。

　なにかにすがりついていなければ、心が真っ暗な海の底に沈んでしまいそう。

　祐飛に頼るのは間違っていると知りながら、雛未は無意識のうちに、彼の手を強く握りしめていた。




「こんにちは、雛未さん」

　純華は弾んだ声でハキハキと挨拶を交わし、受付を済ませる。彼女は今日も若狭氏のもとへ向かう。

　三号室にかつて漂っていた物悲しい雰囲気は、今やいっさい感じられなくなった。

　昏睡状態から目覚めた若狭氏は、誰もが驚く目覚ましい回復を見せている。

　左半身に麻痺が残ったものの、食事や排せつに問題はなく、リハビリの成果次第ではこれまでと同じ生活を送れるそうだ。

　精密検査を終え、順調に快方に向かう現在は、ベリが丘病院に併設されたリハビリ施設に週三回通っている。

　本人の意欲と純華をはじめとする家族の献身的なサポートもあり、リハビリは順調に進んでいるらしい。

　すべて祐飛から聞いた話だ。

（私はなにをしているの？）

　日に日に生き生きと輝きを取り戻していく純華とは対照的に、雛未の表情はどんどん暗く翳かげっていった。

　若狭氏の奇跡の生還は喜ばしい出来事のはずなのに、自分だけがお祝いムードの蚊帳の外にいる気がしてならない。

「失礼します」

　今朝の朝刊を携えた雛未は三号室の扉を開けるなり、背筋が凍った。

　若狭氏が壁に設置された手すりに掴まりながら、うずくまっていたからだ。肩を大きく上下させて、何度も深呼吸を繰り返している。

「大丈夫ですか!?」

　雛未はすぐさま若狭氏に駆け寄り、ケガがないか体のあちこちを確認した。

　無理は禁物だと祐飛から注意を受けているにもかかわらず、若狭氏はたびたび室内で自主トレーニングに励む姿が目撃されている。

「ああ、だいじょうぶだ。少しつまずいた」

　麻痺のせいで聞き取りづらいが、意味は十分伝わる。

　生まれて初めて身近に感じる父親の存在に、雛未は不思議な感情を抱いていた。

「お手伝いします」

「ありがとう」

　呼吸が整うのを待ち、無事に若狭氏をベッドまで送り届け、本来の目的である朝刊を渡す。

「今朝の新聞をお持ちしました」

　若狭氏は受け取った新聞をテーブルの上に広げると、熱心に目を通し始めた。

　彼が目覚めてから、停滞していた政治の世界は少しだけ変わった。

　健康上の理由により政界を引退すると正式に発表されたのだ。

　すでに解任されていた副総理の地位に加え、ありとあらゆる役職から退いた。

　病から不死鳥のごとく復活したとはいえども、麻痺の残る体では政界復帰は難しい。決断は潔かった。

　今や彼は国会議員ではなくなり、ただの〝若狭國治〟となった。

　近々、空いた議席を埋めるための補欠選挙が行われる見込みだ。

　若狭家が何年もかけて脈々と築き上げた選挙地盤は、すでに娘婿の聖へと引き継がれている。

　若狭氏が倒れてから娘婿として、十二分に務めを果たしてきた聖の当選は、公示前から約束されているも同然だ。

　政界のトップを駆け抜けた彼の余生は、穏やかなものになるはずだ。

　――雛未がこのままなにも告げなければ。

「ほかになにかありましたら、カウンター直通の電話をご使用ください」

　雛未はそう告げると、若狭氏の病室を後にした。

（本当にいいのかな）

　なにも言わずに黙って去るのもひとつの手ではあるが、雛未は強い覚悟で迷いを振りきり、穏便に済ませたいという自分の甘い考えを捨てた。

　真実を聞かなければ、なんのために結婚したのかわからなくなる。




　雛未は、面会の日を心待ちにしていた。

　しかし若狭氏の体調が安定しないためなかなか希望が叶わず、気づけば彼が目覚めてから一か月が経った。

「雛未」

　夕食の席で祐飛に名前を呼ばれた雛未は、白米を口に運ぶ手を止めて無言で顔を上げた。

「國治おじさんの退院の日が決まった。来週の月曜だ」

　思わず雛未は壁かけカレンダーの日付を目で追う。あと五日しかない。

　退院の日が決まったのなら、雛未が若狭氏と接触できるチャンスはあとわずか。

「明日、十一時だ。おじさんにはすでに約束を取りつけてある」

　祐飛はすでに段取りを終えていた。

「わかりました」

　雛未はいよいよだと覚悟を決めうなずいた。

　明日、すべてに決着がつく。




　翌日、雛未は茉莉に頼んで昼休みを前倒しさせてもらった。

　時間通りカウンターにやって来た祐飛は雛未を連れ、若狭氏が入院する三号室へと向かう。

　祐飛が小気味よく扉をノックすると、病室の中から軽やかな返事があった。

「國治おじさん、入りますよ」

「ああ、祐飛くん。よく来たね。それで、私に折り入ってなんの話があるんだい？」

　新聞を読んでいた若狭氏は、麻痺の残らなかった右手で老眼鏡をはずした。

　一か月の言語リハビリのおかげで、発音はやや明瞭になったようだ。

　まもなく退院できるためか、若狭氏には活力がみなぎっている。

「退院する前に妻を紹介させてください。雛未です」

　祐飛のうしろに立っていた雛未は軽く会釈をした。

　妻だと言って紹介されたのが顔なじみの雛未で、若狭氏も初めこそ面食らった様子を見せたが、次の瞬間うれしそうに微笑む。

「私が眠っている間に結婚したと聞いていたが。まさか、こちらのお嬢さんだったとはね。おめでとう、祐飛くん」

「ありがとうございます」

　若狭氏と祐飛の父親は同じベリが丘に住まいを構える者同士、仕事上の関係だけでなく、個人的な付き合いもあるらしい。祐飛も若狭氏とはゴルフでラウンドをするほどの仲だそうだ。

　必要な挨拶を済ませた雛未は祐飛の前へ進み出た。

「私からお話があります」

「話？」

　若狭氏にとって、雛未の話は青天の霹へき靂れきに違いない。

　けれど、もう引き返せない。

　雛未は折れそうになる心を叱咤し、すべてを打ち明ける覚悟で口火を切った。

「雨宮菊きっ香かという名前に聞き覚えはありませんか？」

「さあ、知らないねぇ。君とはどういう関係の人だい？」

「私の母です。今年の一月に亡くなりました。遺品の中にこれが」

　雛未は若狭氏に持参した手紙の束を渡す。

　若狭氏は一度はずした老眼鏡を再び付け直し、手紙をひとつずつ検分していった。

　便箋をめくる音ばかりが小さな病室に響き渡る。

　若狭氏がすべての手紙に目を通したのを確認してから、雛未は再び口を開いた。

「母はシングルマザーでした。私は父親が誰か知らずに育ちました。この手紙を見つけた日に、たまたまあなたのお名前をテレビで拝見して、このベリが丘までやって来ました」

　雛未は己を奮い立たせ、まさに話の核心をついた。

「あなたは私の父親なんでしょうか？」

　ぶしつけとも言える質問だったが、若狭氏は決して鼻で笑ったりしなかった。

　ひと呼吸おき、雛未を真っすぐ見すえる。

「残念だが、私は君の父親ではない。君の母親の名前にも、手紙にも心あたりがない。この手紙は私の名前をかたる第三者が書いたのだろう。悪質な悪戯だ」

　まるで頭を鈍器で殴られたような衝撃が体を走る。実際に殴られた方がまだマシだったかもしれない。

　雛未の唇がワナワナと震えだす。

「そんなっ」

　手紙の内容を否定され、雛未は冷静さを失い始めた。

　差出人はたしかに若狭國治と記されている。ベリが丘にほかにも同姓同名の人物がいるとは考えにくい。

「この手紙が投函されたのは、私が議員一年目の頃だな。毎日、先生方にお供して勉強会に参加していた時期だ。女性にうつつを抜かしている暇などなかったよ」

　相手は弁の立つ政治家だ。その気になれば、雛未など簡単にやり込められる。

　すべて虚実だと言われた雛未はにわかに怯んだ。

「國治おじさん、本当にあなたではないんですか？」

　祐飛がたまらず口を挟む。

「ああ。私ではない」

　怒るでもなく、焦るでもなく、淡々と身の潔白を主張する若狭氏には、真実を隠しているがゆえの違和感がない。

　雛未には彼が嘘を言っているとは思えなかった。それは祐飛も同じだろう。

　若狭氏は雛未の父親ではないのだ。

（じゃあ、私は今までなんのために）

　この数か月はなんだったのか？　祐飛と結婚した意味とは？

　父親捜しは振り出しに戻った。

　誰もが無言になったその時、祐飛の白衣の右胸ポケットに入っていたモバイルフォンの電子音が沈黙を破る。

「……わかった。すぐ戻る」

　祐飛はモバイルフォンの呼び出しにすぐさま応じ、手短に会話を済ませた。

「話が済んだら出ていってくれ」

　若狭氏はこの件について、これ以上話す気はないみたいだ。

　明確にふたりを拒絶し、起こしたベッドにもたれてこちらに背を向ける。

「雛未、行くぞ」

　祐飛はその場に立ち尽くしていた雛未の腕を引き、病室を後にした。

　うしろ髪を引かれる思いでうしろを振り返ったが、無情にも目の前で扉が閉まる。

（ずっとあの人が父親だと思ってた）

　病室から出た雛未はうなだれ、絶望に耐えるために自分で自分の右腕を強く握りしめた。

　本人の口からなにもかも否定された今は、どうしたらいいかわからない。

　足もとまでおぼつかなくなり、ふらふらと廊下を歩いていたら、祐飛が肩を引き寄せて支えてくれた。

「こんな状況で悪いが、病棟に戻らないといけない」

「はい」

「この件については今夜話そう。俺が帰るまで待ってろ」

　祐飛から待っていろと念を押され、ドキリとした。生きた心地がしない。

　ついに恐れていた日がやってきた。

　雛未は廊下を足早に去っていく祐飛のうしろ姿を、しかと目に焼きつけた。

（これ以上、話すつもりもない）

　若狭氏が雛未の父親でないのなら、純華と腹違いの姉妹であるのも誤りだ。

　腹違いの姉というメッキが剥がれた今、祐飛がどういう話をするのか、早くも見当がついている。

　名ばかりの夫婦生活が終わろうとしている。

　雛未が取るべき行動はひとつしかない。

「雛未さん！　どうしたんですか？」

　真っ青になって病室から戻ってきた雛未を見て、茉莉は驚きを隠せないでいた。

「ごめんね、茉莉さん。実は気分が優れなくて。今日はこのまま早退させてもらえる？」

「え！　大丈夫ですか？」

「うん。本当にごめんね」

　雛未は茉莉に誠心誠意手を合わせて謝った。謝った理由は早退の件だけではない。

（せっかく仲よくなれたのに）

　この時、雛未はすでに心を決めていた。

　雛未は純華の代わりにすらなれない。

　代用品の役割を果たせない役立たずは――祐飛のそばにはいられない。

　祐飛から三行半を突きつけられるくらいなら、身のほどをわきまえて自分から彼のもとを去るべきだ。

（本当にありがとう）

　黙っていなくなる無礼をどうか許してほしい。

　雛未は心の中で茉莉にお礼を言って、ベリが丘病院から立ち去った。




　マンションに帰るやいなや、スーツケースを床に広げ、荷造りを始める。

　ベリが丘に来てからいろいろと買い込んだが、ほとんど置いていくつもりだ。

　茉莉から借りたままの医療事務のテキストも、祐飛からもらったプリザーブドフラワーも。

　必要な物だけをピックアップし、ひたすら手を動かしていく。

（心のどこかで期待してた）

　娘だと打ち明けたら、感激して受け入れてもらえるんじゃないか。

　ひょっとしたら温かい家族の輪に入れてもらえるんじゃないか。

　あちらの家庭を壊したくないというのは建前で、本当は一度失った家族を取り戻したいと望んでいたのだ。

（なんて、浅ましい）

　若狭氏は雛未の心の中を見透かしていた。

　だからはっきりと、お前は娘ではないと雛未に突きつけたのだ。

　雛未の居場所は最初からベリが丘になかった。

　すべてあの手紙がつくり上げた幻だった。

（帰ろう）

　今や雛未をこの地につなぎ止めているものはない。

（大丈夫。きっとうまくやれる）

　母との思い出が詰まった古い一軒家に戻れば、父親のことも、祐飛のことも忘れられる。

　この街にやって来る前はなんでもひとりでやってきたのだ。またひとりに戻るだけ。なにも問題ない。

　離婚届は後から郵送すればいい。今はただ、ここから速やかに消えてしまいたい。




　荷造りを終えた雛未は、リビングに設置されているコンシェルジュサービス直通の受話器を手に取った。

「すみません。タクシーを一台呼んでいただけますか？　ベリが丘駅まで行きたいんです」

　呼んでもらったタクシーに乗り込んで数分後。人もまばらなベリが丘駅に到着すると、窓口で空港行きの座席指定特急券を買った。

　航空券はタクシーの中で手続きを済ませておいた。値段に糸目をつけず、今から搭乗可能で故郷まで最短で帰れるチケットだ。

　空港直行の特急列車は二十分後に出発する。

　雛未は重たいスーツケースを転がし、指定された先頭車両の乗り場まで長いプラットホームを歩く。

　やっとの思いでベンチまでたどり着き、ゆっくりと腰を下ろす。

　平日昼間のベリが丘駅、特急列車専用のプラットホームは閑散としていた。

　雛未が座ったベンチからは海が見える。英知をたたえた海はどこまでも深く青く、水面は太陽光を反射しキラキラと輝いている。

　頬をなでる風には冷たいものが混じっていて、感傷に浸る雛未にまとわりつく。

　雛未がこの街にやって来た時には桜が咲いていたが、十月の初めの今は銀杏の葉が黄色く色づき始めている。

　季節はすっかり秋になっていた。

（あっという間だったな）

　特急列車を待つ間、この半年間の出来事が走馬灯のように頭の中に浮かんでは消えていく。

　すべては、押入れに隠されていた手紙を紐解いたことから始まった。

　テレビで手紙の差出人の正体を知り、ベリが丘病院を訪れ、祐飛と知り合った。

　特別室へ潜入するために結婚までした。

　誰もが向こう見ずだととがめる行動ばかりしてきた。我ながら無謀だ。ハハッと自嘲的な笑みが湧く。

　唯一の味方は名ばかりの妻を欲していた祐飛だけ。

　でも彼がいなければ、父親捜しの物語は始まる前に終わっていた。

（あ、れ？）

　結婚指輪の存在を急に思い出した雛未は、左手の薬指に視線を落とす。

　急いでいたせいで結婚指輪をはずすのを忘れていた。

　最初は慣れない感触に戸惑っていたのに、今やすっかり指に馴染んでいる。

「返さなくちゃ！」

　慌てて薬指からはずそうとしたが、途中で関節に引っかかりどうしても抜けない。

　体形が変わったわけでもないのに、渾身の力を込めても指輪ははずれなかった。

　まるで、離婚したくないと雛未の代わりに訴えているみたいだ。

　そう思った瞬間、ぶわっと目から涙があふれてきた。

（祐飛さんが好き）

　好きで好きでたまらない。

　最初はなにを考えているのかよくわからなかったのに、いつの間にか祐飛に惹かれていた。

　彼の無愛想さは恥ずかしさの裏返しで、命令口調は強い意志の表れ。

　なにもかもが愛おしかった。

　たとえ純華の代わりだとしても離れたくなかった。

（今すぐ抱きしめてほしい）

　そうやって愛する人の温もりを思い出していたせいだと思う。

「雛未！」

　どこからともなく祐飛の声が聞こえてくる。

　走馬灯の次が幻聴とは都合がよすぎる。勤務中の彼がベリが丘駅にいるはずがない。

　あきらめの悪い自分にほとほとあきれていたら、なんと祐飛の声が徐々に近づいてくるではないか。

「雛未！」

「ゆ、うひさん」

　祐飛は、駅舎から線路を跨ぐように設けられた通路の窓から身を乗り出していた。

　間違いなく雛未を捜している。

（なんで？）

　雛未は祐飛に見つからないよう、細心の注意を払って通路から背を向けた。

　時を同じくして、空港行きの特急列車がまもなく到着するとアナウンスされる。

（あと少し、あと少しなのに）

　祐飛と顔を合わせたら決意が鈍りそうだった。

　だから夜を待たずに出立したのに、なぜ雛未の居場所がわかったのだろう。

　幸いにも、祐飛はまだ雛未を見つけられていない。

　まだ列車は来ないのかと気をもんでいたら、耳障りなブレーキ音とともにようやく特急列車がプラットホームにすべり込んできた。

　乗車口がゆっくりと開き、列車の到着を待っていた人たちが次々と乗車していく。

　雛未はベンチから立ち上がり、スーツケースを引きずった。

「雛未！」

　祐飛が階段を駆け下りてくるのが、視界の端に止まる。

　どうやら見つかってしまったらしい。

（大丈夫）

　祐飛の足がいくら速くても、あの入り組んだ通路からこの先頭車両までは、一足飛びに駆けつけられない。

「行くな！」

　祐飛の制止を無視し、雛未は乗車列の最後尾に並んだ。

　列は次々と進んでいき、雛未もほかの乗客と同じように特急列車に乗車する――はずだった。

　列車に乗り込むべく、いよいよ一歩を踏み出そうとしたその瞬間。

『雛未、行ってはダメよ』

　どうしてか、亡くなった母の声が聞こえた気がした。

　即座にうしろを振り返ったが、そこには誰もいない。

（気の、せいなの？）

　秋の冷たさを帯びた気持ちのよい風に誘われ、出発寸前の特急列車からフラフラと離れていく。

　乗車ベルの音で我に返り、列車に乗らなければと思った時にはもう遅い。

　雛未をプラットホームに置き去りにしたまま、列車は徐々に加速していき、線路を猛スピードで駆け抜けていった。

　雛未は故郷に帰れなかった。

　最後の一歩を、母に阻まれた。

「雛未！」

　茫然とする雛未のもとに、祐飛が駆け寄ってくる。

　わざわざ自分を追ってきた祐飛に向かって、力いっぱい叫ぶ。

「なんで追いかけてくるんですか！」

　そう叫ぶと祐飛は雛未の手前、五メートルほどの距離で立ち止まった。

　愛しさと切なさの狭間で胸が張り裂けそうだった。

　せっかくすべてを忘れてやり直すと決意したのに。

　どうせ純華には敵わないのに、逃亡すら許されないのか。

　雛未はキッと顔を上げ、祐飛を真正面から見すえた。

　成り行きに任せるのではなく、最後の引導は自分で渡すべきだ。

　よく考えたら、雛未が祐飛にしてやれる恩返しがひとつだけある。

「純華さんは聖さんとうまくいってないって悩んでた！　きっと今なら、純華さんも祐飛さんの気持ちに応えてくれる！」

　祐飛さえその気になれば、純華を聖から奪い返せるに違いない。

　略奪は褒められた行為ではないかもしれない。けれど祐飛の優しさは、傷ついた純華の心を癒やせるはずだと雛未は確信していた。

「純華さんの姉でもない私を代わりにする必要なんて、もうどこにもない！」

　雛未の訴えは果たして届いたのだろうか。怖くて祐飛を直視できなくなる。地面に視線を落とした雛未の耳に、切なげな祐飛の声が届く。

「ずっとそんなふうに思っていたのか？」

　祐飛は息もつかせぬ勢いで雛未を力強く抱きすくめた。

「俺は雛未を誰かの代わりだと思ったことは一度もない」

　祐飛は雛未の憂いを晴らすために、キッパリと言いきった。

（今、なんて？）

　信じられなくて顔を上げ恐る恐る見つめ返すと、祐飛の瞳が激しい熱を帯びていく。

「俺が愛しているのは雛未だけだ。どこにも行くな。一生、俺のそばにいろ」

　その瞬間、自分がどれほど愚かだったのかを思い知った。

　誇り高い祐飛が〝代わり〟なんかで満足するはずない。

　欲しいものは欲しいと、声を大にして求められる人だ。

　この半年ずっとそばにいたのに、雛未はそんな簡単なことにすら気がつかなかった。

　祐飛は最初から雛未を望んでいてくれたのだ。

　花火大会の夜にしたとろけるキスも、デイジーの花束だって。

　すべて雛未のために――。

（ああっ）

　祐飛の愛を知った雛未の目から涙がこぼれ、頬を伝い落ちていく。

「祐飛さん！」

　思いの丈をぶつけるように抱きつく雛未を、祐飛はしかと受け止めてくれた。

「祐飛さんが好き。好きなのっ！」

　痛いほどに泣き叫んだ。声は裏返り、みっともなかった。それでも、力の限り自分の気持ちを伝える。

　どうして祐飛はいつも、雛未が望むものをくれるんだろう。

　母を失ってから、誰かに愛し愛される関係なんて、もう取り戻せないと思っていたのに。

「ああ。俺もだ。愛してる」

　祐飛は子どもみたいに泣きじゃくる雛未を二度と放すまいと、一分の隙もないくらいきつく抱きしめた。

（やっと言えた――）

　目尻から流れるいく筋もの熱い涙が、これが現実だと思い出させてくれた。










たどり着いた真実




　プラットホームで互いの気持ちを確かめ合った雛未と祐飛は、しばしの間、人目を気にせず抱き合った。

　しかしいつまでもそうしているわけにもいかず、名残惜しそうに徐々に体を離していく。

「帰るぞ」

「はい」

　雛未はおとなしくうなずいた。

　もう逃げるつもりはないのに、祐飛は雛未の手をむんずと掴んで放そうとしない。

　片手に雛未、片手にスーツケースを携えた祐飛は駅構内を足早に歩く。

（夢じゃないよね？）

　あの感動的な抱擁の後ですら、祐飛に『愛してる』と言われたのが信じられない。

　しかも、こんなところまで追いかけてきてくれるなんて。

「あの。どうしてここに？」

「親父が早退する雛未を見つけて俺に知らせてくれた。もしかしてと思って家に戻ったら、雛未がタクシー乗り込む途中だった」

　祐飛は雛未が持っていたスーツケースにチラリと目をやる。雛未がベリが丘にやって来た時にも使っていたものだ。

「故郷に帰るつもりだったのか？」

「はい」

「間に合ってよかった」

　祐飛は心底安堵したように、大きく息を吐き出した。

　あと数分遅ければ、雛未はこのベリが丘から逃げおおせていた。

　そして、もう二度と戻らなかったに違いない。

「お仕事は？　たしか、今日はこのまま当直だったはずでは」

「ああ。親父に代わってもらった」

「お義父様に？」

「心配するな。十年ぶりだって張りきってた」

　祐飛の父は祐飛と同じ脳神経外科医である。現在は病院経営に専念し、現役を退いたが、いくつもの難しい症例を手掛けた実績のある名医らしい。

　そんな義父が祐飛の代理として現れたら、夜勤の看護師はさぞや驚いただろう。

「マンションへ戻る前に寄りたい場所がある。いいか？」

「はい」

　祐飛はタクシーに乗り込み、とある住所を運転手に告げた。

　祐飛が立ち寄ったのは、ベリが丘のビジネスエリアにある聖の事務所だった。

　数か月前までは若狭氏の事務所だったが、彼の政界引退に伴い職員はそのままにして、主だけが入れ替わる形で引き継いだのだ。

　今はきたる補欠選挙に向けて、着々と計画が進められているらしい。

　聖は珍しいものでも見たように目を丸くした。

「祐飛？　どうしたんだ？　雛未さんまで連れて」

「聖」

　祐飛は聖と顔を合わせるなりインディゴブルーのネクタイを掴み、ぐいっと顔を近づけた。

「純華と結婚したからって油断してないか？」

　聖は大きく目を見開き、ひたすら祐飛の真意を読み解こうとしている。

「お前になにがわかる？」

　聖は温和な表情をかなぐり捨て、不愉快そうに眉をひそめる。

「純華がいなくなるかもしれないって、考えたことすらないだろう？」

「なにが言いたい？」

　その後も睨み合いは続いたが、やがて祐飛はネクタイから手を放した。

「好きなら好きって言えよ。失ってからでは遅いんだ」

　祐飛はふたりの様子をうかがっていた雛未の腰を抱き、聖に見せつけるように己に引き寄せた。

（なにか理由があるのかも）

　それでも、純華の苦しみを知る雛未は聖に同情できない。

　祐飛の言う通りだった。もし聖になにか思うところがあるなら、それを純華に伝えるべきだ。ふたりは他人ではなく夫婦なのだから。

　聖は物言いたげに口を開いたが、寄り添う祐飛と雛未を見ると再び口を閉ざした。

「ああ、そうだな」

　祐飛に諭された聖は静かに同意した。




　マンションに戻ったふたりは、狂おしいほどの激情に身を委ねた。

「ゆ、祐飛さん」

　雛未は玄関に入るなり祐飛に抱きすくめられた。雛未の存在を確かめるように、額、頬、目尻と次々とキスの雨が降らされていく。

　夫婦でいるのは期間限定。自分の気持ちがバレてしまったら、祐飛から離婚を言い渡されると危ぶんでいた。

　けれどもう、好きだという気持ちを押し殺す必要はない。

「本当は花火の夜からずっと祐飛さんと……」

　こうしたかったと言うが早いか、祐飛はすぐさま雛未の唇を奪った。

　祐飛の首に腕を絡ませ、彼の口づけを心ゆくまで味わう。

「今日は寝かせない」

　あの夜は雛未が寝てしまったせいで、キスだけで終わった。

　けれど今日は――。

　もっと心の奥までこじ開けてほしい。どれほど祐飛が好きか知ってほしい。

　息継ぎで唇が離れるたびに、半身を失ったかのような強い喪失感を覚えた。

「ん、もっと……して……」

「俺の理性を壊す気か？」

　甘えてねだると、祐飛は唸りながらキスを深めた。

　呼吸が浅くなると唇が離され、息が整うとまた激しく奪われる。

　唇の皮がめくれてしまうと心配になるくらい、何度も顔が往復する。

　次第にキスだけでは物足りなくなっていく。

　もっと深くつながり合いたい。

　ふたりの望みは同じだった。

　祐飛は雛未を抱き上げ、自分の寝室に連れていった。

　ベッドになだれ込んだら、待ちきれず互いの服を脱がせ合う。

　祐飛が己のシャツのボタンを片手ではずしていくと、ほどよく引きしまった体がお目見えする。

　祐飛は留め具が緩んだ下着からはみ出た、雛未の胸を手で持ち上げた。先端を口に含み、芳醇なワインを味わうようにゆっくり舌で転がす。

　ほんのり赤く色づいた素肌をなめられ、かじられ、吸われて、きゅうっと体の中心が熱くなる。

　雛未はそのたびに祐飛にすがりつき、悦びの声をあげた。

「あ、う！　ん……っ！」

　グズグズにとろけた体を押し開かれ、とうとうひとつになった時には、感動すら覚える。

「俺が誰を好きなのか、わからせてやるよ」

『わからせる』ってどんなふうに？

　めくるめく期待と興奮で息が荒くなっていく。

　ドキドキしすぎて心臓が痛い。

　体の奥から得体の知れないなにかが込み上げてきて、ぶるりと鳥肌が立った。

「覚悟しろよ」

「ひあっ……」

　祐飛は雛未の腰を持ち上げ、ひと際深くうがった。

　突然甘い衝撃に襲われ息も絶え絶えになっていると、さらにキスで口を塞がれる。

　数時間前まで絶望の淵に立たされていたのに、今は口づけひとつで天にも昇る気持ちにさせられた。

「好き。好きなの！」

「ああ、俺もだ」

　うわ言みたいにつぶやけば、すかさず答えてくれる。

　雛未は身を焦がすほどの律動にもだえ、祐飛にしがみついた。

　愛の営みは一度で終わるはずがなく、何度も互いの温もりを確かめ合う。

　それでもまだ足りないと、祐飛の瞳が訴えかけてくる。

　純華ではなく雛未に向けられたものなのだと思うと、たまらなくうれしい。

　雛未はシーツを逆手で握りしめ、涙を流しながら尋ねる。

「これからも、祐飛さんの妻でいていいですか？」

「あたり前だ」

「うれしい」

「愛してる。どこにも行くな」

　祐飛は雛未をかき抱き、片時も放さなかった。




　翌朝、目を覚ますと時刻は朝六時を回ったところだった。

　すでに夜が明け、カーテンからは秋らしいカラリとした青空が見える。

「朝？」

　甘美な疲労感に支配された体で寝返りを打つと、雛未を抱えて眠っていた祐飛もまた目を覚ます。

「どうした？」

　祐飛の腕枕で寝ていた雛未の目に、朝日は一段とまぶしく映る。

　なんでもない特別な一日が今日も始まっていく。

「なんだかすごく幸せで」

　愛しさが込み上げてきて、なんだか泣きたくなる。

「……朝から煽あおるな」

　祐飛は身を乗り出し、雛未に軽くキスをした。

　最初こそゆるゆると唇を食んでいたものの、次第に呼吸を奪い合うほど激しくなっていく。

　その厚みもやわらかさも、ひと晩かけて覚えさせられた。

　どこをどう舌が動いていくのか、目で追わなくても鮮明にわかるまで何百回と祐飛のやり方を教えこまれた。

「まずいな。このままだと一日中ベッドで過ごす羽目になる」

　唇が離れると祐飛が真顔で言いだして、雛未の顔がボンッと熱くなる。

　滅多に冗談を口にしない祐飛が、この手のジョークを飛ばすなんて。

　つまり、冗談ではなく本気というわけだ。

　しかし、再び官能の海へ旅立つ前に、どうしても聞いておきたいことがある。

「祐飛さんはどうして私と結婚を？」

　巷でよく言われる面倒くさい女の代表格みたいな質問。

　でも、本当に不思議なのだ。

　純華の代わりでなければどうして？　そしていつから雛未が好きだったのか？

「たまには外で朝飯を食べるか」

　祐飛は答える代わりに、雛未をベッドから連れ出した。




　雛未はサウスパークに併設されているカフェへと連れていかれた。

　英国風のモーニングプレートを食べ終わったら、腹ごなしもかねて芝生広場へ散歩に出かける。

　早朝にもかかわらず、サウスパークにはそれなりに人の姿があった。

　犬の散歩や、海辺の遊歩道を走って汗を流す人もいた。

　海風が吹くまぶしい日差しの中で、祐飛はどうしてか足もとばかり見ている。

「見つからないな」

「なにを探しているんですか？」

「四つ葉のクローバー」

「白詰草の季節は春ですよ」

「そうか。残念だ」

　なぜ急に四つ葉のクローバーを探し始めるのか。

（意味がわからない）

　朝食はおいしかったし散歩も気持ちいいけれど、肝心の質問にはまだ答えてもらっていない。

（まさか、煙に巻こうとしている？）

　それではあんまりだ。

「その顔、本当になにも覚えていないんだな」

　祐飛に対する不満が顔に滲み出ていたのか、彼は雛未をなだめるようにポンポンと軽く頭を叩いた。

　いったいなんの話をしているのか意味がわからず、雛未は怪訝な顔つきで祐飛を見上げた。

「昔、俺とベリが丘病院で会ったのを、本当に覚えていないのか？」

「病院で会った？」

　心あたりがまったくなくて、首をかしげる。

「まだ子どもだったし仕方ないな」

　祐飛はやれやれと大きなため息をついた。

「数学を教えてやっただろう？　十五年ぐらい前の話だ」

　十五年前。ベリが丘病院。ふたつの単語が頭の中をグルグル巡り、数秒の沈黙の後、点と点が線でつながる。

「ああ！」

　思いあたる節があった雛未は、つい素っ頓狂な声をあげた。

　ベリが丘を初めて訪れた時、母がお見舞いをしている間、雛未はあの中庭にあったベンチに座って宿題をしていた。

　難しい問題に悪戦苦闘するうちに、プリントが風に飛ばされて、通りすがりの人に拾ってもらったのだ。

　当時、中学二年生だった雛未より少し年上の、制服を着た男の子。たぶん近隣の学校に通う高校生だと思う。彼は数学のプリントを眺めると、たちまち雛未の間違いを指摘した。

　彼は親切にも、どこをどう直していいのか見当もつかない雛未に、数学を教えてくれた。

　おぼろげだった男の子の影が現在の祐飛と重なる。雛未はようやくピンときた。

「もしかして、その時にデイジーの話もしました？」

「ああ。名前の由来を話してくれた」

　デイジーの花束をもらった際に感じた違和感の正体はこれだったのかと、雛未はひとり納得した。

　しかし、祐飛の話はまだ終わらない。

「その様子だと、俺に四つ葉のクローバーのしおりをくれたのも忘れているな？」

「へ？」

「家業が病院経営で、周りからも医者になるのを期待されていたし、俺自身努力して誰もが納得するような成果も出せていた。だが、どれだけ優秀な成績を取っても、自分に医者の資質があるのか自信が持てなかった。雛未と出会ったのは、そんな俺の態度が〝やる気が足りない〟と見なされて、親父から叱責された帰りだった」

　たしかに雛未は、口数も少なく落ち込んだ様子の彼にしつこくなにがあったのか聞いた気がする。しおりもだいたい持ち歩いていたけれど。

（でも、なんでしおりを渡したんだっけ？）

　祐飛は肝心な場面をまだ思い出せないでいる雛未を見かねて、かつてのセリフを暗唱した。

「迷うのは真剣に向き合っている証拠だよ。四つ葉のクローバーの花言葉には約束っていう意味もあるの。がんばっていればきっと、お父さんに負けない立派なお医者さんになれるって神様が約束してくれる」

「本当に私が言ったんですか？」

「ああ」

　祐飛は当時を思い出したのか、クスクスと笑った。

　子どもだったとはいえ、なんて無責任で偉そうな発言だ。

　しかし祐飛はその後、本当に医者になり、ベリが丘病院で働き始めた。

　信じられないことばかりだ。

　祐飛があの時出会った男の子で、雛未の激励が将来を決めるきっかけになったという。

　もしかして、それが雛未と結婚してくれた理由なのか。

「で、でも！　大昔に一度会っただけの人に、なんの疑いもなくプロポーズまでします？」

　たとえ祐飛にとっては印象的な出来事だとしても、それだけで結婚を申し込むなんて、にわかには考えがたい。

「雛未があの女の子だって、四つ葉のクローバーの押し花を拾った時に気がついた。結婚は単なる思いつきだった。いろいろと困っていたのも事実だ。でも――」

　祐飛は雛未の頬をそっとなでた。

「今思えば、十五年前のあれが初恋だったんだろうな。始まりがどうであれ、俺はもう一度、雛未に惹かれた。それは間違いない」

　初恋だと言われた雛未の顔に、見る見るうちに熱が集まっていく。祐飛は真顔でとんでもない口説き文句をいくつも口にした。

「それと、もうわかったと思うが、この際はっきり言っておく。俺と純華の間に恋愛感情なんていっさいない。周りが好き勝手に言っているだけだ」

「本当に？」

「ああ」

　これ以上、余計な誤解をされてはたまらないとばかりに、祐飛は釈明した。

「雛未が純華に似てるんじゃなく、純華が雛未に似てるんだ。雛未の方が年上だしな」

「なにを言ってるんですか、祐飛さん。私と純華さんは腹違いの姉妹でもなんでもないんですよ？　似てるはずないです」

　雛未はハハッと笑い飛ばしながら祐飛の発言を訂正した。たとえ似ている箇所があったとしても、それは他人の空似だ。

「いや、雛未は間違いなく若狭家の血縁だ。そうでなかったら、俺も聖も、國治おじさんの容体を雛未に伝えなかった」

　祐飛は雛未の憂いを晴らそうと、はっきりと断言した。

「でも」

　若狭氏本人が、雛未が自分の娘だという訴えをかたくなに否定した。

　とても嘘をついているようには見えなかった。

「俺に時間をくれ。もう少し調べたいことがある」




　雛未と祐飛がノースエリアにある若狭邸を訪問したのは、それから二週間後だった。

　若狭氏はすでにベリが丘病院を退院し、今は自宅からリハビリセンターに通っていると聞いた。

　この日は、聖の案内で立派な応接室に通された。彼も話し合いに同席するそうだ。

　雛未はついてこいと言われただけで、祐飛がなにをするかまったく聞かされていない。でも、なぜか心は穏やかで落ち着いていた。

（平気なのが不思議）

　祐飛がそばにいてくれるなら、なにを言われても大丈夫という自信だけはある。

　応接室に案内されてから五分後。

　若狭氏は聖に腕を支えられながら応接室にやって来た。杖を頼りにソファに近づき、そろそろと腰を下ろす。

「それで？　また同じ質問を私にするつもりなのかい？」

「國治おじさん、いい加減真実を話してもらえませんか？」

　祐飛はそう言って、ビジネスバッグから一枚の文書を取り出し応接テーブルの上に置く。

「ＤＮＡ鑑定書です。九十九パーセントの確率で若狭國治と不破雛未の間に親子関係が認められるという鑑定結果が出ています」

　とんでもない物がこの場に登場し、腰を抜かすかと思った。

（いつの間に？）

　祐飛の確信めいた言葉の裏にはこのＤＮＡ鑑定書の存在があったのだ。

　祐飛なら、雛未と若狭氏の両名の検体を手に入れられる。秘密裏に鑑定を依頼するコネもあるだろう。

　手紙の真しん贋がんを見極めるよりもずっと簡単だし、親子関係を証明する物的証拠にもなりうる。

　しかし、若狭氏はＤＮＡ鑑定書を一瞥もしない。

「先日も言ったが、私は彼女の父親ではない」

「おじさんが嘘をついていないと仮定するなら、考えられる可能性はひとつしかありません」

　祐飛が目配せすると、聖がさらに一枚の紙をテーブルに置く。

「お義父さんに内緒で調べさせてもらいました。一卵性双生児なんですね。弟さんは六歳の時に若狭家の遠縁の養子になっている」

　聖がテーブルに置いたのは、調査会社がまとめた報告書だった。

「一卵性双生児？」

　またまた雛未の知らない事実があきらかにされていく。

「そうだ。一卵性双生児は遺伝学的には同じ存在。単純な検査では双子の兄弟の遺伝子の判別は極めて難しい」

　祐飛はトントンとテーブルに置いた鑑定書を指さした。鑑定結果は第二の可能性を示唆している。

　つまり、雛未の父親は若狭氏またはその弟のどちらかである。

「あなたが雛未の父親でないと主張し続けるなら、弟さんにも話を聞く必要がある」

　祐飛は若狭氏に改めて回答を迫る。

　永遠にも思える長い沈黙が続いた末に、若狭氏は大きく息を吸いそして吐き出した。

「いかにも。たしかに私には双子の弟がいる。おそらく、あの手紙は弟が書いたのだろう」

　若狭氏は手紙の差出人の正体を知っていたのだ。

「なぜ隠していたんですか？」

　雛未はすかさず尋ねた。

「罪を認めたくなかった」

「罪？」

　雛未には〝罪〟と断じるのが大仰に思えた。

「私は君の母親の妊娠を知っておきながら、弟に伝えなかった」

　若狭氏はすべてを話す覚悟を決めたのか、静かに語りだした。

「三十年近く昔の話だ。駅前ロータリーで演説中に突然見知らぬ妊婦から『あなたの子どもを妊娠している』と言われた。本当に驚いたよ。身に覚えがなかったからね。そう伝えると彼女は私に食い下がり、最後にはスタッフに引き剥がされていった。後になって弟と私を間違えたのだと気づいた」

「弟さんは、あなたになりすましていたのでしょうか？」

「ああ、おそらくな。本家を追い出された恨みなのか。理由はわからないが」

　若狭氏に話しかけた妊婦は、間違いなく雛未の母だ。

　身重の体でなんて無茶をするのか。

　演説中に突撃するなんて、後先考えず行動するところは自分とそっくりだと思った。

「なぜ、弟さんに母の件を伝えなかったんです？」

「魔が差したとしか言いようがない。当時の私は議員一年目で各方面からのプレッシャーで押しつぶされそうだった。世間からは世襲議員と蔑まれ、古参からは若造だとあなどられる。若狭家を出て自由に生きる弟へのあてつけのつもりだったのかもしれない」

　若狭氏は取り返しのつかない罪を背負い、過去の出来事を悔いているようだ。

「そして私はまたこりずに、同じ罪を重ねようとした。本当に愚かだった」

　副総理という大役を務め上げる胆力を持ちながら、若狭氏は実の弟への罪悪感にさいなまれている。

　手紙を携え父親を訪ねてきた雛未をまた、逃れられぬ過去からの使者だと思い、生きた心地がしなかっただろう。

「弟さんは今どちらに？」

「わからない。些細な行き違いで大喧嘩をしてから、かれこれ二十年以上は会っていない。ただ、聖くん。抜け目のない君なら、弟の居所はすでに調べてあるのだろう？」

「はい、お義父さん」

「私が言うのもおこがましいが、弟に会ってやってほしい。私にできる罪滅ぼしといえば、もうそれくらいしか残されていない」

　雛未はその言葉に、彼の心中を察した。

（本当は弟さんと仲直りしたいんだ）

　過去の過ちが弟に知られたら、ふたりの不和はより決定的になる。

　だから若狭氏は雛未の存在を、知らぬ存ぜぬで通そうとした。

　罪に罪を重ねる行為だと自分でもわかっていながら。

　聖から住所を教えてもらった雛未は、若狭氏を真っすぐ見すえる。

「私は父親がいなくても十分幸せでした。でも、真実を知る権利はあると思います。だから、弟さんについて教えていただいて感謝します」

「本当にすまなかった」

　若狭氏はゆっくりと目を伏せ、静かに謝罪した。




　若狭國治の弟、弓ゆみ親ちかは兄と同じくベリが丘に住んでいた。

　聖に教えてもらったサウスエリアの住所には、十階建ての分譲マンションが建っていた。

　オートロックの扉の前で教えてもらった部屋番号を押し、住人を呼び出す。若狭氏の名前を告げたら、意外なほどすんなりマンションの中に入れてもらえた。

「雛未」

「うん、大丈夫」

　心配そうに肩を抱く祐飛に、雛未は大きくうなずいてみせた。

　意を決して玄関扉のインターフォンを押した数秒後、住人がひょいと姿を見せる。

「若狭弓親さんですか？」

「ああ、そうだ。君たちはどちら様？　兄の秘書かい？」

　この人だ。

　雛未の直感は、目の前にいる男性が父親だと訴えている。

　同じ背格好、同じ顔だが、銀縁の眼鏡をかけた面差しは、長年政治の世界に身を置いていた若狭氏よりもはるかに優しげである。

　手紙に綴られていた穏やかな雰囲気そのままだ。

「私は不破雛未と申します。雨宮菊香の娘です」

　母の名前を口にすると、弓親は息をのんだ。

　ひと呼吸置いてさらに続ける。

「はじめまして、お父さん」




　衝撃の初対面が終わり、雛未と祐飛は弓親の部屋の中に案内された。

　２ＬＤＫのリビングの中には本棚がいくつもあり、どれもこれも限界までぎゅうぎゅうに本が積まっている。ソファに座った雛未はリビングの中をしばし観察した。

　家族の写真や思い出の品なども飾られておらず、過去に妻子がいたとは考えにくい。女性が出入りしている気配もなく、典型的な独身男性のひとり暮らしといった感じだ。

「すまないね。砂糖とミルクは切らしているんだ」

　コーヒーカップをソファテーブルに置く弓親の手は、小刻みに震えていた。

　真っ暗な水面にいくつも小波が立ち、カップから液体がこぼれそうになる。

　雛未は自分がベリが丘にやって来た経緯を話し、コーヒーには手をつけず早速本題に入った。

「この手紙はあなたが母に送ったものですね？」

　バッグから手紙を取り出して弓親へ渡す。

「ああ、私が書いた。間違いない。彼女は？　今どうしている？」

「今年の一月に亡くなりました」

「そうか……」

　母の訃報がよほどショックだったのか、弓親は悲しそうに肩を落とした。

「なぜ、お兄さんである國治さんの名前をかたって手紙を書いたんですか？」

　彼の名前が使われたせいで、余計な遠回りをいくつもする羽目になった。

　同じ内容を若狭氏にも尋ねたが、彼もなぜ弓親が自分の名前で文通をしていたのか知らないみたいだ。

「僕にとって兄は憧れであり、目の上のたんこぶのような妬ましい存在でもあった」

　弓親は若狭氏と同じ顔でほの暗い笑みを浮かべる。

「今でこそ作家先生と呼ばれているけれど、当時の僕は単なる小説家志望のフリーターでね。兄の小間使いをして日銭を稼いでいた。兄に頼まれて訪れた花屋で知り合ったのが菊香だ。注文表に書いた名前を見て、彼女は僕が〝若狭國治〟だと勘違いした」

「なぜ自分の素性を話さなかったんです？　訂正の機会はいくらでもあったはずでしょう？」

　たまりかねて落ち度を責めると、弓親はしきりに恥じ入った。

「華々しく活躍する兄に成り代われたようで、うれしかったんだ。同じ顔、同じ声で生まれたのに、どうして僕だけ養子に出されたのか。あの頃はいつも劣等感にさいなまれていた」

　若狭氏に成り代わることは、弓親にとって禁断の味だったに違いない。

　双子の彼らにとって、光と闇は表裏一体。

　若狭氏が脚光を浴びる一方で、弓親は悔しい思いをしていたのだ。

「彼女を愛し始めていると自覚した時にはもう遅かった。今度は幻滅されるのが怖くなり、自分の正体が打ち明けられなくなった。そうやって先延ばしにしているうちに、彼女は故郷に戻り、ほどなくして手紙のやり取りが始まった。けれどある日突然、返信がこなくなった」

　弓親の声が次第に震えていく。

「しばらく経ってから、僕の書いた手紙が未開封の状態で送り返されてきた。彼女の父親らしき人から〝娘が別れたがっているからもう連絡するな〟という趣旨の手紙が添えられていたよ」

　雛未はしばし考え込んだ。

　亡くなった祖父は昔ながらの価値観を持ち、なににつけても厳格だった。

　孫である雛未には優しかったが、どこの馬の骨とも知らぬ都会の男にはらまされたと事あるごとに言い、母に対してはあたりが強い時もしばしば。

　祖父が関与していた事実は、おそらく母も気づいていなかった。

　返却された手紙が未開封だったのは、祖父がこっそり母宛の手紙をポストから抜き取っていたせいなのかもしれない。

「菊香が妊娠しているとは知らなかったんだ。知ってさえいれば……」

　最初の手紙の消印は雛未が生まれる八か月前の日付だ。

　母の妊娠は、故郷に戻ってから判明したと推測できる。

　母が手紙に妊娠したことを書かないはずがない。つまり、母が弓親宛に出した手紙もまた、投函されずどこかで捨てられた可能性がある。

　あの祖父ならやりかねない。

（そういうことだったのね）

　弓親の話を聞いて、すべてがあきらかになった。

　手紙がこなくなったのを不審に思った母は、身重の体でベリが丘に戻り、演説中の若狭氏を弓親と間違えた。

　若狭氏に冷たくあしらわれ、傷ついた母はその後、故郷でひとり雛未を生んだ。

　自分の愛した人が弓親だったとは知らずに。

　手探りで始めたパズルのピースが一つひとつはまっていく。

　偶然が重なった悲しい恋の結末に、涙がこぼれ落ちそうになる。

　雛未は最後に尋ねた。

「あなたは母を愛していましたか？」

「愛していたさ。誰よりも」

　弓親は亡くなった母への愛を惜しげもなく主張した。

　やっと真実にたどり着けた。

　母はどれほどつらかっただろう。弓親に拒絶されたと思い込み、ひとりで雛未を産んだ。シングルマザーとして生きると決めてから、計り知れぬ苦労もあったと思う。

　けれど、母は弓親を愛し、弓親もまた母を愛していた。

　雛未がこの世に産み落とされ生きているのが、なによりの証拠だ。

　帰り際、弓親は玄関まで雛未と祐飛を見送ってくれた。

「君さえよければ、僕とまた会ってくれないか？　これもなにかの縁だ。父親と呼んでほしいなんて贅沢は言わない」

　弓親は雛未の機嫌をうかがい、控えめに尋ねた。

　親子だとわかったふたりでも、雛未の年の数だけ隔たりがある。一度開いた距離はいくらがんばっても埋められないのかもしれない。

　それでも弓親は、希望を捨てたくないと言ってくれている。

「ひとつだけお願いがあります」

　雛未が言うのは差し出がましい。

　一度引き離された一卵性双生児のふたりには、雛未にはわからない葛藤だって抱えている。

　けれど、言わずにはいられなかった。

「お兄さんを――國治さんを恨まないであげてほしいです」

　弓親は絶縁状態の双子の仲を取り持とうとする雛未を見て、静かに笑った。

「君は優しいね。さすが菊香の娘だ」




「あれでよかったのか？」

　弓親のマンションから帰る途中、祐飛に問われた。

「はい。もういいんです」

　兄の名前をかたり、母と交際を続けた弓親をあれ以上責める気にはなれなかった。

　いっときは楽しくても、誰かの代わりを演じるのがどれほどつらいかは身をもって知っている。

　それに――。

「ひとつ思い出したんです」

　雛未はありし日の母の姿を頭の中に思い浮かべた。

「うちのお母さん、特別読書好きってわけでもないのに、桜さくら塚づか幸ゆき彦ひこ先生の新刊だけはわざわざ車で三十分以上かけて、買いに行ってたんです」

　桜塚幸彦は、弓親のペンネームだ。

　弓親はベリが丘をモデルとした恋愛小説で新人賞を受賞し、文壇デビューを果たした。デビュー作は後に映画化もされ、大ヒットを記録している。

「きっと、弓親さんの正体に気づいていたんだと思います。お母さんが許しているんだから、私がとやかく言うのも違うかなって」

　母はいつ桜塚幸彦が彼だと気づいたのだろう。

　正体がわかれば、出版社やＳＮＳを通じて本人と連絡が取れそうだけれど、あえてそうしなかった。

　正体を曝さらけ出せなかった弓親の弱さを許し、なお愛した。

　新刊を読む母はいつもうれしそうだった。

　例の手紙を捨てずに残しておいたのは、雛未への自慢のつもりかもしれない。

　雛未は母が残したたんぽぽ色の封筒の手紙をバッグから取り出し、燦さん燦さんと降り注ぐ太陽の光にかざした。

　父親の正体を知り、雛未は自分の気持ちにけりをつけられた。

　心残りがないと言っていた母の言葉は嘘じゃない。それがわかっただけでも、雛未の長い旅路には意味があった。

　雛未は清々しい気持ちで、手紙をバッグにしまう。

「雛未」

　祐飛は満足げな笑みを浮かべた雛未の手を取り、恋人のように指を互い違いに絡ませた。

　人前でイチャイチャするなんて、控えめに言って、ものすごく照れる。

（普通の恋人同士みたい）

　この際だからと、雛未は思いきって祐飛の腕に抱きついた。

　交際ゼロ日で結婚に至ったせいで、恋人同士でしかできないイベントも楽しいデートだってたくさんやり残したままだ。

「せっかくなので散歩して帰りませんか？」

「ああ」

　天気がいいので、ふたりは遠回りをして帰ることにした。

　祐飛とゆっくり出かけられた日は、まだ片手で数えるほどしかない。

　もう少しだけデート気分を味わいたい。

　ふたりは雛未がかつて母と歩いた海辺の遊歩道を、時間をかけてのんびり歩く。

　海は穏やかそのもので、はるか遠くまで見渡せた。

「あ、祐飛さん！　大きなクルーズ船が停泊していますよ」

　雛未の故郷は海から遠く、大型のクルーズ船などベリが丘に来るまで目にする機会に恵まれなかった。

　海の上に浮かぶ船体に興奮し指をさしてはしゃいでいたら、唐突に祐飛が口を開く。

「雛未、そこに立っていてくれ」

　そう言うなり祐飛が一歩後ずさりし、雛未は目をパチクリさせた。

「どうしたんですか？　急に」

　突飛な行動を不審に思った次の瞬間、祐飛は地面に片膝をつき、恭しく雛未の左手を取った。

「俺と結婚してくれ」

「え？」

　二度目のプロポーズに、雛未は言葉を失った。

　結婚してくれと言われても、すでに結婚している。左手の薬指にはいつか買ってもらった結婚指輪がはめられているのに。

「どうしてもプロポーズをやり直したかった」

　祐飛は左手の薬指にそっとキスを落とした。まるで忠誠を誓う騎士みたいだ。

「一生懸けて幸せにするから、俺と結婚してくれ」

「もし嫌だと言ったら？」

　そんなことを言うはずがないし、そもそもすでに婚姻届は提出済みだ。

　プロポーズを断ったら祐飛がどんな反応をするのか。つい好奇心がくすぐられ、おもしろがって尋ねる。

「その時は、うんと言うまで放さない」

「それじゃあ、ただの脅迫ですよ？」

「俺は本気だ」

　祐飛は地面から立ち上がると、雛未の顎をぐいっと持ち上げ熱い眼差しで迫った。

「返事は？」

「もうっ、無茶苦茶です！」

　返事なんて最初から決まっている。

　雛未は観念して祐飛の胸に飛び込んだ。

　雛未をこんなにドキドキさせる男性は、世界広しといえども彼しかいない。

「結婚します！　っていうか、もうしてます！」

「ああ、そうだったな」

　すっとぼける祐飛にぎゅっとしがみつく。

　なんとはなしに視線が交わり、互いに微笑み合う。

　なんて幸せなんだろう。

「祐飛さん、私と結婚してくれてありがとう」

　家族になってくれてありがとう。愛してくれてありがとう。

　この街に来てよかった。今、心からそう思えるのは祐飛のおかげだ。

　過去は変えられない。だから、苦しみも悲しみも後悔もすべてを糧にしてこれからも生きていく。この街で手に入れたものを、生涯かけて大切にしていきたい。

「愛してる」

「私も祐飛さんを愛しています」

　名ばかりの妻だったけれど、そうとは知らずにずいぶんと愛されていたらしい。

　そして、今となっては雛未も祐飛を心から愛している。




　雛未と祐飛が結婚式を挙げたのは、雛未がベリが丘にやって来て二年目の春だった。

「わあ！　素敵……」

「綺麗なベールを貸してくれてありがとう。純華さん」

「雛未さんにとってもお似合いでよかったです」

　純華は控室に佇む雛未をうっとりと見上げていた。

　今日の主役がまとうマーメードラインの美しいウエディングドレスは、ベリが丘で一番人気のドレスサロンであつらえた。

　当初は結婚式を挙げる予定はなかったのだが、祐飛とも相談し、家族だけのこぢんまりとした挙式と食事会をする運びになった。

　雛未はドレスはレンタルで十分だと思っていたが、弓親がどうしてもと言って譲らず、わざわざオーダーメイドで作ってもらった。弓親の好きにさせてやるのも親孝行のひとつだと思い、雛未は早々に抵抗をあきらめた。

　雛未と弓親が親子であると証明され、雛未は正式に若狭家の遠縁だと認められた。

　純華との関係はとりわけ奇妙なものになった。

　父親同士が一卵性双生児。戸籍上では従姉妹になるが、遺伝学的には腹違いの姉妹といった方が近い。

　そのせいもあってか、純華は雛未を本当の姉みたいに慕ってくれるようになり、今では頻繁に連絡を取り合う仲だ。

「純華さん、つらかったらすぐ横になってね」

「雛未さんと祐飛くんの結婚式ですもの。この目に焼きつけておかなきゃ！」

　純華は現在、妊娠七か月。安定期に入ってからつわりは治まり、最近はおなか周りがふっくらしてきたみたいだ。後で聖に頼んで気をつけるよう注意してもらわなければ、危なっかしくて見ていられない。

「ああ、どうしよう。本当に僕が一緒に歩いていいんだろうか」

　雛未を花婿のもとに連れていく栄誉にあずかったのは弓親だ。

「おどおどするんじゃない！　みっともない！」

　車椅子から双子の弟を一喝するのは、結婚式にも参列する國治だ。兄弟の雪解けには祐飛と聖が一役買ってくれたらしい。

　そのうしろには聖と若狭夫人が控えている。祐飛の両親もいる。

　家族が揃った控室はずいぶんと賑やかだった。

　一年前、雛未と祐飛が婚姻届を役所に提出したこの日。

　なんでもない日が、一年かけて特別な日に変わった。

　挙式の時間がやってきて、雛未は弓親とともにチャペルに足を踏み入れた。

　バージンロードの先には誰よりも愛しい人が待っている。

　ステンドグラスの美しい祭壇の前で、ふたり肩を並べる。

「互いを一生愛すると誓いますか？」

「誓います」

「誓います」

　タキシード姿の祐飛と永遠の愛を誓い合い、参列者が祝福する中で一生解けない魔法のキスをかわす。

　名ばかりの妻はもうどこにもいない。
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特別書き下ろし番外編










仮面を脱ぎ捨てて




（今日は遅いのね、聖くん）

　純華はドレッサーの前に座り、髪をブラシで梳とかしていた。

　就寝直前だというのに、聖はいまだに帰ってくる気配がない。

　遅くなる時は必ずメッセージを送ってくれるマメな夫だが、今日はまだ連絡がきていなかった。

　眠り続けていた父が目覚めてから、聖は多忙を極めている。補欠選挙への出馬が決まり、毎日のように準備に追われる日々。

　夫婦の会話は減る一方だ。

「はあ」

　自分でもそうとは知らないうちに、ため息が出てくる。

　鏡の前の自分はひどく情けない顔をしていた。

　ラベンダー色のマキシ丈のナイトウエアは、昨日買ったばかり。裾と胸もとにあしらったレースの刺繍が綺麗で、すぐに気に入った。

　結婚してから純華は、聖の気を引こうと彼が好みそうな服ばかりを選んでいる。

　普段から控えめで模範的な妻でいるよう心がけ、聖の前では美しくありたい、かわいらしくありたいと願ってやまない。

　しかし、期待はいつも裏切られる。

　綺麗に体を繕っても、どうせ聖には見てもらえないのに、期待を持つのがやめられない。

　聖はきっと今宵も純華に手を出してはくれないだろう。

『そんな男と結婚するくらいなら、俺と結婚しない？』

　よくない噂のある男性との縁談を余儀なくされた純華に、助け舟を出したのはほかならぬ聖だった。

　幼なじみとして、彼の妹分として、ただそばにいられればよかったはずだったのに欲が出た。

　――ずっと聖が好きだったから。

　本当はお見合いなんてしたくなかった。幼い頃から聖に恋をしていた純華にとって、彼以外の男性との結婚は耐えがたい苦痛だった。

　しかし、若狭家の跡取り娘である純華には、政治家志望の有望な男性を婿にもらう義務がある。

　いつも恋心と義務感の板挟みで息ができなかった。苦しみから解放されたかった。

（本当は断るべきだったのよ）

　純華は誘惑に抗えず、彼の将来をいっさい考えずに、差し伸べられた手にすがりついた。

　この決断が新たな葛藤を生み出すとも知らず、純華は聖と結婚した。

　再びため息をついたその時、寝室の扉がゆっくりと開かれる。

「純華、まだ起きていたんだ？」

「おかえりなさい、聖くん。今日は遅かったのね」

「ああ」

　扉の向こうから姿を現したのは聖だった。その表情はなんだか暗い。

　聖は出馬が決まってから、頻繁にベリが丘の有力者を訪問している。疲れがたまっているのかもしれない。

「シャワー浴びてくる？　疲れているなら、湯船に――」

「純華」

　聖はバスルームへ行こうと背を向けた純華をうしろから抱きしめた。放さないと言わんばかりに、ぎゅっと腕の力が強まっていく。

　切羽詰まった聖の様子に、違和感が頭をもたげる。

（おかしい）

　いつもは寝室にやって来ても、不自然なくらい純華に触れないのに。

　なにがあったのか、詳しく尋ねるべく口を開いたその時だ。

「俺と結婚して後悔していない？」

　苦しげに耳もとでささやかれた言葉に、純華はかつてないほどの衝撃を受けた。

　結婚によって得る恩恵は、四季杜家より若狭家の方が断然大きい。純華個人の想いとしても同様だ。

　でも、聖が突然そんなことを言いだすなんて。

「結婚を後悔しているのは聖くんの方でしょう？」

　純華は声を震わせながら尋ね返した。結婚生活の終わりが近づいているのが怖くてうしろを振り返れない。

「なにも言わないで。もうわかってるから。私に同情してくれたのよね？　お父様の後を継いで政治家になるのが嫌に――」

「なにをわかってるって？」

　聖は純華の話を途中で遮った。怒気をはらんだ声に、背筋に冷たいものが走る。

「俺がどれだけ純華を愛しているか、知らないだろう？」

　楽しそうな忍び笑いは、無知な純華を嘲笑っているみたいだ。

「聖くん？」

「あんな下劣な男にも、ほかの誰にだって渡さない」

　顎を掴まれうしろを向かせられると、突然唇を塞がれた。

「ん!?」

　驚いている間に唇をこじ開けられ、舌がぬるりと差し込まれていく。

　結婚以来、二度目のキスは、息をするのもはばかれるぐらい激しい情熱にあふれた口づけだった。

（こんなの知らない！）

　唇を離された時には体がぐったりしていて、聖に支えてもらわなければ立っていられなかった。

「俺は、純華が考えているよりもずっと執念深い男だ」

「なんの話？」

「見合いがすべて破談になるように仕向けていたのは俺だ」

「え？」

「大学でも人を雇い常に純華を見張らせていた。純華に近づく男がいたら釘を刺した」

　言われてみれば、たしかに心あたりがある。大学生になり聖と祐飛以外の男性とも交流を持ち始めたが、いつも彼らは純華にはよそよそしい態度を取った。

　自分のコミュニケーション能力の問題かと思っていたが、あれは純華のうしろにいる聖を恐れていたのかもしれない。

「純華と結婚できたのはいいものの、俺の本性を見抜かれて軽蔑されるのが怖かった。一度抱いたら絶対に手放せないのもわかってる。だから避けていた。でももう限界だ」

　すべてを懺ざん悔げした聖の表情は苦悶に満ちていた。普通なら怯えるところだけれど、純華にとって彼の話は激しい愛の告白にしか聞こえなかった。

「聖くんは政治家になるのが嫌ではないの？」

「別に？　純華と結婚できるなら政治家でもなんでもやるし」

「そう、なの？」

「四季杜家の男は全員そういう星のもとに生まれるんだ。愛する女性のためなら、鬼にも仏にもなれる」

　最大級の愛の言葉を聞いた純華は、ぎゅっと聖に抱きついた。

「聖くんがどんなに怖い人でも大好きよ。私には聖くんだけ」

　純華の気持ちは、王子の仮面をはずした今もなんら変わらない。むしろ、そこまで純華を想ってくれる聖への愛しさがあふれて止まらない。

「ああ、純華。一生放さないよ」

　聖は受け入れてもらえた喜びを惜しげもなくあらわにし、キスをしながら純華を抱き上げ、そのままベッドに組み敷いた。

　ジャケットを脱ぎネクタイをほどくと、情愛のこもった熱い眼差しで純華をうっとり見下ろす。

「俺に愛される覚悟はいい？」

　限界だと言っていたのは嘘ではなさそう。いつも紳士的な聖が欲望に支配され、今までひた隠しにしていた本能が剥き出しになっている。

　純華にとっては、願ってもないことだ。

「今すぐ聖くんのものにして」

　ナイトウエアを脱がされた純華は、聖の積年の想いを夜通し受け止めた。




　うれしい知らせが舞い込んだのは、あの夜から一か月ほど経ってからだった。

　若狭邸の一角にある執務室を訪れた純華は、書類に向かっている聖に声をかけた。

「聖くん、ちょっといい？」

「どうしたんだい、純華」

　純華は執務室の中央にあるデスクの前まで行くと、聖に告げる。

「私、妊娠したの」

　聖の指から万年筆がポロリと落ち、書きかけの書類にインクが滲む。

　聖は慌てて椅子から立ち上がり、純華に駆け寄った。

「本当に？」

「うん。妊娠検査薬に反応があって今日、産婦人科に行ってきたの」

　聖の表情がぱあっと華やいでいく。

「純華！　君は最高だ！」

「大げさよ、聖くん」

「本当にうれしいんだ。そうか、ここに俺たちの子どもがいるんだな」

　聖は夢見ごごちのような恍惚とした目つきで、純華の下腹部をなでた。

「純華に似た女の子だといいな。ああでも。よその家に嫁いでいくのはつらいな。よし、俺のように婿養子を取ろう」

「気が早いわ」

　まだ生まれてもいないのに婿養子の話までするなんて、おかしくて仕方ない。

「聖くんに似た男の子かもしれないのよ？」

　純華がふふっと笑えば、つられて聖も満面の笑みを浮かべる。

「それなら純華を取られないように気をつけないとね」

　冗談を言っていると思えないのが、聖の怖いところだ。

　あの日以来、それまで接触がなかったのが嘘みたいに毎日愛を注がれた。

　妊娠はいわば当然の結果だろう。

「今から楽しみだな」

　聖はそう言うと、美しく可憐な自慢の妻の頬にそっとキスを贈った。










四つ葉のクローバーにこめた願い




　五月のある麗らかな日。祐飛の仕事が休みだったので、不破一家はサウスパークに遊びに来ていた。

「お母さ～ん！」

「晴はる飛ひ！　どうしたの？」

　青々とした芝生を食い入るように見つめていた三歳の晴飛は、なにかを持って雛未が座るベンチまで走ってくる。

「はい！　お母さんにあげる！」

「ありがとう」

　息子が渡してくれたのは、四つ葉のクローバーだった。

　苦労して見つけた宝物をためらいなく人にあげられるなんて、優しい子に育った。

「転ばないように気をつけて！」

　再び走り出していく晴飛に注意したそばから、石につまずき派手に転んだ。

「ああ、もう！」

　ベンチから立ち上がろうとしたら、雛未より先に祐飛が動いた。

「俺が行く」

　祐飛は今にも泣き出しそうな晴飛に近づいていく。

「ほら、晴飛。立てるか？」

「うん」

「泣かなくて偉いな。肩車してやろうか？」

「わーい！」

　祐飛に肩車してもらうと、晴飛は転んだことなどすっかり忘れ、きゃははとうれしそうに声をあげた。

（よかった）

　雛未は晴飛から渡された四つ葉のクローバーを空にかざした。

　鮮やかな濃い緑色の葉は風に吹かれて、ゆらゆらと気持ちよさそうに揺れている。

（いろいろな出来事があったなあ）

　雛未がベリが丘にやって来てから、五年の月日が経っていた。

　あの時はひとりだったけれど、今は家族に囲まれている。

　夫の祐飛、長男の晴飛、そして現在四か月の長女・一かず葉は。

　ミルクをたらふく飲んだ一葉は、ベンチに横付けしたベビーカーの中でスヤスヤと寝息を立てている。

　雛未は晴飛の妊娠をきっかけに、ベリが丘病院を退職し、今では専業主婦として家庭を切り盛りしている。

　五年も経つと、雛未以外の人間にも大きな変化があった。

　聖は無事、衆議院議員に当選し、今では国会議事堂のある永なが田た町ちょうとベリが丘を往復する生活で、純華は今や三児の母だ。

　同じ屋敷に住んでいる國治が、純華の子育てをサポートしている。

　孫育ての中でなにか思うところがあったのか、國治は元副総理というコネを総動員し、ベリが丘の有力者に呼びかけて子育て支援サービスの拡充を図った。

　今やベリが丘は、日本における子育てサービスナンバーワンの街になった。

　幼児用にゾーニングされた公園や大型遊具のある児童館は、住人なら誰でも無料で利用できる。雛未も晴飛と一葉を連れて、ときどき利用させてもらっている。

　雛未の父親である弓親は今でも精力的に執筆活動を続けており、先月新刊が発売された。早くも続刊が決定したそうだ。

　晴飛も弓親が大好きで、ふたりで虫捕りに出かけては、大きな蝶々やカブトムシを捕まえてくる。

　茉莉とは退職後も交流がある。先日も晴飛の七五三の和装について相談しに、熊谷呉服店を訪問したばかりだ。

「雛未」

　ベンチに戻ってきた祐飛は雛未の隣に座り直した。

　転倒からすっかり立ち直った晴飛は、再び白詰草が咲く原っぱを元気に走り回っている。

「寒くないか？」

「ううん。平気」

　平気と言ったにもかかわらず、祐飛は海風に吹かれる妻を気遣い、自分のジャケットを羽織らせてくれた。

　祐飛は今でもベリが丘病院で脳神経外科医として働いている。

　先月も極めて難しいとされる手術を成功させ、ニュースで大きく取り上げられた。

　父親としても申し分なく、忙しい合間を縫って子どもたちの世話をしてくれる。

　もちろん、妻を愛する夫としても。

「昨日は無理をさせて悪かった」

　祐飛がしれっと真顔で言うので、雛未の顔はすぐに熱くなった。

　妊娠、出産のため、長らくお預けとなっていた夜の営みを再開したのは昨夜のこと。

　祐飛は無理をしなくていいと労ってくれたけれど、どちらかといえばしたいとねだったのは雛未の方だ。

　祐飛への想いは、父親を捜しにベリが丘を訪れたあの日から変わらない。

　なんだか胸がくすぐったくなった雛未はふふっと笑い祐飛にくっつき、その肩に頭をあずけた。

「ねえ、祐飛さん。私ね？　今、すごく幸せ」

「どうしたんだよ、急に」

「だって本当にそう思ったんだもの」

　祐飛と出会わなければ、この目の前の幸福な光景は見られなかった。

「雛未」

「ん？」

　急に視界が塞がれたと思ったら、祐飛の唇が雛未のものに軽く触れる。

「あんまりかわいいこと言うなよ。昨日はあれでも抑えたんだからな」

　祐飛は半分照れながら、キスの理由をごまかす。

（もう）

　雛未は祐飛の口から気まぐれに飛び出すキザなセリフに、すっかり骨抜きにされた。

「お母さ～ん！　見て！　もうひとつ見つけたよ！」

　晴飛は両親の仲睦まじい様子など気にも留めず、右手を上げながら再びベンチにやって来た。

「これは一葉ちゃんにあげるね！」

　晴飛は「はい、どうぞ」と言って、一葉を覆っているタオルケットの上に四つ葉のクローバーを置いた。

　明るい未来をつないでくれた幸運の象徴は、こうして次世代に引き継がれていく。
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　初めまして、こんにちは。雪野宮みぞれと申します。

　このたびは、私のベリーズ文庫デビュー作である『名ばかりの妻なのに、孤高の脳外科医の最愛に捕まりました～契約婚の旦那様に甘く独占されています～【極甘婚シリーズ】』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　この本は憧れの街〝ベリが丘〟を舞台としたシリーズの第四弾です。

　大賞に選ばれた作品がシリーズのラストを飾れるという趣旨のもと、ベリーズカフェで開催されたコンテストを経て、書籍化されました。

　ええ、でも。コンテストに応募した時は、まさか自分の作品が大賞をいただくなんて夢にも思っておりませんでした～！

　書籍化作業中は、本当にたくさん悩み、苦しみました。文章もお話もすべて『いちから学び直したい！』と、何回思ったことか……！

　こうして無事出版されたのは、編集担当者様、イラストを描いてくださった北沢きょう様、ならびにこの本に携わってくださったたくさんの方のご協力があったからです。

　この場を借りまして、厚く御礼申し上げます。

　さて、ヒロインの雛未が手紙を見つけ、父親に会いに行くところから始まる物語、最後までお楽しみいただけたでしょうか。

　この作品を書いていた時から、架空の街〝ベリが丘〟がどんな場所で、どういう人が住んでいるのか、たくさん想像を膨らませました！

　サウスパークもツインタワーも魅力的。オーベルジュはデートにぴったり。ノースエリアなんて、いかにもお金持ちが住んでいそうでとってもワクワクしました！

　突然、ベリが丘を訪れることになった雛未同様に、読者の皆様にも作品を通じてベリが丘の魅力が伝わっていると嬉しいです。

　デビューしたての新人の身ではありますが、今後も読者様を楽しませることができる作品づくりに励んでまいります。

　いつかまた、こうしてご挨拶できる日が訪れますように。




雪ゆき野の宮みやみぞれ










ハネムーンクルーズ




「うわあ。夜景が綺麗ですね！」

　豪華客船『トワイライト号』のデッキに降り立った雛未は、潮風でなびいていく髪を手で押さえた。

　巨大な鉄の塊は真っ暗な海を掻き分け、白波を立てながら、目的地へと突き進んでいく。

　出港時のテープ投げを終えても、陸から遠く離れる前に煌びやかな夜景を堪能しようと、デッキにはまだ多くの人の姿があった。

　雛未もそのうちのひとりだ。

「国内になって悪いな」

　祐飛は謝りながら雛未の隣にやってくると、手すりに身体を預けた。

「全然平気ですよ。こんなに素敵な船で旅行なんて初めてで……。むしろ、贅沢させてもらっていいのかなって思ってるくらいです」

　海の上から眺めるベリが丘は街の中にいる時とは、まったく違う空気をまとう。

　多くの人で賑わう昼間に比べたら、闇をたたえた夜は近寄りがたく、ある種の神聖さまで感じさせた。

　雛未は自分が暮らす街の新たな一面に、しばし見惚れていた。

「雛未」

「はい？」

「ほら、もっとこっちに寄れよ」

　祐飛は雛未の腰を引き寄せ、風除け代わりにピタリと背中にくっついた。

　背中越しに潮風になびいた髪を耳にかけてもらい、つむじに優しいキスが落とされる。

（ああ、もうっ）

　流れるようなロマンティックな一連の動作に、雛未は早くも白旗をあげた。

　結婚してから一年一緒に暮らしてきたけれど、泊りがけの旅行は初めてだ。

　新婚旅行は四泊五日の国内クルーズ旅行。

　ベリが丘を出発したあとは、太平洋を日本列島沿いに進み、いくつかの寄港地を巡ったのちに、またベリが丘に戻る航路だ。

　海の上ではスマホの電波も届きづらいし、そもそも病院から呼び出しがあっても、おいそれとは帰ってこられない。

　文字通り、祐飛と朝から晩まで一緒。

　そう考えるだけで、にわかに雛未の動悸が激しくなる。

　気を抜くと一昨日結婚式を挙げたばかりの夫を、ついつい熱っぽく見上げてしまう。

　現に夜景を眺めている今だって……。

「そろそろ戻るか？」

「あ、はい」

　なにはともあれ、今は彼を独り占めできるうれしさで胸がいっぱいだ。

　ふたりはデッキをあとにすると廊下を歩き、新婚旅行に相応しい極上のスイートルームに戻った。

（せっかくだから、たくさん思い出が作りたいな）

　トワイライト号には、乗船客が退屈しないようプールやバーカウンター、遊戯室も完備されており、毎日楽しそうなイベントも開催されている。

　テーブルの傍らに立ち、配布されたイベントのスケジュール表を吟味していると、突然祐飛が雛未の正面までやって来る。

「祐飛さん？」

　顔上げれば、顎を指で掬い上げられ、とろけるような口づけが降ってくる。

「んっ……」

　雛未は目を瞑り祐飛を受け入れた。何度も執拗に舌を絡めとられ、吐息が乱れる。

　いつもよりキスが長く、甘ったるいような気がするのはどうしてだろう？

　理由がわかったのは、唇が離され祐飛の胸に顔を埋めていた時だった。

「いつも我慢させてるぶん、新婚旅行の間はたっぷり甘やかすつもりだ」

　祐飛は雛未の髪を指で梳きながら囁いた。

「甘やかす？」

　キスでぼうっとした頭で尋ねれば、また何か企むような笑みが返ってくる。

「最初のご希望は？」

「あの、祐飛さんとお酒が飲んでみたいです」

「わかった」

　ふたりは船内にあるバーカウンターに行き、それぞれカクテルを頼んだ。

「うわあ！綺麗……」

　雛未はサンセットをイメージしたオレンジリキュールをベースにしたカクテル。

　祐飛は、珊瑚礁を写し取ったようなコバルトブルーのカクテルだ。

　雛未の予想通り、祐飛は酒に強く、酔っても顔色ひとつ変わらなかったが、心なしか声が弾んでいるように感じられた。

　彼も新婚旅行を楽しみにしていたのかもしれない。

　祐飛は旅行中、雛未の要望にひとつ残らず応じてくれた。

　そして、夜のしじまにはふたりで手に手を取り合い、互いの情熱と温もりを分かちあった。

　船の上で過ごす優雅な三泊四日は、瞬く間に過ぎ去っていった。




「次にふたりで旅行に行けるのはいつなんでしょうね」

　三日ぶりのベリが丘の風景を遠目に眺めながら、雛未はひっそりと呟いた。

　下船の時刻が間近に迫っている。

　結婚式と新婚旅行のために、今回はまとまった休暇をもらえたが、こうしている間にも祐飛の帰りを多くの患者が待っている。

　ベリが丘に帰れば、またすれ違いの日々が始まる。

　雛未の口数が減り始めているのに気づいた祐飛に、ポンポンと頭を撫でられる。

「死ぬまで一緒にいるって誓ったばかりだろう。また、そのうちな。それに……次の旅行も二人きりとは限らない」

　コホンと恥ずかしそうに小さく咳払いをする祐飛に雛未は目を見張った。

「はい」

　子どもを望む彼の照れ隠しを受け、すっかり寂しさが吹き飛んだ雛未はとびきりの笑顔で答えたのだった。

　――コウノトリの訪れは新婚旅行から数か月後のことだった。
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